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全く新しい床タイルです

三星ピサロンは、従来のビニールタイルとは製法

原料配合が全く違います。塩ビの他に最近開発さ

れた新しい共重合体の特殊樹脂を用いた Illlj 期的な

新製品です。軟質プレスタイプの床タイルに比べ

仕上り安定性がよく、カレンダ一方式の流れ模様

とは対照的な静止した現代模様。 ピサロンの持つ

エラスチ ックで高級 な質感、すぐれた歩行感は、

床タイルの新しい世界を聞きました 。

協同組合員が責任をもって施工いたします

星ピサロンは 、材料だけの版売はいたしません。

立任施工の出米る協組μ が人念な仕上げをします。

これからはピサロンの時代です

ニ 星 ピサロンの新しい色調、パターンは、現代の

インテリアデザインに要求される個性的な床造り

には欠かせません。東京浜松 IJJI の超高層世界貿易

センタービルの 4 F以上の各| 精通路、エレベーター

ホールにも、使用されております。と三星 ピサロン ミ

はその模様がフランスの画家ピサロのタッチに似

ていることから、名付けられたものです。
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* 規 絡= 333 . 3 X 333. 3 X  2 弘 9 枚 / m'  

333. 3 X 333 .3  X  3 弘 9 枚 / m'  

* 色数= 18色

安価格 = 2 弘j平品 1，200円 / m'  (300m' 以上)

3  "YmJ写占，'， 1，800円 / が (300m' 以上)

小部屋古I J m. 階段4 0 %高製 造 元= 田島応用化エ株式会社

東 京 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 の I I  

電話 (866)  6  I  0  I  

大阪/ 大 阪 市 西 区 京 町 堀 l の 7 4  

電話 ( 441 )  5  9  5  I  
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常 温 で

コυコトコ.ト

屋 根 防 水 工 事 に

世 界 各 地 で40年聞の実績があ り、

その安全性には定評があります。

床 工 事 に

セメン ト、砂、砕石と混合した

独特の床で、 一例 をあげると各

地 日本専売公社の倉庫の床に採

用されております。

. 施 工 特 約J吉

福 高 工 業 札 幌 ( 561) 3217

陽 光 建 設 仙 台 ( 22) 6278

東 京 ( 268) 4929

シ ェ ル 石 油 大 阪 発 売 所 東 京 ( 562) 4646

大 阪 ( 303) 7131

キ冨 i寝J ( 77)  1961 

名 建 商 会 名 古 屋 ( 261) 3671

ビ チ ュ メ ン 興 業 名 古 屋 ( 762) 1185

日 建 工 材 福 岡 ( 75) 7752

シェル石油土木建設部

東 京 都 千 代 田 区 霞 が 関 3 - 2  - 5  T E L( 58 0  ) 0111大 代表

己IJL眉i自

1  



帝 国 ホ テ ル 新 本 館 の 1000室に

大量採用された画期的な間仕切壁

KI L D壁の特徴

。遮音性大 。軽量 。防火性大 @ 仕上げ自 由

。配線配管自由 。施工簡単 。工期短縮

。変位対応性大

KI L D壁の遮音性能

遮 音 値 49デシベル ( コンクリー ト176哨厚相当 )

重 量 63kg/ m2  ( コンクリー ト400kg/m2)

K I L D壁の用途

。高層ホテル 。集合住宅( マンション ) @ 病 院

。会議室 。学校 などの間仕切壁 に 最適

* ご 一 報 次 第 カ タ ロ グ 進 呈 ・但 し 、 氏 名 、 住 所 、 勤 務 先 を 必 ず ご 明 記 下 さ い *

製造 - 販売 - 施工ホード製造

@三井素足化学( 株)

本 社 (〒 ω0) 東 京 "' 1 T 代 III 1><: 泌 が Ill ! Ｂｾが ｼ見 ｬ ピル

'; 1!. 話 (03) 581- 6111(大代)

支 庖 大 阪 名 古 W .  ff ，¥ 附 札 鋭

乾式軽量遮音間仕切壁

⑮R !!I J I : ' ; J 遮音粛' ード

こ の 「 丸 ツ バ メ 遮 音 ボ ー ド 」 は

建 設 省 防 火 材 料 認 定 品 で す。

( 12% ・15 % ) ・・ - 不 燃 材 料

( 認定No.l 0l l )  

( 9  % ) ー・・・ー・・ー ・・ 0 準 不:燃 材 料

( 認定No.2001 )  
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株式会社マ凶手凶

本 社 (〒 542) 大 阪 市 南 区 日 本 儒 筋 3 - 2  

.，Jl ifii (06) 632 - 1  1  5  1  (代)

東 京 営 損 所 (干 136) 東 京 都 江 東 区 亀 戸 2 - 3  - 17  

電話 (03) 682 - 3  2  4  1  (代)

名古屋出張所 (〒 460) 名古屋市 中区宮前町 4 - 16 東海主主料 ピル

電話 ( 052) 262- 6  7  7  1  (代)

福 岡 出 張 所 (〒 812) 福 岡 市博 多 駅 東 1 - 12- 26 岩 瀬 ピル

屯話 (092) 43- 4  3  5  6  

札 幌 駐 在 所 (干 060) 札 帆，1，北 三 条 束 5 - 5  宥{主ピル

i ll 祈 (0122) 26- 3  1  8  1  

'1 

2  



日 本 建 築 協 会会告一一一一一

4 実務に直結した建築工事別説明会( 第 2 回〉

「住宅の電気・ガス熱源によるセントラルヒーテイングについて」

説 明 要 旨

・ 「住宅における電気によるエアコンデイショニングについて」

m気を熱源とする暖房は従来から最も安易な方式として ，EE熱器によ

る所謂電気ストーブが一般化されており，安全で快適なものとして認識

されている。しかしながら ，巡転経費すなわち電熱として使用する場合

の治力料金が高くっき，電気ストーブとしての普及はいまーっというと

乙ろである。運転経費の軽減を目的として蓄熱式包気暖房器があるが，

原理的には電気ストープと変ると乙ろはない。

電気エネルギーを熱エネルギーに変換する長も合理的，かっ，有利な

方法として，ヒートポンプによる暖房方式がある。乙れは J レームクーラ

ーをそのまま逆に運転して暖房熱源として利用するもので周じ屯気的入

力に対して電熱器の場合の約 3 - 4 倍の発熱量があり，安価で快適な暖

房を行なう乙とができる乙とはもちろん ，閉じ機械で冷房にも使用する

乙とができ，新時代の冷暖房方式として理想的なものといえる。

ヒート ポンプの利点を十分に活用し，かっ ，安価な深夜間短カを利用

日

会

定

申

.. • 

したヒートポンプユニットが開発された今日 ，製品の紹介を兼ねて電気

による冷暖房の概要を説明いたします。

・ 「住宅のガス ・セントラルヒーティングについて」

独立 ・集合を含めて，住宅の機能は ，生活様式や環境の進歩 ・改善1<::.

つれて，大きく変りつつある。

ようやく日常生活 lζ とけ乙んできたセントラル ・ヒ ーテイングを取り

あげて，そのマーケットの性格や将来の展望，およびカe ス ・エネ J レギlζ

よるセントラ J レ・ヒーテイングの評価を ，いろいろの角度から試みてみ

fこb、。

・住宅におけるセントラル ・ヒーテインクの普及の見通し。

・パイロット・ハウスにおけるセントラ J レ・ヒーティン グ。

・東京 ・大阪のマンション lζ 設置の具体例。

・ガス ・セントラ J レ・ヒーテイングの評価( システム ，コストなど。)

・ガス器具の設置基準( とくに給排気 ・換気の商からみて。)

・ガス給湯器とシャワー。

一氏

郎氏

武氏

司氏

内

長

原

本

浩氏宅

0 閉会の挨拶

社団法人白木建築協会事業委員会幹事

4 サントリー本社ピル新築工事の見学会
4 泉北高速鉄道と泉北ニュータウンの開発

情況見学会

3月19日( 金) 15. ∞ ( 集会) →17.∞( 解散)

北区堂島浜通 2 丁目 渡辺橋北詰西側

サントリ一本社ピノレ正面玄関ホール ・目標会旗

( 見学時の連絡場所 ・同 ピJ レ内竹中工務庖作業所

T  E  L  344- 0288) 

日 時

集会場所

3  

建築概要

所 在 地 大 阪 市 北 区 蛍 島 浜 辺 2 丁目 2 ー i

建 築 主 サ ン ト リ ー 興 産 妹 式 会 社

2量 計 監 理 株 式 会 社 安 井 建 築 般 計 事 事 所

施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

敷地面積 1. 626.  454 n/ 

建築面積 1. 印6. 920n/ 

延床面積 14. 783.  943n/ 

構造規続 鉄骨鉄筋コンヲリート造 ・地下 2 階 ・地上 8 階 ・塔屋 2 階

高 さ パ ラ ペ ッ ト + 31. 0 0 m・培屋+ 40.6 0 m

深 さ 基 礎 下 端 ー 13. 0 5 m

外 装 コーテン鋼カーテンウオール

工 期 昭 和44年 7 月25- 昭和46年 3 月29固

定 員 50名

申 込 往復はがきに限ります。はがきは l 枚に l 名限りとし ，氏名

・勤務先および所在地 ・役職 ・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・

郵便番号を記入の上 3 月 7 日までに事業課へ。ただし定員を

超過したときは拍せん lζ て決定し，ご通知いたします。

日 時

集 合場所

行 程

16.15→ 17. ∞ 

50名

往復はがきに限ります。はがきは l 枚{ζ 1 ; 名限りとし ，氏名

・勤務先名および所在地 ・役職 ・連絡電話番号 ・返信宛名 ・

郵便番号を記入の上2 月22日までに事業課へ。ただし定員を

超過したときは，抽せん lζ て決定しご通知いたします。

わが国の一般住宅の場合，スト ーブなどによる個別暖房がいぜんとし

て支配的でありますが，多くの家庭では欧米なみの「セントラル ヒー テ

イング」により生活の合理化，快適化を望む声がいよいよ高まっており

ます。したがって乙れから新築しようという人の 7 割までが「セントラ

ルヒ ーテ イング」を希望しているとさえいわれております。乙のときに

当り本会々員である建築専門家の方々に実際にお役にたてていただくた

めに ，乙の説明会を催した次第であります。今回も第 1 図説明会と同じ

く安井建築設計事務所佐野社長殿にお願いして掲題についての有益なと

講話を拝聴し ，併せて，下記熱源供給の 2 大会社などの担当者から図

面，カタログによりテ ーマ について詳しく説明をしていただき，あとで

質疑応答をすることにしております。

時 3月 5 日( 金) 13.30→ 17 ∞ 

場 大阪市西区靭 1- 118 大阪科学技術センター 4 階401号室

員 加0名

込 Ｓ 月 Ｓ 日までに電話 ＨＲＳＱＭＹＶＴＰｾＩ で事業課へ。ただし定

員 lこ逮したときは申込期限前でも締切ります。

プログラム

O開 会 の 挨 拶 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 事 業 副 委 員 長 近 藤 義 雄 氏

。「住宅の包気 ・ガ「ス熱海; によるセントラ J レヒーテイングについて」

株 式 会 社 安 井 建 築 設 計 事 務 所 取 締 役 社 長 佐 野 正

0 説明題名 ・説明者

1. r住宅における電気によるエアコンデイショニングについて」

関西電力株式会社臨時社屋鐙設室付石村 合fi 氏

2. rm気による住宅用冷暖房機器について」

三菱電機株式会社大阪商品営業所技術専門係長敏

3. r住宅のガス ・セントラルヒーテイングについて」

大阪瓦斯株式会社営業開発部課長柿

同 上 係 長 山

大阪市では府下における人口の増加が依然として著ししますます住

宅難に拍車をかけている今日 ，強力な住宅政策をおし進められて，千里

丘陵の開発にひき続いて，泉北丘陵において，理想的な住宅環境を備え

た大規棋な宅地開発が実施 されております。今回大阪府企業局のど厚意

により ，同局調査室主幹，池上賢氏のご案内をうけて見学会を催す乙と

になりました。

3月 6 日( 土) 12.50 ( 集合) →17.∞( 解散)

大阪中央公会堂西哀 ・大阪観光パス 1 台 ・目標会旗

13 ∞ 中央公会堂西袈発

14.∞→15. 30 泉北ニュ ータウ ン者 ・見学

15. 45→16. ∞ 泉北高速鉄道電車，試運転乗車

( 泉ケ丘駅より中百舌鳥駅まで)

中百舌鳥駅発→国鉄天王寺駅着 ・解散

員

i d 

定

時

• ｾ＠

'  



一 一 一 一 日 本 建 築 鎗 会 会 告

4 近畿大学創立45年記念事業として完成し

た新建築の見学会

一本館・図書館・記念会館 (体育館) ・クラブセンター -

近畿大学は大正14年に創立された大阪専門学校と ，昭和 18年に併設さ

れた大阪理工科大学を母体として，戦後近畿大学として発足したが旧制

時代より通算して昨年がちょうど45周年! と当りました。その記念事業と

して計画された本館 ・図書館 ・体育館 ・クラブセンタ ーなどが立派に完

成して ，今や学園はまったく装いを新たにしました。今回大学当局のど

厚; 立により見学会を催すととになりました。見学会は都合で平日の午後

となりましたが，よい機会でありますのでせいぜいお繰り合せ定員50名

となりますまで，早い目にど参加申込を期待いたします。

日 時 3月10日 ( 水) 12.30 ( 集会) →17. ∞ (解散)

集会場所 大阪中央公会堂西哀 ・大阪観光パス( 大林組提供) ・目標会旗

( 見学時の連絡場所 ・東大阪市上小阪576

大林組近畿大学工事々務所 T E  L  06- 72トーOS ( 9)

行 程 12. 40 中央公会堂西裳発

13.30→15.30 近畿大学クラブセン ター ・体育館見学

15. 40→16. 30  11 本館 ・図書館見学

16. 30  近畿大学発. 17. 00 なんば着 ・解散

定 員 50名

申 込 往復はがきに限ります。はがきには 1 : 名限りとし ，氏名 ・勤

務先および所在地，役職 ，連絡電話番号，返信用宛名 ，郵便

番号を記入の上 2 月25日までに事業課へ，ただし定員を超過

したときは，抽せん lζ て決定し ，ど通知いたします。

建築概要

1. 本館・図書館

大学の中心機関である本; 郎と図書館を l 棟におさめた建物です。乙

の静と動の線をいかに構成するかが，プランにおける重要な課題であ

りましたが，学生関係事務部門，学生ホ ーJ レ，食堂などを 1 階と地階

lζ 配し ，本部と図書館を縦[ζ 区画する ζ とに より，図苔館としての静

のスペースを独立させております。外装はスクラ ッチタ イルを基調と

し，コ ンクリ ー卜 カーテンウオ ールを使用されたので建物に豊かな表

現をあたえております。

位 置 E巨大阪市小若江321

設 計 監 理 株 式 会 社 宮 家 建 築 事 務 所 ・近畿大学営繕課

施 工 妹 式 会 社 松 村 組

建策面積 2. 257. 15n! 

延床面積 18. 849. 79nf 

構造規筏 S R C造 ，地下 1F. 地上 8F. 塔屋 付

最高高さ 47. 00 m ( パ ラペッ ト 31. ∞m)

工 期 昭 和43年11月→昭和45年 9 月

2. 記念会館 〈体育館)

4  

当記念会館は大学の施設でありながら ，一般社会へ寄与する記念す

べき建物として設計されました。バレ ーコート 4 面，バスケッ トコ ー

ト3 函を確保できる 2.4∞nf の広い競技面. 7. ∞0人を収容できる観客

席，完備した各諸施設，そしてまたそれらをおおいつくすシ ェル構造

のスパン75m大架携が描き出す屋根の美しさ ，乙れら は近畿大学に新

しいイメ ージを吹き込むと同時 [ζ ，とれから の体育館建築に新しい提

案を打ち出しております。なお乙の建物は大学体育館として最大の規

模を誇っております。

位 置 東 大 阪 市 上 小 原562

鮫 計 監 理 株 式 会 社 安 井 建 築 設 計 事 務 所 ・近畿大学営繕課

施 工 株 式 会 社 大 林 組

建築面積 7. 644. 75n! 

延床面積 14. お6. 54nf

様造規模 R C造 ，大屋損 5 造

最高高さ 28. 30m ( 軒高 13. 25m)  

特殊訟傭空調1 9 : 備 ・放送設備

工 期 昭 和44年 12月→昭和46年 2 月

3.  クラブセンター

大学という教育の場において，学生同志の見識を広める ，親睦を図

る。さらに活動目的を推進 します。そう いっ た場としてのクラブセ ン

ターが設計されました。体育部，文化部の各クラブ室が，もっと も進

んだ施設をもっ練習場，道場さらに公認プール， グラン ド，日O人の

宿泊室を含めながら平面的にも立体的にも ダイナ ミック に配置さ れて

いるのは ，各所での コミュ ニケーションを期待されたものです。Eさら

にそれを象徴する集合場と中庭の空間構成は，各ク ラブの特殊性の上

K . 近畿大学クラブセンタ ーとしての独自の特色を有しております。

位 置 東 大 阪 市 上 小 阪576

設 計 監 理 株 式 会社 安井建築設計事務所 ・近畿大学営繕課

施 工 抹 式 会 社 大 林 組

建築面積 3. 762. 20nf 

延床面積 7. 913. 92nf  

構造規模 R C造 地 上 3F  ( 一部 2 F平家) .  ｾ昆付

最高高さ 15. 35m 

附属設備 プール( 鍋極製) 50 mx 20 m ( スタンド 800人収容〉

グランド 130m x  60m (7. 800nf) 

ヱ 期 昭和44年 8 月→昭和45年 6 月

4 創 立 記 念 日 の 集 い

一一記念講話・映画と祝賀パーティ ーー

来る 3月30日( 火〉は第54回創立記念日に当りますが，記念のため今

回は大阪市公国部長加藤一男氏をお招 きしてと講話をお願いすると とに

いたしました。同氏は「都市と緑J IC関し昭和41年5 月 1 日より 5 月22

日まで，欧州 12カ国，昭和45年 8 月22日より 9 月22日まで欧米11 カ国を

歴訪してつぶさに視察されました。

次に大阪市 ICおいては加藤部長の ど担当で，大阪城東側の広漠たる戦

禍の地IC市民のための大森林公園を企画され， 昨年見事完成 されまし

た。それにともない ，昨年10月27日西の丸公閣において，大阪城公園整

備完成式が盛大に挙行されま した。

乙の機会 lζ 「都市と緑」について，われわれに関係のある有益なと言葉

話を拝聴するととと 期待しております。

日 時 3月30日( 火) 14 ∞→16.30  

会 場 大阪市東区内本町橋詰町58

大阪 コクサイホテル〔屯話 941- 2661 ( 大代表) )  

( 地下鉄堺筋本町駅より徒歩 3 分)

行 事 1 . 講話と 映画会 ( 14. 00→15. 20) 於 2 階光琳東の間

講話「都市と緑」 大阪市公園部 長 加 藤 一 男氏

映画一一提供 ・大阪市

0 町を緑IC ( 大阪城森林公園〉第 2 部

16 ミリ カラ - 20分

以上パーティ {C出席されない方でもど来会を歓迎し ます。

2. 祝賀ノマーティ ( 15. 30→16.30) 於 2 階光琳の間

会費 2. 0∞円( 当日会場でいただきます。)

定 員 100名

申 込 はがきに限ります。パーティはもちろん，講話と 映画会にど

出席の方も ，氏名 ・勤務先 ・連絡包話番号をど記入の上 (連

記でも可) 3 月25日までに事業課へ。パーティのお申込の方

で欠席されても会費のご負担を願います。

本会元評議員 ・株式会社藤木工務庖取締役副社長伊丹久吉氏は

昭和45年11月 7 日に急逝されま した。
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m重など の役仙をお待ち して お' ) ます

第 ＲＰ 条の Ｓ の規定により、令第 ＲＰ 条の Ｒｾ 告 ｬ 項第

2 号または第 3 号に定める機械換気設備または

中央管理方式の空気調和設備のいずれかを設け

なければならず、それがための換気設備の任意

設置基準であります。令第 129条の 2 の 2 の第

l 項第 2 号規定によるものとしなければなりま

せん。 これらの規制趣旨については、環境衛生

上の観点から、不特定多数の人が密集するとこ

ろの居室の杢矧除態を一定の性状または環境に

保持するためのものと考えられます。

イ) 建築物の調理室、浴室、その他の室で、かま

ど、こんろ、その他火を使用する設備もしくは

器具を設けたものには、令第20条の 4 第 2 項に

定める換気設備を設けなければならないことに

なります。このことは、 !l 内に発生し替秘する

燃焼廃ガス、新鮮; 空気不足からの不完全燃焼ガ

ス、その他生成物などを排除し、中毒事故を防

改正建築基準法および同法施行令の 止する目白円規11，IJ されたものであります。 また

季節的、臨時的に置かれる場合において、規制l

建築設備関係について考える 趣旨を汲み取って設けるべきものと考えます。

なお、通称バランス釜等のように直接屋外か

1971年の年明けとともに、改正の建築基準法 ら空気を吸込み、かつ、廃ガス等を屋外に排出

および同法施行令か施行されるにいたりました することができる、このような類のもの、また

が、今回とくに改正された建築設備および避難 は床面積の合計が 100平方メ ー トル以下の住宅、

設備等について、その大筋を紹介し、遂次規定 または{ 主戸 ( 長屋および共同住宅等の一戸) に

条項等を掲げ、その規制趣旨について、与ーえて 設けられる調理室 ( 発熱訟の合計が毎時 l 万キ

いくこととします。最近の記憶に新しい、昨年 ロカロリ一以下の火を使用する設備、または器

12月に発生した水戸市のビル火災および年始め 具を設けたものに限る 。) で、当該調理室の床面

に発生した和歌山市の旅館火災等の例を初め、 村{ の10分の l で、かつ、 0. 8平方メートル以上の

近年、柏ついで発生した旅館、ホテル、府官官等 換気上有効な窓、その他の| 羽口面積を有する場

の火災による人身事故の実情よりかんがみて、 合は除外されることになります。 また設備およ

避難、消火および救助が円滑に行なえるよう、 び総具の発熱訟につい: ては、仕様銘板等により

新たに排煙設備、非常用の照明装笹および31メ 判断がつきますが、大体の目安として、ガスコ

ートルをこえる建築物に対する非常用の昇降機 ンロ ( 2 くち付) 1 台、家庭用瞬間湯沸器 1 台の

等の設置義務および技術的法準が設けられてい 合計で 9. 500キロカロリーぐらいであることを

ます。また、近年建築形態の上から 無窓建築 知っておかれるとよいでしょう。

物および無窓居室の出現が見受けられますが、 以上のことから、これら調理室、浴室等に使

それらは都市公害の騒音、排気ガスなどに対処 用する設備および器具等の純類の選定について

するためのものと、建築物の用途上からの機能 も十分考慮し、また 、住宅または住戸の調理rr室

的要求のものとのこつが考えられますが、それ

らの室内環境保全カ寸? なえるよう、新たに換気

設備の基準が設けられています。 次に改正され

た、主な事項を掲げながら規制趣旨を考えてい

くこととします。

I 換気設備

1  ) 法第28条第 2 項の規定について

R号室には、原則として居室の床面積の20分の

l 以上の面積を有するための窓およびその他の

|刻口苦11 を設けなければならないことになってい

ます。このことは室内の汚染された空気を外部

の新鮮空気と交換させるために当然必要とされ

ることでありますが、建築物の機能的および経済

的などの理由から、本文規定を満足させられな

いものについては、令第20条の 2 (換気設備の

技術的基準) に定める自然換気設備または機械

換気設備または中央管理方式の空気調和設備の

いずれかを設けなければなりません。なお中央

管理II 方式の空気調和設備以外の換気設備につい

ては、令第129条の 2 の 2 の規定によるものとし

なければなりません。

2) 法第28条第 3項の規定について

ア) 劇場、映画館、演芸場、観覧場、公会堂、

集会場等の特殊建築物の居室の換気設備は、令

の換気用の窓等の位置、大きさ関係についても

頭に入れて建築計画、設計を進めることが肝要

であろう。また、令第20条の 4 第 2 項の規定に

いう換気設備は、給気口を室の中間位置の高さ

に設け、排気口を天井等の位置に設けることに

なっていますが、これは燃焼廃ガスおよび生成

物の性質から、もっとも効果的な位置関係と考

えられます。

3  ) 令第20条の 2 ( 1 ) 規定について

ア) 自然換気設備における相| 気筒の有効断面積

の大きさは、 f号室の床而I ' ! 'tに比例し、給気口の

中心から排気筒の頂苦11の外気に開放される部分

の中心までの向きの平方般に反比例する次式、

A. =Ar/250 J τ ( m
2

) より考えて問題点は、高さ

h を極限大近くした場合に、排気筒断面積が極

小となるが、この点については、建設告示に下

限を定められることとなろう 。

イ) 機械換気設備における、有効換気立の次式、

v =  20Ar! N(m'  ! h) は居室の床而干!'1( Ar) に比例、

実況に応じた一 人当りの市有而桁 ( N ) に反比例

することとなりますが、定数の20は、当式分析

の結果、 一 人一時間当りの屋外新鮮杢気量と判

断して相違ないと考えられます。 問題点として

考えられるところは、実況に応じた一 人当りの

占有商fi'! の基準については、上限のみ定められ

ているだけで、なんら建物用途別による算定要

領が示されていないので、当分の問、これら運

用について経験的数値をもとに取扱うことにな

るでしょう 。

2. 排煙設備および非常用の照明装置

この恨拠法文は、法自ー¥35条( 特殊建築物等の

避難および消火に関する技術的基準) によると

ころによります。

今日、特定、不特定をとわず多数の人を収容

または密集するものとして供される建築物等の

初期火災に不可欠な排煙または避難、誘導のた

めの非常用の照明装置などの施設は、任意設託

されたもの以外は、これまで本法において、規

制する基準が設定されておらず、このため火災

11寺の避難において、煙にはばまれ、またはまか

れて逃げ場を失ない多数の人命を失なった過去

の実情をかんがみ、新たに、多数の人を収容ま

たは密集する特殊な用途に供する建築物、直接

地上| 渚に避難する ことが困難と考えられるもの

として| 渚数が三以上である建築物、消火、避難

において関口部を効果的に利用できないものと

して考えられる窓、その他関口音11 を有しない居

室を有する建築物、平面トーに拡大されていくも

ので避難経路または距離に問題がでてくるもの

として考えられる延べ而紛が、 1. 000平万メート

ルをこえる建築物等に対して、設置義務される

ものであります。また排煙設備の設世および技

術的基準の政令は、令第 126条の 2 および令第

ＱＲＶ 条の Ｓ にその規定があり、非常用の ｊｒｾ 明装置

の設置および技術的基準の政令は、令第 126条

の 4 および令第 126条の 5 にその規定がありま

すので、次に、主な事項のみを逐次掲げて考え

ていきたいと思います。

1  ) 排煙設備

令第 126条の 2 に設置義務の規定があります

が、その対象は、次に掲げる四つのグループの

建築物になります。

(  1  ) 法別表第一( い) 欄( ー) 項から( 問) l 1 i まで

の用途に供する特殊建築物で延べ商和が 500平

方メートルをこえるもの。

ア) 法別表第一( ー) 項から、劇場、映同館、演

芸場、観覧場、公会堂、集会場等、その他これ

らに類するもので政令で定めるもの。

イ) 法別表第一( 二) 項から、病院、ホテル、旅

館、下宿、共同住宅、寄宿舎、養老院、その他

これらに類するもので政令で定めるもの、これ

ら用途のうち耐火構造の床もしくは笠または甲

foT!1切火戸もし〈は乙純防火戸で区固された部分

で、その床面紛が 100平方メートノレ以内のもの

は除かれます。

ウ) 法別表第一( 三 ) 項から、学校、体育館、そ

の他これらに類するもので政令で定めるもの、

これら用途のうち学校教育法に該当する学校、

体育館は除かれます。

エ) 法別表第一( 四) 項から、百貨席、? ーケ ゾ

ト、展示場、キャバレー、カフェ一、ナイトク

ラブ、パ一、舞跨場、遊技場、その他これらに

ｾｩ するもので政令で定めるもの。

(  2  ) 階数が三 以上で延べ而h・1が 500平方メー

トルをこえる建築物。ただし; 建築物の高さ 31メ

ートル以下の部分にある唐家で床而般 100平方

メー トル以内ごとに、間仕切壁、天井面から 50

5  



センチメートル以上下方に突出した霊れ砲、そ

の他これらと同等以上に煙の流動を妨げる効力

のあるも ので不燃材料で造り、またはおおわれ

たものによって区画されたも の ( 以下「防煙喰」

という ) は除か れます。 このことは立面的にお

く伸 びる建築物を対象に考えられていますが、

しかし消防ハシゴ車等の行動可能範囲内にある

ｬＮＧｾさの建築物は、最悪状態を仮恕しても消火、

または救助柄動が可能と考えられるも ので、 か

つ、初期火災時の拡煙防止折註として一定床而

新ごとに防煙壁で区画されておれば、緩和して

もよいという思想であろう 。

( 3  Ｉ 令第 ＱＱＶ 条の Ｒ 第 ｬ 項第 Ｒ 号にいう、 ｉｬｾｊ

波できる部分( ( 天井または天升か ら下方80セ ン

チメ ート ル以内の距離にある部分をいう 。) の而

献の令計が、当該居室の床面秘の50分 の l 以上

の窓、その他の関口昔日を有しない居室。

このことは、笑際に排煙効果の期待できない

窓およびその他の関口部を持つ形態の建築物を

避難施設の商から規制しようとするものと考え

られます。

(  4 ) 延べ商品Yが 1，000平方メート J レをこえる

建築物の屑室で、そ の床面積が 200平方メート

J レをこえるもの。

平面上に拡大する規模の建築物で避難上の問

題が予想されるものが対象とな っているものと

考えられます。 ただし建築物の日さ 31メー トル

以下の部分にある居室で床而;fl'l 100平方メート

ル以内ごとに防煙壁で区画されたものは除かれ

ます。 このことは前に述べた理由により除かれ

ているものと考えられます。

以上のほか、階段の部分、昇降機の昇降路 の

昔11分、ダストシュート、ダクトおよびパイプス

ペー ス部分等が非対象部分となります。 また、

機械製作工場、不燃性物品を保管する倉服害事の

建築物て・主要構造昔日が不燃材で造られたも の等

が、火災発生率の観点から非対象建築物として

扱われているものと考えます。

さらに、建築物が関口部めない耐火構造の床

もしくは壁で区画されたものは、その区画部分

は別の建築物または煙感知器と連動して自動的

に閉鎖する桃迭の甲積防火戸もしくは乙椛防火

戸で区画されたものは、その区画部分は別の建

築物として取扱われます。 なお煙感知器の設置

に関しては、区画に使用する当該防火戸のそれ

ぞれ両11111 の位置に取付けなければならないこと

と考えられます。

このほか排煙設備の技術的悲準は、令第 126

条の 3 に定められていますが、排煙口の取付f l ¥J

摘、高さ、および大きさ、または排煙機の答品

および予備電源等については、当該規定にもと

づいて設置しなければならないことは勿論のこ

とでありますが、とくに、通常室内の換気に使

用される JiIl. ill を排煙用の風道として使用できな

いかについて経済的および風道ス ペー スの紛; 小

の観点から起因する問題と考え られますが、原

則として認め られないものであろう。

しかし当該規定の規制趣旨から判断して、選

択切換用ダンパ一等が中央管理室で円滑に遠隔

操作でき、かつ、排煙が効果的に行なわれるも

のであればよいものと考えられます。この場令

すべての j孔道を排煙用にすることは無理であろ

う。 とくに| 坊火区画、防火袋等を 1' t 通する風道

6  

については防火ダンパーの位置関係によって難

しいものと考えられます。

2) 非常用の照明装置

設置義務の建築物については、令第 126 条の

4 にその規定がありますが、さきの排煙設備の

設置義務の建築物とほぼ同様で、次の四つのグ

ループの建築物の居室および居室から地上に通

ずる廊下、階段、その他の通路 ( 採光上有効に

直接外気に開放された通路を除< 0) ならびに当

該建築物の部分で通常照明装置を必要とすると

ころなどが対象になっています。 なお前文のか

つて舎の非対象部分については、緩和主旨から

判断して階段等についても、同様の取扱いがで

きるものと考えられます。

(  1  ) 法別表第一( い) 欄 ( 一) 項から ( 四) 項まで

に掲げられる用途に供する特殊建築物の居室。

(  2  ) 階数が三以上て'延べ面積が 500 平方メー

トl レをこえる建築物の居室。

(  3  ) 令第 116 条の 2 ml :rtl第 l 号にいう而杭

( 令第20条第 I 項または m 2 項の規定によ って

計算した採光に有効な部分の商税に限る 。) の合

計が当該居室の床面積の20分の l 以上の窓、そ

の他の関口昔日を有しない屑室。

( 4  ) 延 べ面積が 1，000平方メート /レを こえる

建築物の居室。

このほか非対象となる建築物または建築物の

部分については、次の三つ があります。

( ア) 、 l 戸建の住宅または長屋もしくは共同住宅

の住戸。

( イ)、 病院の居室、下宿の布泊室または寄宿舎の

寝室、その他これらに類する居室。

( ウ) 、学校または体育館。

これらはすべ て、特定の人唱の居室で、日常

避難誘導の順路を周知しているものと考えられ

るもので、かつ廊下および通路までの避難距離

が近いことなどが不安の理由であろう 。

非常用の照明装置の技術的基準は、令第 126

条の 5 に規定されています。

とくに、照明は、直接! 照明のため反射笠およ

び壁埋込式の天ＺｊＺｉニ反射，ｾｾ ｾ 手を ｩ ［ｦｩ用できませ ん。

また、非常用照明の場令は、ほとんどが点光源、

と考えられますので法線照度 ( 入射する光束に

直角な面上の照度) および水平照度 ( 水平面上

の! 照度) を次の式にて求めなければならないで

しょう 。

照度 ( Iux ) =光度 ( cd) / ( 距離 (m)) 2  

(E o  = J / d
2

)o E h =E ocos  8  

この式において、 。は鉛直前に対する入射角。

E oは法線ffil. 度。E h は水平 ｉＡ ｾｊ Ｎ変 。

また、予備' l l Li原装置については自家発電機の

給定方式によるほか1;¥-n用の照明暑器具に内蔵さ

れたフロート充' ; ' I ! : 式の電池が使用できるものと

考え られます。

3. 非常用の昇降機

非常用の昇降機の設世義務の線拠法文は、法

第34条第 2 墳によるが、向き 31 メートルをこえ

る建築物には非常用の昇険機を設けなければな

らないとなっており、その立法趣旨は、超高層

建築の火災に対する消火および避難を円滑に行

なわせしめるためのものと考えられます。

また、非対象建築物については、令第 129 粂

の13の 2 ( 非常用の昇降機の設置を婆しない建

築物) の 第 l 号から第 4 号までに規定されてい

る。 それらは、すべて、高き 31メートルをこえ

る部分が、その用途によるものまたは床而殺の

合計が、ある規模以下のものまたは階数が四以

下で主要構造部を耐火構造としたもので部分区

画されているものまたは不燃性を扱う機械製作

工場およひ・倉庫等てe 主要構造苦11が不燃材で造ら

れたものが設置不要となります。この思想は、

高さ 31 メートルをこえる規桜の建築物は、消火

および避難施設等が完備されていると判断でき

るものであり、 31メートル線上をこえる階段室、

昇降機機械室等の非居室または延べ而績の割合

から見てわずかの床面積をこえるものまたは火

災発生率の少ない用途に供する建築物などで、

その立法趣旨から逸脱しないものが設置不要の

対象となっているものと考えられます。 また任

意設置した建築物に対しては、令第 126 条の 6

に規定する非常用の進入口を設けなくてもよい

ことになります。

1  ) ( 非常用の昇降機の設置および構造) 令第 129

条の13の 3 について

(  1  ) 非常用エレベーターの数は、次式による 。

n  =  1  + ( A - l ，500) / 3，000。

" は設置数。 A は高さ 31 メート J レをこえる部

分 の 床面布切 ぜ 最大の階の床商干 ｾｬ ( 平方メート

J レ) となります。

この ことは、 A = 1，5∞平方メートル以下の

場令は、 1 基。1，500平方メ ートルをこえ 4，500

平方メートル以下の場合は、 2 tJi
o  

4，500平方メ

ートルをこえ 7，5∞平方メートル以下の場合は、

3 基となります。また対象床面積が故大の階の

床面積となっているのは、火災の出火は一 つの

階に限定して考えられたためであろう 。

(  2  ) 乗降ロビーについて

乗降ロビーの床面積は、非常用エレベーター

1 基につき 10平方メートル以上取らなければな

りません。 このため、エレベーターのコアが大

きくなり、建築設計において鎮の痛い問題であ

ろうと忠われます。しかし特別避難階段の附室

との共用が可能となりますのでこの点+ 分考慮

されればある程度解消されるものと考えられます。

なお一般用エレベーターの釆降ロビーとの共

用は、規制趣旨に反するものであり認められな

いであろう。ほかに屋内消火栓、連結送水管の

放水口等の消火設備を設置できるものとするこ

との規定がありますが、あくまでも壁面狭小防

止を考えて規制されたものであります。

(  3  ) 非常用エレベーターのかごおよびその出

入口の寸法等については、建設大臣の指定する

日本工業規格によるものとなっておりますが、

当該規i僚の改正に手間どるため 、当分の問、か

ご若手の大きさは次のとおりとなります。かごは、

その内部の幅 180 センチメートル、奥行き 150

セ ンチメートル、高さ 230 センチメートル、な

らびに出入 口の幅100センチメートル、高さ 210

センチメート/ レです。昇降E各の設計に当つては

この，1;1): 管ti ますることが肝要であろう 。

以上、今回の改正においての設備関係をかい

つまんで述べさせていただきましたが、このほ

か運用上において純々雑多な問題がでてくるも

のと予想されますが、それらについて、その者目

度考えていきたいと思います。

( 大阪府建築部建築指漕課構造設備係 島岡克己)
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読者の頁

日 新 建 大 阪 設 立 総 会 ー

大 阪 で い ち 早 〈 新 発 足 一

司、

新建築家技術者集団大阪支部の設立総会が、

去る 12月15目、大阪府職員会館で行なわれま し

た。参集者61名。 すでに設立された全国組織に

したがって、新建の各地域準備会が、正式に支

部設立をしようとする動きのなかで、いち早〈、

大阪が設立総会を開いたことは、今までの新建

築家集団 ( N A C ) の実績とその全面的移行の協

力があったとはいえ、建築技術者として住みよ

い空間をどうっくり、自分たちのいろいろの技

術婆求をどう解決していくかという積極的要求

がみなぎっていたということです。さらにこの

新建大阪の誕生は、全国の建築技術者はもとよ

り、全国各府県の支部結成に大きな刺戟になる

と思われます。設立記念講演として、京大助教授

三村浩史氏の r70年代の建築家、技術者のあり

方」の示唆にとんだ話がありました。

以下に 「設立宣言」 を掲載します。

新建築家技術者集団大阪支部設立総会宣言

去る 12月6 日、全国各地の建築家・技術者が

参集して「新建築家技術者集団」が設立された。

「新建」の設立趣旨に賛同した大阪の建築家、

技術者は、 「新建築家技術者集団大阪支部」を

設立すべ〈ここに参集した。

「新建」の基調報告は、建築家 ・技術者をと

りまくさまざまな問題を指摘し、きわめて具体

的な行動提起をおこなっている 。

大阪の建築家 ・技術者は全国のなかでも東京

についで多〈、われわれは多くの問題をかかえ

ている 。 また大阪の「公害」問題、都市問題は、

全国各都市のなかで一段と深刻な事態をむかえ

ている 。都市再開発は、ことしの「ガス爆発事

故」に象徴されるように、いろいろな問題をか

かえながら、地区住民を追い出し、経済優先の

企業ベースで急ピッチにすすめられている 。 そ

して現在、都市も住宅地 もあらゆる生活空間の

建設が「居間ディベ ロッパー」の手にゆだねら

れようとしている。

「高度経済成長」 政策のもとに、必然的にひ

きおこされたこのような諸問題は 70年代に入っ

てますます深刻化する 一方、住民運動が急速に

つよまり、建築技術者など専門家の協力を切実

に望んでいる。また建築技術者の孤立化 ・分断

化現象がすすむなかで、これをはねかえす強力

な連動が全国各地でおこっている。

ここに参集し たわれわれは、住民としっかり

手をむすび、民主的 な諸国体 の連動と述幣を深

めつつ、建築本来の姿をとりもどし、大阪の建

築、日本の建築を発展 させるために、ここに「新

建築家技術者集団大阪支部」を設立することを

宣言する。 1970年 12月15 日

新建設立総会風景( 東京)

日 新 建 築 家 技 術 者 集 団 設 立一 一住 み よ い 環 境 の 建 設 を め ざ し て一 一

全国で建設に参加し生産に従事している建築

家 ・技術者が注目し関心を持っていた 「新建築

家技術者集団」の設立総会が、 1970年 12月6 日

東京赤坂の都道府県会館において開催されまし

た。総会には約 140名が参加し、民主的な運営

にもとづく長時間の討議がなされ、地方からの

代表42名の真にこのよR団に期待する発言が特に

注目されました。

採択された設立総会宣言は次のように宣言し

ています。

「 新 建 築 家 技 術 者 集 団 」 設 立 総 会 宣 言

「高度経済成長」政策のもとで大きく成長し

た建設業は、 70年代に入って更に大規模な都市

再開発をす、め、住宅産業ブームをつくり出し、

建築、建設はますます経済第一主義一一企業ペ

ースですすめられている。

建築家 ・技術者は、多量の仕事をかかえさせ

られる一方、孤立化分断化現象がす、み、広い

視野をもてなくなっている 。

「公害」問題 ・都市問題は、いまや大きな社

会問題となり、都市や環境を安全で住みよく笠

かにするために、多くの住民運動が全国各地 で

おこり、建築技術者など専門家の協力を切実に

のぞんでいる。

一方、 1970年代に入り建築運動は新たな胎動

をはじめた。全国各地で、建築技術者が、さま

ざまな組織を自主的に生み出し発展させ、強力

な全国組織を擁立する主体的力量は急速に強ま

った。

いくたの準備をかさね、全国各地から参集し

たわれわれは、本日こ、に「新建築家技術者集

団」の設立を宣言する 。

人聞のための新しい有用性を創造し、人間環

境のより良い修正をめざすという建築本来の姿

をとりもどし、その自由で総合的な発展をのぞ

むことは、心あるすべての建築家 ・技術者の一

致したねがいである。全国の建築家 ・建築関連

技術者が、交流を深め、現代建築のた J しいあ

り方をさぐり、技術をすべての人々の生活に役

立てるよう其脅 ｉｊ に努力し、 社 会 的 ｾ任を来すこ

とは、いまや急務である。

戦前、戦後の民主的な建築運動の伝統をただ

しく受けつぎ発展させ、建築技術者の生活と権

利を守り、日本の建築を発展させるために力強

い歩みをはじめよう。

全国の建築家、技術者諸君、「新建築家技術者

集団」に結集しよう。 1970年12月6 日

i i 言に もられた内容は文化関係の諸団体及各

政党そして民主団体、労働組合など広範な各階

層分野から祝鮮として期待され、要望されまし

たし、数H寺問にわたる熱心な参会者の討議によ

って深められた結晶であるといえましょう。

建築家 ・技術者はどんな職場で働き、いかな

る悩みや身につまされた体験を持っているか、

各地域、各都市、各戦場で集 っているｾ同やサ

- ' 1 1レをはじめ 、独 1) で何とか しようと懸命に

なっている参加者の発言は、今までに建築運動

の経験を持ちその苦労を 身に つけ、今では建築

家 ・自I j 作家として社会に大き く貢献している諸

先輩の心をゆり動かしたといえましょ う。

設立総会 l立、設立の準備過程と各地の柄1 J i1J と

意見を総括した基調報告を採択し、規約を決定

しそれにともなう財政報告を承認しました。

設立総会は設立宣言を採択したのち、 M 山城よ

。J 新幹事団約30名を選出し、成功慢に総会を終

了しました。

その後東京在住の参加者は東京へ集って米た

地方の参加者を招待し、懇親するため パーティ

を聞きました。 r新建」の発展を祈り、共に手

をとりあって建築文化の創造につとめ、盟かな

国土を建設するためにふんとうすることを習い

あったことは言うまでもありません。

新連事務局次長 蓬 偽 亨

7  
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言語電名

社

社

社

社

社

社

社

会

会

会

会

会

会

会

式

式

式

式

式

式

式

株

株

株

株

株

築

業

業

業

業

株

株

エ

エ

エ

エ

鋼

業

材

4

4

9省

A

1

4

4

」

4

4

4

キ

キ

キ

キ

キ

工

法

抽

陸

間

程

建

加

盟

問

躍

和

信

央

京

本

井

崎

協

三

中

東

日

三

宮

ヰ士

A  

コロz
地 区 別

2毎

1也

東

清 水 興 業 株 式 会 社

東 洋 建 材 株 式 会 社

棚 田 建 材 有 限 会 社

中 村 涯 背 工 業 株 式 会 社

日 新 工 材 株 式 会 社

有 限 会 社 ミ サ キ 商 会

フ タ パ 興 業 株 式 会 社

マ サ J レ涯背工業( 株) 大阪営業所

マ ル エ ス 工 業 株 式 会 社

日 新 建 工 ( 株 ) 大 阪 出 張 所

B 本 線 合 防 水 株 式 会 社 大 阪 支 庖

区

近

1也

悶

広

広

字

式 会 社 三 洋 技 辺

中 国 防 水 工 業 株 式 会 社

盤 永 建 材 株 式 会 社

大 手 口 工 業 ( 株 ) 広 島 出 張 所

株 式 会 社 巴 商 会

区

中

園

地

区

高 松 5 1- 6811代

高 知 83- 7328- 9

徳 島 54- 4161 代

今 治 2 - 5000代

松 山 31 - 6261 代

福 岡 28- 5207- 9

鹿 児 島 23- 9395- 6

北 九 州 38- 1468 - 9

宮 崎 24ー 1625

福 岡 74- 6665代

延 岡 3- 2455- 9

大 三 工 業 株 式 会 社

大 三 工 換 ( 株 ) 高 知 支 庖

徳 島 大 三 工 業 株 式 会 社

株 式 会 社 マ ル マ ス 河 野 商 庖

株 式 会 社 山 本 商 会

四

園

地

区

安 藤 工 事 株 式 会 社

株 式 会 社 北 原 建 材 商 会

株 式 会 社 工 材 社

株 式 会 社 大 ニ 商 会

日 建 エ 材 株 式 会 社

日 新 興 業 株 式 会 社

清 水 45- 2221 代

筆 僑 45- 8211 代

名 古 屋 761 - 6181 代

名 古 屋 411 - 662 1

名 古 屋571 - 5541 - 4  

静 岡 85- 9 151 - 3

名 古 屋 331 - 1531 代

大 阪 372- 0250- 3

京 都 361 - 917 1

神 戸 22- 9182代

神 戸 34- 5884

大 阪 541 - 3785- 6

日歌山 22- 3922 

阪 385- 2781 代

阪 303- 0241 代

阪 458 - 4 841 - 3

阪 541 ー 1607- 8

阪 329- 1023代

守守 2- 51551-'e 

山 23- 11 81 代

島 6 1- 6371 - 3  

島 71 - 4687

部 21 - 0760

畿

九

州

地

区

宮古

幌 2 3 1ー 7511 代

幌 2 2 1- 5015

台

1..>. 

Cコ

京 842 - 1 43 1代

京 802- 387 1代

京 363- 4341 代

京 634- 0821 代

京 433ー 1961

京 883- 3 131 代

東 京 803- 2411 代

東 京 403- 0171 代

東 京 444- 3 531 代

東 京 263- 4861 代

東 京 941 - 0271

東 京 634- 0 161 代

東 京 362- 5697代

東 京 551 - 2676

東 京 842- 6 3 11 代

東 京 802- 4751 代

東 京 86 1- 2706- 8

宇 都 宮 2 2 - 9737 

高 崎 22- 3301 - 3

埼 玉 31 ー 1225- 7

宇 都 宮 33- 7697 

新 潟 45- 225 1代

水 戸 41 - 5 141 代

福 井

高 岡

高 岡

金 沢

日 本 ス レ ー ト 株 式 会 社

日 新 法 工 ( 株 ) 札 幌 出 張 所

信 栄 工 事 ( 株 ) 仙 台 出 張 所

日 新 盤 工 付 制 仙 台 支 庖

伊 藤 建 材 株 式 会 社

春 日 工 業 株 式 会 社

金 岡 工 業 株 式 会 社

木 下 工 業 株 式 会 社

協 立 工 業 株 式 会 社

東 ス レ ー ト 株 式 会 社

日 新 建 工 株 式 会 社

日 本 綜 合 防 水 株 式 会 社

聖 子 ロ エ 材 株 式 会 社

損 害 田 工 業 株 式 会 社

藤 井 工 業 株 式 会 社

富 士 工 材 株 式 会 社

藤 涯 背 興 業 株 式 会 社

北 条 渥 青 工 業 株 式 会 社

マ サ ル 涯 青 工 業 株 式 会 社

大 和 工 業 株 式 会 社

涯 背 建 材 株 式 会 社

涯 背 建 材 け 朱 ) 宇 都 宮 出 張 所

石 田 建 材 工 業 株 式 会 社

石 田 主 主 材 工 業 ( 株 ) 大 宮 支 広

石 田 建 材 工 業 付*l 宇 都 宮 出 張 所

間 帯 日 建 業 株 式 会 社

株 式 会 社 奈 良 屋 商 庖

石 偽 建 材 株 式 会 社

有 限 会 社 折 橋 政 次 郎 商 l苫

有 限 会 社 小 島 工 業 所

島 屋 建 設 株 式 会 社

2 3 - 1735  

25- 5431 代

電

キL

キL

イ山

仙

名キ土会地 区 別

北 海 道

地 区

東

i也

1ヒ

区

関

東

1也

23- 0 7 7 5  

22- 0999 

23- 0391 

42- 515 1  

区

北

陸

地

区

日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 業 協 同 組 合

点 京 船 足 立 区 干 往 来 2 - 21 - 28 日新工業株式 会 社 内 電 話 (882) 2424 ( 代)

関東支部 東京都足立区千住東2- 21- 28 日新工業株式会社内 電，1古 (882) 2424 ( 代)

関西支部 大阪市東淀川区端光通り 4- 30-2 11 新工車株式会社大阪主席内電結 (329)7737(太代)

九州支部稲岡市大手門 1- 6 日新工業株式会社九州出強所内 電話 (74) 3  4  6  1  

. 建設省東計第 240 号認可

.  
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官

建 築 と 社 会

-
ス園 田 園 圃

ユ

ニュー ス原稿をお送 リください.

. 共同集合住宅の集塵方式について

住宅公団では団地 のごみ処理II と集盛アプロ一

千等の設計上の取扱いについて、今後以下の通

りの方針で望むことにな った。

1 . 中層住宅の集塵方式

ごみの収集はごみ誼場を団地内に設ける 。 こ

の場合、入居者は住戸か らごみ誼場まで各自ご

みの搬出を行い、地方公共団体が当該ごみ出場

からごみを収集するよう計画する 。 また地方公

共団体がダスト・コンテナ一方式を採用する場

合はその方式による 。

2  ごみ置場の設置基準

イ) ごみ置場は厨芥、雑芥および不燃性雑芥の

置場ならびに大型廃棄物置場に分け、前者は 80

戸に 1 ヵ所、後者は 300戸に 1 ヵ所程度の寄りで

設ける 。

ロ) 厨雑芥設場は、住宅の階段室の出入口か ら

100 m以内で、原則として補助道路以上の車道を

機断することなく到達できる位置に設ける。

ハ) 厨芥、雑芥の容積算定はあわせて 3 t  / 人・

日とし最低4 日分を収容できること 。不 燃 性 雑

芥については、ガラスおよび空かん類の各々に

ついて容器を設け、各々の容量は 150 t 程度とす

る。大型廃棄物置場は 8m
3

程度とし床および側

壁を設ける 。

3 . 焼却炉について

ごみのうち可燃物を団地内で焼却するため の

設備として焼却炉を次のとおり設ける 。

厨雑芥混合収集の場合は 500戸に 1 ヵ所程度、

厨芥のみの収集の場合は 100戸に 1 ヵ所程度設

ける 。 ( 以下略)

この方針によればこれまでの、なじみ深い団地

のダスト・シュートは以後姿を消す。 団地15年

の歴史の中で生活様式の変化に伴い生活廃楽物

の量と質も大きく変り、ポリエチレン等化学製

品や電気製品等大型廃棄物の処理は社会的に 一

種の公害問題として現われている 。 処理技術や

処理施設は今日の生活の変化や技術革新に常に

後手である 。

今回の措置はこうした情勢に対応しながらも

一方、団地住宅の生活利便と団地計画の一 つの

大きな転換であるといえる 。 前者に限 っていえ

ばごみの種類分けという合理化の側面を見せつ

つも、入居者にとっては一 々1 階まで運び下す

という不便となる 。 ごみ収集の答量と方式につ

いては、最近とみに公共団体との聞で問題とな

るところであるが、ここで‘ 共同集合住宅だか

らとい って特別のサービスはできなしげとい っ

た論はまったく公共サービス の本末を無視した

論であると恩われるし、、ごみ の内容が変り 、シ

ュートそのものが機能しな くなった。として単純

に取止めるのも共同集合住宅の由縁を無視した

論である。個建住宅と巡って共同集合住宅は住

棟単位または団地全体として常に共向性の意味

を発揮した 利便機能を采さねばならないからで

ある。

今回、人口集中と土地問題に伴う高密居住の

要求から団地住棟はますます高層 ・高 ' $f じしつ

つある 。 5階建中層を基本とした団地の長: 鋭は

11階建高層住棟によ って姿を変え、市街地住宅

団地では今や 15階 ・20階が実現しつつあるa

しかしながら、コルヴュ ジェの 7 1レセイユ ・ユ

ご み 処 理

収納 スペー ス

冷 暖 房

せんた〈 物

乾燥場

情 報 受 信

コミュ ニティ 施設

ニテの複機能住居線以来、共同集合住宅の理念

は進歩どころか、そのレベルに到達していない

ようにみえる 。 生活が変化し生活環境が後次化

している中で、それに対応した住戸ユニ ッ トと

住棟の高度な生活利便と機能性を開発してゆく

姿勢が必要であると思われる 。

同様に集塵アプロ ー チの計 画 ・設計条件の変

化に伴う団地屋外空間の構成のあり方も大きな

論議の対象となろう 。

備 考

生 活 ｬ 発楽物 公ｾ

処理箱設の不 足

ｾｉｉｉｉ の申と り

コ ス ト ダ ウ ン

美 観 的 保 持

プ ラ イ パ y ーの

磁 保

コミュニケーシ

ヨン的場

- コンクリート破砕薬による鉄筋コンクリート構造物破壊試験

日本建築総合試験所に設註した万国博建築物

研究会( 委員長 鷲尾健三 ) で、このたび万国博

会場内建築物の一部に下記の実験を実施された。

都 市の再開発または旧建築物の改造などに伴 う、

市街地における解体工事が. l f I 加し、騒音、振動

などの公害問題の解決は、急、を望書する課題とな

っているが、取扱いが安全で、述絞する騒音、

振動が少ないコ ン7
'
) ー ト破砕薬が開発された

ので、万国博パ ピリオン の解体工事の一昔11に利

用して、破壊実験が行なわれたもの。

実験に使用された破砕薬は旭化成( 商品名旭 l

号) 、日本化薬( 商品名 S L B- N型) 、日首建材

( 仮称 C - E )で、前二者は市販品、 C. E は新規

開発品である 。

総 括 指 導 阪 大 奥 島 正一教 授

第 1実 験

実施場所 ソ連館 レストラ ン棟

実施日時 1970年 12月16 日 13時 30分

試験項目 l  

3  音圧; 羽測H即則lリ定 4.振 動i測l目問川!I刊lリl定

騒音( ホン )1伽d也点

t量動 ( 14 .5mJ也点)

Aι v  水 平 H

地

l  C . E  93 10μ  6 μ  

中

2  S L B - N  98 5μ  4μ 

1;1" 

J) 

3  !t!l - 1  88 3 μ  3 μ  

4  C . E .  96  199al  18ga l  

階

5  S  L  B  - N  93 70gal 65gal  
1;1" 

6  旭 - 1 90 36gal 199a l  

第 一 実 験 騒 音 ・ 振 動 測 定 結 果

第 2 実験

実施場所 アメリカ館

実施日時 1970年 12月17 日 13時30分

試験項目 1. 破砕効果の判 定 2. 飛散状況の

観察

第 3 実験

実 施 場 所 富 士 グルー プ本 館

実施日時 1970年 12月17 日 14時 30分

試験項目 第 l 笑験 に同 じ

第一実験現場結果

9  



ここにも|生きている

正］ロ ｾｦ 陥嵐

屋 根 と 室 内 に ビ ニ ロ イ ド 防 水 を 施 工 し た 霞 ヶ 関 ピ ル

ど ん な 地 域 で も ど ん な 構 造 の 建 物 を つ く っ て

も 完 全 な 防 水 が で き た ら 一 一 一 そ れ を 実 用 化 し て

す で に 250 万 m
2

の地 工 実 績 を 示 し て いる の が

〈ビニロイド 2 号〉 です

防 水 下 地 に キ レ ツ が で き て も 破 れ ず 寒 冷 地 の

冬 に も 丈 夫 で ど ん な 場 所 に 使 っ て も 腐 り ま せ

ん そ れ は 弊 社 が 合 成 繊 維 に よ る 不 織 布 の独 特

な 方 法 で 加 工 し た 技 術 の 成 果 で す 霞 ヶ 関

ビルにも ビ ニ ロ イ ド 2 号 に よ る |りj 水 工 事 を ご

採 用 い た だ き ま し た

10 

営 業 品 目

. ビ ニ ロ イ ド 防 水 工 事 . ア ス フ ア ル ト 防 水 工 事

・ 三 星 ソ フ ト ン タ イ ル 貼 工 事 . 保 祖 ・保 冷 工 事

. 三 星 プ ラスオ ー ル ・ 三 星 コ ー キ ン 版 売 ・工 事

. シ ポ レ ッ ク ス 工 事

マ

三 星 産 業 株 式 会 社

見工京 高11 千代 m区 完 本田f 3 - 11 - 13  

T E し<866>027 1- 6 ・6121- 9  

ru Ｇ［ｉ ｾ 所 Ｏ 札 眺 Ｈ ＷＲ Ｉ ＶＰＳ Ｑ fLIL 台<21>5366 ー 7 名 占 屋 <94 1>3751  

<97 1>4574 大 阪 <443>9721  - 3  侃 l;I¥j <76 >  2076<75 >0298 
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- 難波富士止現地説明会聞かれる 。

難波宮祉の発掘調査は、現在第37次発焔; 凋盆に

進 んでいるが、そ の説明会が昨年12月19日午後

l 時半より 、東区の農林会館で開かれた。 最初

山恨徳太郎博士より、難波宮右上発掘調f Eの経過

や保存問題について説明があ った。

また rt !.(!， j)' 治氏( 大阪市立博物館学長諜伎術吏

f i ) 、l立木本次郎氏( 大阪r I ' i 立大学教奴) より今回

の白('; 37次調査について の説明後、現地見学が行

主われた。市民約 150*，が集 1) 、熱心に説明に

聞きい った。 なおこのほど、これまでの研究の

成来を 1 冊の本にまとめ、発売される 。

「鍛波宮祉の研究 j ( 英文訳付き) 幾波宮枇顕彰

会 ・大阪市立大学富祉研究室発行。定価 3，000

問。購入時l し入みは大阪市教育委長会へ。

宮祉保存を訴える山根1尊士 (82才)

• r張力構造および立体骨組に関

する国際シンポジウム」の開催

および論文募集

1  A  S  S および日本建築学会の主催による下記

の国際シンポジウムに関し、発表論文 を募集 し

ている 。

会議名 1 A  S  S 太平洋シンポ ジウム第 II ifl l  

「張力構造および立体骨組」

I ASS Pac ifi c  Symposi um- Paγt II 

on TENSI ON S T RUCT URE S  

and S PACE  F R AME S  

主 Illi I ASS (Int er na ti ona 1  Assoc ia tion 

for Shel l  St ructures ，国際 シェ J レ榊

造学会) 、日本建築学会

後 援 . 文部省、建設省、日本学術振興会

会 期 昭 和46年 10月17日- 10月23日

会場および主題 .

10月18、19臼東京、主題はTENSI O

S T RUCT URE S  *  

10月21、22日京都、主題は S PACE F RAME S  

* 注- ーTENSI ON S T RUCT URE S は吊り段

般、吊り床、ケープ J レネ y ト、空気脱、 テン ト、

逆型シェ J レ等の諸構造を含む。

論文 Ｔｊｾ 要綱その他については下記 へ ＱＺＺＱ 介わせ

(1) :こと 。

**1111中央区銀座3丁目 2の 19 T  E  L  535-6511 

日本法築学会 I A S S :/ ンポジウム組織委只会

- サクラ建産欄創業 10周年祝賀会挙行

日本建築協会会員、サクラ控i f E 株式会社( 岩下

明正社長) は、創業10周年を記念して 111，年 11 月

21 日、北区富田町、大東方において祝賀会を行

ない、波宮11圭吾氏ほか約60名が出席、社業の主主

々発泌を祈って盛会館! に終了した。

11"1111111111"' """"""""' "' """"""""' ""' " ，""""""""""""" " """""""""""""，"""""，"""""""" """" ""， 

・昭和45年度中部建築賞入賞作品決定

昭和45年度の中古11佳築賞受賞作品が、中部建築

設協議会より発表された。 この11は、中部地域

の 地域社会の発展に ｩｾ 献したと認められる優秀

作品に与えられるもので、愛知、石川、岐阜、

滋氏、静岡、富山、長野、福井、 三震の各県の

昭和 ＴＵｾ 手度中部建築賞入賞作品 Ｈ順位不同Ｉ

① 日本住宅公団名古屋支所 江南団地中心施設

設計 R I A縫築総合研究所名古屋支所

施工 K. K 大 林 組 名 古 屋 支 庖

告》志摩マリンランド・水族館海洋館

設計 K. K. 大阪池築事務所

地 工 清 水 建 設 K. K .名古屋支応

笹漫田市立図書館

設計合資会社' i ' f μ 設計室

施 工 矢 作 建 設 工 業 K. K

@ 富士市斤舎

設計 K. K .f主総武夫設計事務所

l必工 K .K .竹中工務庖静岡営業所

⑤ 全 電 通 労 働 学 校 「 団 結の家」

設計 K. K. 日本総合建築事務所

施工共立，建設 K .K.

笹湾口多市斤舎

設計 K .K.三橋池築設計事務所名古屋事務所

施 工 西 松 建 設 K .K 中古11支庖

軍号電塑

昭和42年 4 月 1 日から昭和45年 3 月31 日までに

竣工した建物を対象とする 。応募作品76.si . 、そ

のうち入賞作品が12点、入選作品が15点選ばれ

た。 ( 入選作品は省略)

⑦ ソニー稲沢 カラーブラウン管工場

設計 K . K .竹中工務庖

施工 K. K .竹中工務底

@ 富山県立図書館

設計 f; ; i 辿築設計事務所

施 工 佐 総 工 業 K . K .富山支府

⑨ よしのや依緑圏

設計 中島雄築設計事務所

施 工 大 成 建 設 K. K 金沢営業所

⑩ 愛 知 県 立 芸 術 大 学 奏 楽 堂

設計 東京芸術大学建築科教室

地工大成主I l ; 設 K . K 名古屋支r ，t :

O中部電力一宮営業所

設計 K. K. 伊藤建築設計事務所

地 工 治 水 池 設 K . K . 名古屋支庖

⑫珪砂会館

設 計 中 日 設 計 K. K.

施工日- * 建設 K . K .

11 
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す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

-
-

軽 量

比 重 0. 5

コ ン ク リ ー ト 託 の 豆 ー;lI

断 熱

而す*

法 定 耐 火材 料

。

I!J 

⑨ P O R Eぎ〉

ダイキン工事提 ( 株 )滋 賀 工 場

設 計 株 式 会 社 日 建 設 計

施 工 (株 ) 大 林 組 、 鹿 島 建 設 ( 株 )

( 株 )竹 中 工 務J吉 J V  

使 用 場 所 ヤ ヰ ・カ ベ

@ シ ポ レ ツ ク ス は 工 場 、 住 宅 か ら 超 高 層 ビ ル ま で あ ら ゆ る 建 物 の 屋 根 ・ 床 ・ 壁 ・ 間 仕 切 ・

耐 火 被 覆 に 使 用 さ れ ま す が 次 の 建 物 に は 特 に 最 適 で す 。

1  工 J! ;J j短 納 を 要 す る す べ て の 挫 物

2  空 調 を 要 す る 工 場 ・介 hl 1 事務所住宅等

3  鉄骨大張t : !dの 工 場 ・体 育 館 等

4  ＡＱＱ を孟化を要する百五 ｊｦ 弘主築物・軟弱地ｾｾ定 の佳物

5  鉄 骨 耐 火 梢 泣 の 位 牧l

，ＮＮポレ ＱｉＯＧＷｾ 販売株式会社
社 ・ 東 京 支 1苫 東 京 都 千 代 田 区 神 田 司 町 2 - 6  (平沼ピノレ)

言 舌 東 京 ( 256 ) 代 表 3 4 5 1  

大 阪 支 l苫 大 阪 市 西 区 立 売 掘 北 通 1 - 90 ( 第 三 富 士 ビ J レ)

電 話 大 阪 ( 538 ) 代 表 o 5  2  1  

名 古 屋 支 l苫 名 古 屋 市 中 村 区 広 小 路 西 通 3 - 2  ( 大 商 ピ ル )

電 話 名 古 屋 ( 581 ) 代 表 7 4 2 1  



ロ 写 真 と 概l > > ! をどしどしお送り ください。

…… 
凡例 a 所 荘 地 b 建 築 部Hl c  延 而 般 d 構造規総 e 工 却i

622.  小 原 流 芸 術 参 考 館 I 623. 西 神 文 化 セ ン タ ー I 624.  東 京 銀 行 大 阪 支 底

設計 : 東京 工 業 大 学 清 家 研 究 室

施 工 : K K 明 和 工 務 庖

a  神戸市東擁区住吉町九車ヶ坂1846町35

b .  277 .30m'  

c .  674. 90m'  

d .  R  C  造、 B 1 、 3 F

e  昭 和43年 2 月- H目拘45年 5 月

設計 K K 安 井 建 築 設 計 事 務 所

砲工。 K K 間 組

a  .  神戸市垂水区伊川桂洞和字怖凹 1056

b .  1，431m'  

c  .  6，589m'  

d.  R  C 造 一 部 5 造、 B l. 4F 、P H

e.  IIB有144年 8 月~昭和45年 9 月

625.  里 子 洲 電 留 線 電 車 区 派 出 所 I 626.  和 歌 山 県 民 文 化 会 館

設 計 ー日 本 固 有 鉄 道

施工・ 大 日 本 土 木 K K

a  . 滋 賀 県 野 洲 町i 野 洲 町 桜 生

b .  316 .31m'  

c .  1，249. 32m'  

d .  R  C 泣 、 4 F  

e  II{{ 布144年 8 月~昭和45年 2 月

. 設計 : K K 富松建築設計事務所

縮 工 。K K 熊 谷 組

a  和 歌 山 市 小 松 原 通 り 1 丁目

b.  5，659. 544m'  

c.  15，922. 709m'  

d .  S  R  C 造、 B 1 、6 F 、P H 3

e  .  1昭和43年 12月一 l昭和45年 11月

設計 ・村野 ・ 森 遺 築 事 務 所

施 工 : K K 竹 中 工 務 庖

i 大阪市東区北浜 5 丁目 5 番地

b .  2，145.62m'  

c  .  13，844 . 15m'  

d .  S  R  C 造 、B L  7 F 、P H 5

e  . 昭和43年 9 月~昭和45年 5 月

627 .  京王観光掛レイクサイドガーデン

設 計 。石 井 春 雄 建 築 事 務 所

施 工 . f高 村 建 設 工 業 K K

a  山梨県南都留加山 中湖村平野

b.  856. l m'  

c  .  797 伽n'

d.  S 造一 部W造、 1 F  

e  昭 和45年 3 月- 1昭和45年 7 月

628 朝日生命保険相互会社和歌山支社橋本営業所 I  629.  愛 知 県 警 察 本 部 庁 舎 I  630.  金 鶏 殿

設3-1 ・大 日 本 土 木 K K

B車工・ 大 日 本 土 木 K K

a  和 歌 山 県 締 本 市 市 脇 106- 3

b.  ｉ ｾＮｾ Ｇ＠

c .  416 .9m'  

d.  R  C 造、 3 F 、 P H l

e  昭 和45年 4 月~昭和45年 8 月

設計 : 愛 知 県 建 築 部 営 繕 課

村 田 政 真 建 築 設 計 事 務 所

施 工 鹿 島 建 設 K K

a  名古屋市中区三の丸2丁目 l番l号

b .  2，573. 0I m'  

c.  32，605. 72m'  

d .  S  R  C 造、 B 3.  9  F 、P H 2

e  . 昭 和43年 7 月~昭和45年 7 月

設計 加 藤 建 築 事 務 所

地 工 松 井 建 設 K K 大 阪支庖

a.  京田市東山区寺院野[m/ 轟町商熊野柄上

b.  375. 98 m'  

c .  1，190. 535m'  

d.  R  C 造、 B L  3  F  

e  .  11目布145年 6 月ー昭和45年 II 月



14 

洗顔・化粧・はみがき用具がきちんと納まります

東 問 機 器 株 式 会 社

旧社名 東洋陶器株式会社

大阪市東区高麗僑 5 の32 〒 541

(06)  - 203 - 5701  

E 佐粧キャピ本v ト

Y  3503 誠出形・円形

￥7，600 意匠憲録出願中

直径582X厚さ 120mm

色 ・ア イ ボ リ ー ホ ワ イ ト

Y  3502 戚出形・角形

￥6， 600 意匠登録出願中

515X565X 135mm 

色 ・ア イ ボ リ ー ホ ワ イ 卜

※ 浴室での使用はお避けください



クラスメー卜

69 (名古屋高等工業学校 昭和 16年卒〕

右 より ( 倣 林 時)

藤 森 正 之 ( 大阪市住宅供給公社)

福 田 雅 人 ( 阪 急 エ ン ジ ニ ヤ リ ン グ)

鈴 木 俊 男 ( 竹中工務Jj)i)

近 藤 九 郎 ( 藤木工務桁)

磯 部 実 (大阪ハウジングサービス )

東 洋 ホ テ ル に て 昭事146年 1 月 11 目

ーともかく学生時代は何不自由なく青春を謡歌し、真善美の追究に情熱を燃した仲間違である。

卒業後一年足らずで太平洋戦争に巻き込まれ、満州、中国あるいは南方の島々へつわものと

して召され、砲煙弾雨の洗礼を受けた。その聞にも水平線の朝日、地平線の夕陽の美に打た

れ、 一方、肉体的鍛練を受けある意味において視野を広げた還しい人聞ができたように，思わ

れる 。戦死、戦病した友、約半数あり。このようなつどいの席で『あいつはおもろかったの

にな一』と顔を見合せ、昔のあくたれ仲間気分が愁えって話しがはずんでくる。大阪勢では

本日欠席の日建上回恒太郎君が自他共に許した秀オ 肌で、数々の作品を手がけている。さら

にぐんと伸びてほしい〔人間的にも〕と願っている。 藤森君 は大阪市住宅供給会社の原動力

となって大事業に打込んでいる。いわゆる役人臭きの全然ない親分である。さんしょは小粒

でぴりっと辛い。 福田君 は学生時代より悟りを聞いた和尚のような存在であり、分らないこ

とはみな相談にいき快答を得て今日に到っている。 小 生など未だこのような会合の相談か

ら仕事の相談まで、まず電話するのは福田君である。繊細な線を引き、美しい色を出す芸術

家でもある。 鈴木君 は卒業後さらに早稲田大学に学び、 竹中工務庖に入り環境衛生の権威で

あり、若い人の良き指導者である。学生時代、タイの留学生とよく間違えられ、本人もその

風貌と色の黒いことは認めている。ユーモアに富んだ良き友である。 近藤君 、旧姓足利九郎、

サラブレ ッドである九郎なるがゆえに近藤氏を継ぐことになったと思う 。快男児の一言につ

きる。月を仰いで歌い、花を見て奏でる、清流に糸を垂れカンパスに色す。 トランペ ッ トの

特技 の持主である。接すれば接するほど人間的温かみを感ずる人である 。礎部君 、生臭坊主

で 、 大 柄 の 割 り に 神 経 細 か い 所 あ り 。 良 き 友 の 間 を 往 来 し て 今 日 に 到 る 。 ( 磯 部 記 )
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防水層の保護と軽量、断熱に

共 栄 の ，¥0ーヲイトコ= - タリート (歩行…水也)

共栄， マーラ イトコ ンクリー ト ｐｃ Ｍ ｄ 工法掠朋 の 京都工 ｬｾ 級車 ｩ 長大マ

( 設，l j - 教 育 施 設 研 究 所 、地 工 K K 大 休 制1)

PC- D工法

作 業 が ー 工 程 省 け 工 期 の 短 縮 と

コ ス ト が 安 く な る 合 理 化 工 法

- 防 水 層 の tljl えに使用し仕上モノレタルの要らない金ゴテー

パ ッ 仕 上 工 法

・デ ッ キ プ レ ー ト の 軽 量化 や 露出 |功 水 下 地 、 ま た は 貼 物 下

地 にナラシモルタルの聖書らない金ゴテーパ ツ 仕 上 工 法

畳 下地 の 省 力 化 と 塩 ビ 系 タ イ ル 下 地 の 防 湿 、 防 温 、 軽 量化 、 断 熱 ( 結 露 防 止 ) に

共栄の，芯ーヲイトモルタル

ｊｾ 栄｟，ーライトモルタル ｐｍ Ｍ ｃ Ｈ ￲Ｇｨ Ａｬｩタタ ミ下 ｊ 也Ｉｴ， ｗｉ

の住友泌 工 酉 仏社 宅 ( 設J 十地工 K K竹 中 工 務 '1" )

P M- C工法
- タ タ ミ 下 地 の 床 組 ( 大 工 仕 事 ) が 全 く 要 ら な い の で工 期

短 縮 と コ ス ト が 安 く な る

・床 組 し な い の で 建 物 の ボ リ ュ ー ム の 節 約 が て' きる

・無 機 質 100% 絶 対 耐 火 そ れ に 多 孔 性 材 料 の た め l汲 温 、 逃

音に i¥[・れている

・ 独 立 気 泡の 共 栄 パ ー ラ イトと 防 水 液 を 使 用 し た 完 全 防

水 パ ー ラ イ ト モ ル タ ル で あ る た め 、 湿 気 を 全 〈 透 き な い

比 重 ・ 断 熱 共 木 材 並 1 3  

( 比重0. 85kg/ t 、 熱 伝 導 率 o. 14kcal  / mhc)  

遂 に 出 た ・ ・・ ベ ニ ヤ 仮 枠 コ ン ク リ ー ト 下 地 の か ベ 、 天 井 のー パ ツ 吹 付 仕 上 工 法

本方 If・'L. X キS4

化 粧 、 吸音 、防 湿 、 断 熱 ( 結 露 防 止 ) と 多 目 的 用 に

- ベ ニ ヤ 仮 粋 コ ン ク リ ー ト 下 地 ( 天 井 及 び か べ ) に 直 接 吹

付 し て 剥 維 の 心 配 が な い

・かべ面は金ゴテ押え すれば栄治ｲＺｾタイプの表面強度のあ

るソフトでデラ y クスなムードである( ネオ〆マーノレスキ

ンの特徴)

・ー 工 程 で 仕 上 る の で工 期 の 短 縮 と コ ス ト が 安 く な る

・下 地 は ボ ー ド 類 、 鉄 板 類 、 石 料i板、モルタ J レなど何 んで

もよい

- 棋 単 色 20色と特思IJ色 もできる

ネオ パールス キンを ベ ニヤ仮枠コンクリ ー ト下地内天井

( 吹 紋 し) ".1: ( 金ゴテ 1'1' え 仕 上 )t.Mll の西宮トラ ピスト修道 院

( 設計 村野威主 ｬｬｾ 高事務所、地工 K K 竹 中 工 務 応 )

φ  
共栄パーライト販売株式会社

大阪市東区森之宮酉の町 4 ｔｅｌ 代表 ･ｯ＾＾ｾ Ｑ￨ｊ
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. 材 料 の 二 重 価 格

よく J7 え る と 理 に 合 わ ぬ こ と で あ る の に 慣 れ て し ま う と 余 リ 公 に な ら な い ・J;;: 柄 は 世 の 中 に 数 多 く あ る 。

迎 築 材 料 の二 重 価 絡 も そ の 昔11類 に 属 す る 。 材料業者からまn設 業 者 に 渡 る 実 際の単 価 と 、 設 計 者 に 知 ら

さ れ る い わ ゆ る 設 計 単 価 と の こ と で あ る 。 あ る 穫 の 材 料 に つ い て は メ ー カ 一 同 志 の 競 争 が 激 し い た め

に 起 こ る ダ ン ピ ン グ 価 格 的 な も の も あ る か も 知 れ な い が 、 一 般 に 設 計 単 価 は 実 際の 単 価 よ り 2 、 3 i
1

nl

以上正Eい と 知 ら さ れ て い る 。 しかも表向きは建設業者の. J ，. ' . f l ' 1件 で も そ の 設 計 単 価 が 利 用 さ れ て い る 。

ま こ と に 設 計 者 に 対 す る こ れ ほ ど の 侮 辱 は な い わ け だ が 案 外 余 り 気 に さ れ て い な い と こ ろ に 問 題 が あ

り そ う だ。 物 を買 うH寺 の う ま み は な け れ ば な ら な い。 挫 築 界 に 未 だ 似 を は っ て い る 旧 弊 のー っ と い え

ば そ れ ま で だ が 、 これほど合理性を要求される世の中で公然と↑ 1 ' [ 行されていることは余りほめられた

こ と で は な い と 思 う の だ が。 昨 年 来 や か ま し く 論 議 さ れ て い る 従 気 製 品 の二 重 価 格 問 題 と は 柳 か 趣 を

呉 に し て い る と い う も の の 、 建 築 界 の 前 近 代 性 は こ の 辺 か ら 合 理 化 さ れ て 近 代 企 業 の お 仲 間 入 り が で

き る よ う に 努 力 し な け れ ば な ら な い の で は な い だ ろ う か. ( F  )  

. 温 泉 ホ テ ル の 火 災 と 都 市 の 災 害

あ る 温 泉 事 テ ル の 深 夜 発 生 し た 火 災 て ¥ 拾 数 名 の 答 が 其 処 か ら こ う逃 げ れ ば 助 か っ て い た の に と 忠 わ

れ る よ う な 場 所 ま で 辿 り つ い て い な が ら 、 一 箇 所 に 祈 り lli な っ て 死 ん で い た . 安 心 し て 限 っ て い て 深

夜 叩 き 起 こ さ れ 、 炎やi ¥Yi に ま か れ 迷 路 の よ う な 甘lt 泉ホテノレをイi i l :在 住 し た ら し い 死 亡 者 に 涙 を 祭 じ 仰

ない。しかしながら 、 これは大きい教却 Ｑ Ｑ をもつものである 。 ｮ Ｍ ｾＵｾ ホテルを過密大都市に、各Ｚを告 ＱＱＱ 有生

活 者 に 也 き 換 え る と 、 明 日 起 き る か も 知 れ な い 災 こ&1時 に お け る 私 述 自 身 の 姿でもありが} るからである 。

都 市 防 災 に つ い て は 各 方 面 か ら 検 討 さ れ 、 そ の一 昔11は 防 災 街 区 な ど と して 実 施 さ れ て い る も の の 、 過

密 大 都 市 に 破 壊 的 大 地 震 が 襲 っ た ら と い う 想 定 の も と で は 惣 観 的 に な ら ざ る を 得 な い. 主主物や街区が

防 火 、 而it 浪 的 に な っ て い る 速 度 と そ の 量 に 比 し 、 大 火 災 発 生 の 要 因 の 増 加 速 度 と そ の 最 が圧 倒 的 に 大

き い こ と や 、 災 害 時 の 道 路 交 通 の 蘇 痩 に よ る 混 乱 と 、 地 下 街 を 含 め 都 心 部の迷 路 化 がパ ニ y ク 時 に 詳

楽 に 与 え る 心 理 的 議 長 轡 が 災 害 に 輸 を か け る で あ ろ う こ と な ど は 特 に 忘 れ て は な ら な い. 建 物 は 倒 れ な

か っ た 、 焼 け な か っ た 、 し か し 人 々 は 死 ん だ で は 済 ま さ れ な い 。 は じ め の 温 泉 ホ テ ル 火 災 で も 建 物 は

残っていた。 ( G )

- 浄 瑠 璃 寺

年も ｾｉ ｉＧ し迫った Ｍ ｩＺｪを、久し振りに浄瑠鳩寺を訪ねて見た Ｎ {:同j の い か に も回 合 ら し い 村 道 を 外 れ て 注

入る寺までのところに、! 註 i l I t ，必らしいものや新 しい 茶 庖 が 蕪 雑 にでき て お り、寺 む土 塀を塗り符え、

三 重 の 塔 の 丹 を 新 し く し て い た 。 そ し て 私 は あ あ 、 こ こ も も う昔 の的 け さ を 失 い つ つ あ る か と 嘆 か な

い わ け に は ゆ か な か っ た 。

そ れ で も 寺 に 這 入 っ て 、紫 朴 な あ の 池 と 阿 弥 陀 堂 と を 見 た 時 は 、 や は り 救 わ れ る 思 い が し た 。 この 九

体 寺 の 良 さ な ど 、 文 化 財 と し て の 価 値 の 外 、 一 つ に は 余 り 人 々 に 知 ら れ て な か っ た こ と に も あ っ た の

υ そ

で あ り 、 建 築 史 を 学 ん だ 我 々 の 窃 か な 、 そ して 仲 間 と し て の符 び で も あ っ た の で あ る 。 勿 論 そ ん な 感

情 は 我 々 の エ ゴ イ ズ ム で あ り 、 そ ん な 感 傷 は 世 間 に 対 し て ilfi f H するものではない 。

し か し 文 化 財 が 国 民 の 多 く の 人 に 愛 さ れ る こ と と 、 そ の 良 さ を 維 持 し て ゆ く 'J'; は 、 米 し て 両 立 しない

こ と な の で あ ろ う か。 寺 を 出 て 岩 船 寺 ま で の i草の ふとした[ 日合寄託の; r j Jl I に、雨天が亦い美 しい:たを 凡

せ て い た 。

迫 り つ つ あ る 観 光の 波 の 中 か ら、 文 化 財の 良 さ を 静 け さ を 泌 り つ づ け る 方 法 は な い も の だ ろ う か と 、

美 加 の 阪 の大 線 引 で 忙 しい 村 却 を 見 な が ら帰 絡 を 急 い だ。 1¥1)

. 無 事 故 を 願 っ て

人ブJ '11や n転車がr ' l l!i1JJ II に、荷馬J . ! I がトラックに、ダンプカ ー に と 、 め ま ぐ る し 〈 進 歩 し て ま い リ ま

した 。 ス ピ ー ド 化 さ れ る 、 半 が ふ え る 、 こ れ に 正 比 例 し て 交 i凶 事 故 が ふ え る テ レ ビ や 箭聞 で 交通・l長

放が報道されるたびにＢ旬が痛みます 。 何とか交 ｩｬｦｩ￫ ｾ［ 放を ＱＡＱ ，ｾ く した いと恩、‘ますＮ Ｇ ｊ ｾ ￱Ｇ ｌ の原因はいろ い

ろありましょうが、ノレールの無視と無型な運転が多いようです 。能 ｬ ｾ 給の ｉ￯ ι あリましょう またい

そがないと ｮ ｬ ｬ に合わないときもありましょうが、 ｉ ｾ ｉ 動車を ￯ｩｬｬ 転中 は、専心、ルールを 守り、無Ｚｦｬ｛しな

い よ う に し て い た だ き た い と 思 い ま す。

川

H

り

よ

リ

ダ ン プ カ ー や ト ラ ッ ク の 運 転 は 、 建 設 に な く て は な ら な い重 要 な お 仕 ' J ; ; : で、日本 の 党 展 に 大 い に 寄 与

す る 誇 り あ る お 仕 'J'; ですが、J . ! I 体も大きいだけに 一 つ 間 違 え. 立 大 'J} を 引 き 起 し ます。 悪 くす れ ば 命 に

か か わ り ま す。 他 人 に も 迷 f誌 を 掛 け ま す。 ひ と し お f干の折 z る こ とと は 思 L 、ま す が 、 身 の ため、i ! t の

た め 、 安 全 運 転 に 精 進 し て く だ さ し 、。 仕 事 に 誇 りを持 『 て . 栄しく 運 転 し て くだ さ い。 そ こ に 安 全 性

も 生 ま れ ま す。

もう 一 つ 重 要 な 無 事 故 の も と が あ り ま す. そ 11. :二初です 家 縫 の 和 、 職 場 の 和 、 人 と 人 の 和 で す。 サ

は 、夫 の 門 出 に は 姿 が 火 打 石 を 打 っ て身を 清 め た ι の で す. 今 ど き 火 打 石 で も あ り ま せ ん が 、 そ の う1

持 ち は ほ し い も の と 思 い ま す。 笑 顔に送ら札、 笑阪 で 帰 る . 運 転 l立、 ル ー ル 極楽 、 無 理I也事技。 ( Y )

ハ

川

り

ま

で

卜

M

山

内

氏

で

判

中

t
〕

- 先月号訂正 ベ ス トセ ラー r l.)! 築何回t
J

? - 民主寧的問 1行目的 r Ｕ 年以 ｬ 二 ｊ は Ｇ Ｑ Ｕ 年以 ｉ ＭＮ ｊ の ｾ ｾ I} ですのてっT I I: しま「
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お母さんのお腹にいたときのように快適

な、 l暖かくて清潔な新生児室一ー なんの

抵抗力ももたない、生まれたての赤ちゃ

んには、環境の調整がとりわけ大切です。

病院の空調 、衛生設備を 、なが年てがけ

てきた 三晃は、今までに、いく百万、い

〈千万の赤ちゃんに最初の空気を送 って

きました。人はみな、初声をあげた瞬間か

ら、空気との長いおつきあいを始めます。

病院ばかりでなく 、あなたのオフィス、

工場、学校 ・ーなどで 、清潔で適温の空気

による、快適な環境づくりは、健康の礎 /

三晃は、公害時代の環境調整に大きな使

命をになっています。

・25年間空調技術の歴史を誇る株式会社

ニ晃商会がその名も 〈三晃空調〉と社名

をあらためました 。

空気調和・衛生設備・設計施工

。 間 三 晃 空 調

本 社 ・本庖 大 阪 市 北 区 高 田 町16 'flL363- 1371 

兵庫県立子供病院

赤ちゃんが

生まれて初めて呼吸する地上の空気/

三晃がおくります。

支庖 東京都行畑区神田'JI) II IiJZ- 1電292-1751・広島市紙屋町卜22電47-4535'福岡市大名町 l丁目8-ぼ電76-3795 出聾所名古屋・富山・福井・松江・京都・神戸瓦制大阪市北区本幡町34-2電313- 1846



理 受 と 社 会

都市エネルギと無公害化ビル
問 問 。1. 522

会 告 実務に直結した建築工事別説明会( 第 2 回) i 住宅の電気 ・ガス熱源K よるセ

ントラJ レヒ ーテインタについて」 ・泉北高速鉄道と泉北ニュータウンの開発情

況見学会 ・サン トリ一本社ビソレ新築工事の見学会 ・近畿大学創立45年記念事業

として完成した新建築の見学会一本館，図書館，記念館( 体育館) ，クラブセン

ター・ 創立記念日の集いー記念講話，映画と祝賀パーティ ー ・・・・・・・ ・…一… … 3・

法令コーナー 42. 改正建築基準法および同法施行令の建築設備関係について

・… … … 大阪府建築部建築指導課 島岡克己… 5  

読 者 の 頁 新建大阪設立総会一大阪でいち早く新発足 ・新建築家技術者集団設立

一住みよい環境の建設を目ざして一( 蓮仏亨) ……・・…・……………・ー… T  

建築と社会ニュース 共同集合住宅の集塵方式について ・コンクリート破砕薬による鉄

筋コンクリ ー ト構造物破壊試験 ・難波宮祉現地説明会聞かれる ・昭和

45年度中部建築: n : 入賞作品決定 ・その他 ・・ ・… … … ・・ ・ー… … … ・・… …・・・ 9'  

スケッチブック 最近竣工した新建築 9 点 CNo. 622- 630) … … ・- ・… ・・・ー …. . ……… 1 3  

クラスメート 69. 名古屋高等工業学校 昭和16年卒……・ -… … ……………・・・……… …… … 1 5'-

( 藤森正之 ・福田雅人 ・鈴木俊男 ・近藤九郎 ・磁部実〉

建 築 の 眼 福田朝生( 材料の二重価絡) 発天義久( 温泉ホテ J レの火災と都市災害〉

宮脇和正( 浄瑠璃寺〉安田誠一〈無事故を願って〉… … … … ・・・……・ー… 17

海 外 写 真 ソ速の街と人 2 ・・…… … … … … … … … … … … … 写 真 と 文 ・ 松 井 昭 光 … 2 1'

作 品 作 風 亀岡会館 ・亀岡市中央公民館- 設計 K K山本 ・西原建築設計事務所… 2 2

施工 K K 松 村 組

臨南寺会館 …………ー・……・・・・・・ 設計施工; 大 成 建 設 K K… 2 6  

枚方寝屋川商工会議所会館 .. .… 設計 K K 安 井 建 築 設 計 事 務 所 … 3 &

施工 K K 大 林 組

特集 = 都 市 エ ネ ル ギ と 無 公 害 化 ビ ル

回総 論

エネノレギーと公害 … ・… … リ・・ ・… … ……………・・・ー……一一 音 田 正巳 ... 3 4

建築環境と無公害化ビル… ・. . ……………・… ・… … … … … 田中良太郎… 36

図各 論

大阪市におけるビル暖房規制とブノレ ースカイ 2 号計画 … … …. . . . 一巾野 道雄一 3 9

都市エネ J レギと公害・・…・………. . ・……・・・ ・・…・ ー・・・・ …・ ・・・・・…山田 鉄男 … 4 3

無公害化への方策… … . . ・… … … … … … … … … ー… … ー… 一一一 中原 信生… 4 8

単一エネルギ利用( ガス) の冷暖房 ………………・ー…………ー・ ・河野 元昭 .. . 5 3

技 術 の 頁 102. 設 備 部 門 省 力 化 ビ J レ ー. . . ・・……………・・ 中 山 勝 豊… 5 9

日本万国博跡地開発計画 14. C最終回) ……………………・・・… … T E A M B A R K… 63 

戦後の建築運動史 7 V  社会と建築のつながり (2ト- …… ・……ー・・・・…… N A  C … 6 7  

月 報 日本建築協会月間の動き( 昭和45年12月分〉 … … … 一 ... … … … ・… … 7 0

編 集 人 松 井 昭 光

印 刷 昭 和 46 年 2 月 20 日

発 行 昭 和 46 年 2 月 25 日

発 行 人 福 中 定 三 郎

発 行 所 ( 社) 日本建築協 会

大阪市東区北浜 3 - 3 7

電 大 阪 231 - 9  6 4 8  

振替口座大阪 3 9 9 7 5

印刷者 網 野 栄

印刷所( 株) 研 文 社

大阪市北区堂山町 66

電 大 阪 361 ー 2 0 9 1

売 価 1 部 3 0 0円・ 送料共

表紙デザイン: 禽級デザイン小委員会 岳山元清重

19 



K Brf Tl K UT OS麗昼区且1 No. 2 V ol . 弘 F ebruary 1971 

( Ar chi l ec l ur e a n d  Soci el y)  

A  J ournal  of  "The Archi tectural  Associ ati on 01 pゆω "

Cover desi gn:  K.  Yamamot o 

Edi  t or :  Aki mi tsu Mat sui  

Publ i sher :  Tei saburo  F t<kunaka 

Publ i shed by  

T h e  Ar chi t ect ur al  As s oci at i on  of  ] apan‘  

37， 3- chome， Ki t ahama， Hi gashi -ku， Osaka， J apan・

Pr i ce:  single copy ρYl ce ￥300 

CONT E NT S  

Co1umn f or L a ws  &  Or di nanc es  about  Ar chi t ect ur e .. . . .… ……- ー・ー・…・・ … … … …  …  5  

Co1umn f or Reader s  …  …ー ・……・・・…・ー……………… …  .............. …  -・… ・ー …・ ……・……… 7  

Ne ws  f or Ar chi t ect ur e and Soci et y  . . . ……………一 一. . . ..・・………一…一………・・…・… 9  

Col umn of  Ne w Bui l di ngs  ・・・…ー・ー・・ー 一……………………………・一一ー ……- …・・・ 1 3

Cl ass- mat es …._-・ H ・-… ー…ー ・ー ... … … … 一一- … ー… … …- ・… … … … … … … … … … ー…ー … 1 5

Es s ayes  C" Kent i ku no Me " )  一一一 一一・…・・…一………ー -ーーー ー・ー・・ー ……. . . . . . . . ……… 1 7  

Phot ogr aph: Town and peopl e of  U. S.s.R-... . . . . 一…・・・・ー ・…・ ・ーーーー.. ...・ E ・. . …… ・ー2 1

WORKS OF  NE W ARCHI TECTURE ASSESSED 

by  Asao Fukuda， 

Eうnhi hi sa Gyot en， 

Kaz umas a Mぴa卸 aki ，&  

Sei i chi  Yasuda 

Phot o: Aki mi tsu Mot sui  

Ka me ok a  Kai k an Hal l ， Ka me ok a  Cent r al  Ci vi c Hal l  . 一一ーー ーー… ・・・・ … … ・…・ 2 2 Desi gn:  Yamamot o- Ni shi hara 

Archi tecturol  oj fi ce 

Const r uc t i on: M A T S U MU νA- GUルf I

Co.， L TD.  

Ri nnanj i  T empl e  Hal l  ・………ー…・・…………ー・…・ 0 ・…・ ー ・・ーー・ ・ー-・- …ー 一… 2 6 Des i gn &  Const r uct i on 

Tai sei  Construct i on Co.， L  T D.  

Hi r akat aj Ne y a g a wa  Chamber  of  Commer c e  and I ndust r y Hal l  ・…ー ー… . . .… ..... ..... 3 0 Des i gn:  Yasui  Archi tectuγ.al oJ fi ce 

Const ruct i or:  Ohbayashi gumi  L T D.  

SPECI AL  F E AT UR E S  O N  CI T Y  E NE R GY  A N D  NON-

POL L US I ON BUI L DI NG 

田 I nt r oduct ion

Ener gy  and Pol l usi on …… ・・ …一………・・…・…… … ……・…・…・・・…・… …  …  …  … .._..... .... .3 4  

Ar chi  t ect ura1 E n  vi ronment s. . .  ・・・ ・…  ・……・ーー ・・ ・・ ・・ ・・・… ・… …・・・………… …  ....... ... 36 

回 Par t i cu1ar s

Bui l di ng Heat i ng Regul at i ons i n Os ak a Ci t y and Bl ue S k y  詩2  Proj ect . . . …・ー … .. . 39 

Ci t y Ener gy- Ai r  Pol l usi on .. . . . ーー・ー ー… ・… ・・・ー・ ・ - ーーーーー. . . . . . . . . …………… 4 3

A  Chal l enge to Hi g h Env i r onm巴nt al Per f or manc e i n Ai r  Condi t i oni ng and 

Ener gy  Syst em. . . …・・ー・ … ー..  .  .  .  .  .  .  .  .  . 一…ー ...... ... ー・… ー一 .... .・E ・- …ーー ... . 48

Ai r  Condi t i oni ng &  Heat i ng of  ut i l i zi ng Si ngl e Ener gy  CGas)  ・・… …  - … …- … . 53 

C OL UMN O F  E NGI NE E RI NG 

102 Labor  Sav i ng Bui l di ng …ー……………・ー… …  一一一…・・…・ー. .. … … … 一 一 … … ・… 5 9

Redeve10pment  of  E x po '70 Si t e (14) …… 一・・……………………ー…・・・・…………. . . . . . ・ H ・.. ...・・ 6 3

Hi s t or y of  Pos t war  Ar chi t ect s and Engi neer s  Mo v e me n t - 7ー ー . . .  …. . . . . . . . ..  … . 67 

BUL L E T I N……・ …. .. ・・… ・・ . . . . . . . . …・・……. . . . . . . . . . . . ... . . . . .… -・ぃ・…- …・… 3，7 0

20 

by  M. Ol1da  

by  R_ Tanaka 

by  M. Nakano 

by  T.  Ya別 ada

by  N. Nakahara 

by  M. Kono 

by  K.. Nal wyama 

by  T E A M B A R K  

by  N A C  



写真と文

松井昭光
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亀 岡 会 館 ・ 亀 岡 市 中 央 公 民 館

E宣針 株 式 会 社 山 本 ・ 西 原 建 築 般 針 司E務 所

監 理 ‘ 岡 市 建 築 震

施 工 稼 式 会 社 松 村 組

所 畿 地 ( ( 1 岡市内九百1 1 岳地向 18

情 .i1i 鉄筋コンクリート遣、ー膏r . 鉄什. i i ' l

m 数 I也下 1 附. j 也上 5 附

{s' - ! ' i 商械 1934 .22m'  

ｾ床面術 6597. 87 m'  

工 期 昭 和“ 年 12月 一 昭 和45年 11 月

段計者のニとぱ

現代、中小都市町中で. 共通町市民窓績を高的、また. 市民がE語らいをする場 t卓、

大 郷 市 の よ う に 地 区 町 枠 を こ え た 市 民 ホ ー ル と 持 な 1) . 地 織 的 な 特 性 を 持 つ 市

民 ホ ー ん が そ の 大 き な 役 湖 を は た し て い る .

毛ム途 r: t . 、この般』也にす奮し. 市民ホールとしては小さいが、場所、環境として申

し 分 の な い 土 地 同 形 を 逆 に 償 極 的 に 利 用 す る こ と に よ っ て 、 激 変 す る 時 代 的 中

で . 個 人 的 な 欲 望 と そ し て 市 民 と し て の 連 帯 感 が こ の 処 築 町 中 で 共 通 な も の を

求 め ら れ る よ う に 、 外 的 に は 市 民 の 目 に i虫 〈 か ら で も う つ る よ う に 、 そ し て 内

部 空 間 に つ い て は ス キ ァプ フ ロ ア ー に よ っ て ダ イ ナ ミ ッ 7 な 流 動 感 を 与 え 、 そ

こ に 集 ま る 人 々 に 新 し い 市 民 像 と 、 連 帯 感 が 生 ま れ る よ う に 般 計 し た .

最 後 に 、 諸 般 的 情 勢 に よ Oかなりの修正を余儀な〈されはしたが、私速の縫ヨ艇

を 御 理 解 し て い た だ き パ ・7 クア ヴプ し て い た だ き ま し た 市 授 は じ め 、 市 役 所 .

市民的方々にニ的場をおかりいたしまして、/ ! t < 御礼申し上げます.

{ 株式会社山本西原主主築貫主計事務所 山 本 逮 餓 )
q  





l  客席

2  舞台

3  映写室

4  ロビー来展示室

5  ホワイエ

6  本 務 室

7  !i f房

8  給絡式場

9  写真室

10 パ ン ト リ ー

11 便所

12 機械室

13 廊下

14 倉崎

15 駐車場

16 ベデストリアンデッキ

17 ピロティ

客席 772名+ 8 名

舞台

音響調鍛室

映写室
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1  ホワイエ

2  ロビー

3  図書室

4  食堂

5  厨房

6  事務室

7  応接室

8  楽 屋

9  廊下

10 管理人室

11 ベデストリ ア ンデッキ

12 速絡通路

13 喫茶コーナー

14 特別室

15 事務室

16 料理実習室

17 和室
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亀 岡会館・ 亀 岡 市 中 央

公 民 館



臨 南 寺 会 館

放置十・施工 大 成 建 設 練 式 会 社

施 主 曽 洞 宗 臨 南 寺

所 在 地 大 阪 市 東 住 吉 区 西 長 居 町769番 地

般地蘭積 22，888. 10m
2  

強 m面 積 858 .26m
2  

砥 床 面 積 718 .12m'  

精 進 鉄 骨 造 平 家 主E

工 期 昭 和45年 6 月 ~ 昭 和45年 11 月

@  

l  臨南寺会館

2 本 堂

3 丈 怠

4 大 門

5 広 喝

6 墓 地

南側外観



中庭を通してホール様をみる



中 庭 よ り ホ ー ル 側 を み る

N  

a‘  

段 計 者 の こ と ば

こ の 臨 南 寺 は 、 大 阪 市 民的 レ ク レ ー シ ョ ンセ

ン タ ー と も い う べ き 長 居 公 閣 の一 角 に あ る 。

境 内 1; 1: 市街化 の激 い し 今 回 、め ず ら し 〈 自 然

的 木 立 に つ つ ま れ た 環 境 で あ る . こ の 嶋 内 に

は 、 従 来 由 緒 あ る 本 竜 と l単鰹および丈' 1 l . ( {主

臓 の 住 宅) が 在 っ て いた . I単 慢 は と く に 老 何

fじがはげし く、 し た が っ て ニ 町 会 館 は 庫 能的

再 建 と 寺 院 と し て の行 事 、 そ の 他一 般 に む 広

〈 利 用 で き 得 る よ う 、 多 目 的 な 施 政 と し て 計

画 さ れ て い る .

この雄物は、 二 つ の 'jf， なった架締を* . 1 1 介せて

いる. 一 つ は 、 ロビーをはさんで、 ヰヲ側に

和 室 . 左 側 に 庫 健 を 配 し た 水 平 の 軒 を 持 つ 縦

と、正面に祭壇を持ち斜聞の脳卒Ｇｬｾ の か、った

ホ ー ル 縦 で あ る . こ の よ う に 一 つ の 対 称 的 な

組合せは、空! 日i H 梓成に釘いて、明に I閉 ま れ た

低 い 天 井 の ロ ビ ー と 、 中 嵯 に l句か勺て広がり

を も っ 絡子 天 持 の ホ ー ル 的 表 現 に な っている.

このつながりによる変化{ 立、敬! 韮> : . - 1 芋間宮I を

か も し 出 す と 考 え た か ら で あ る 。

こ の 境 内 は 都 市 計 画 公 l到の '1'にある 。 したが

勺 て 都 市 計 画 法 に 揃 拠 し てma止するに 当 ry • 

大 阪 市 は じ め 当 公 開 管 滋 者 の 御 協 力 的 あ 勺 た

こ と を 記 し て お き た い。 ( 深 谷 浩一)





枚 方 寝 屋 川 商 工 会 議 所 会 館

設 計 監 建 安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工 株 式 会 社 大 林 組

所 在 地 枚 方 市 大 垣 内 町 2 丁目 157

怨 築 面 概 860m
2  

延 床 面 械 2，794m
2  

情 i車規模 R C J丘 地 上 4 1稽 塔 屋 1 階

工 期 1970年 1 月 - 1970年 l O月

外 袋 型 鋼 組 立 て カ ー テ ン ウ 庁 ー ル 腰 部 ア ルミキャスト

及びモルタル相IJ毛号| 合成樹脂吹付



Z貴骨十唱置のことば

当会館' : t 、枚方市の計画になる官ー公庁間地の南端に位置し、周辺の区画僚理併殺が完了すれば、彼

方バイパスからのアプローチに対して、 lY公 庁 岡 地 全 体 の フ ァ サ ー ド 的 な 役;'mをmうことになる. そ

の た め 建 物 は 、 人 の 被 i!f. につれて視覚的に展開する明快な締成を愈閃した。

T 型 鯛 に よ る カ ー テ ン ウ 方 ー ル と 組 み 合 せ て 使 わ れ た ア ル ミ キ ャ ス ト は 、 従 来 の ア ル ミ キ ャ ス ト ユ

ニットのカーテンウォ - J レになかったリヅチで騒快な表現を低コストに実現し、フロート青虫色ガラス

のミラー効果は Vl tl の、これもガラスによるスリヴト部によって、 (I(J 械 な リ ズ ム と 水 平 な 述 続 の 中 で

の 盤 か な 表 情 の 変 化 を 与 え 得 た と 思 う 。 ( 小 山 )

• • • 

大会組重

• • • 

- ・

経済クラブ

• • 

3階平衝図
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エネルギーと公害

音 田 正 巳

プ ロ ロ ー グ

1964年( 昭和39年〉の春 4 月から初秋の 9 月にかけて， 5 か

月あまり ，アメリカと ヨー ロッパへ旅行した ζ とがある。旅行

の目的の一つは社会開発の実地視察であったので ，おのずから

各国の公害 とその対策にも留意した。アメリカで印象深かった

のはピッツパーク市の大気汚染防止対策と都市再開発であっ

た。 ピッツパークの市長はいかにも得意そうに無格好な指で机

の上をこすりながら ，昔は指が黒くなったが，今は 乙のとおり

だ¥と誇ら しげに私 lζ 語りかけた。ホテ J レK 帰ると " ピッツパ

ークの J レネサンス " というパンフレットがとど けられていた。

それには ，煙の都が緑したたる都 lζ 変り ，スラムクリア ランスが

完成して "黄金の三角洲 " が出現したいきさつが述べられてい

た。私は昔のピッツパー クがどのように煤煙で汚れた都市であ

ったか知るよしもないが，私が訪問したときのピッツパークは

たしかに緑したたる美しい町であった。もちろん季節も 5 月上

旬の一番よい時期ではあった けれども。さ てピッツパ ークが大

気汚染の防止に成功したのは，生活用と製鉄用の燃料の大部分

を石炭から天然ガス lと切換えた乙とによるものである。第 2 次

大戦中石炭に不足したために工業用に南部から天然ガスを引い

た。そして戦後は乙の天然ガスを家庭にも供給するようになっ

てから ， ピッツパークの大気汚染が防止されるととになったそ

うである。もちろん乙のほ かに製鉄所が煙道に集塵機を取付け

た乙とも役立つてはいるが ，天然ガスとい う救いの神があった

わけである。

ついで 6 月にニュ ー ヨークを立って ロンドンに渡ったが，ま

ず異様に見えたのが，貧弱な煉瓦造りの住宅の屋根から ，土管

を立てたような格好の煙突がつき出ている乙とであ った。その

数から考えると ，どうも部屋ごとに煙突がついているようであ

った。寒波の襲来と無風状態が数日間つづいたために 4 千人が

34 

余計に死んだ というあのロンドンスモッグの発生する条件を実

地に見る乙とができたように思った。そののち スコットラン ド

の首都エディンパラを訪れた。 ζ 乙はロンド ンよ りはるかに北

方で，それだけ寒さもはげしいわけである。石造りの建物は住

宅といわずヒソレディングといわず，みな黒光りしてい て， いぶし

銀のようでさえあった。旅行者は美しさをめでさえすればよい

が，住民はさぞ大変だろうと思って ，ホステス役を買って出て

くれたあるミド J レクラスの夫人に ，冬はスモッグで大変でしょ

うね ，石炭を燃すのをやめてセントラルヒ ーテイングに切換え

たらいかがですか ，といったら ， とんでもありませんわ ，ス コ

ットランドから冬の媛炉をとりさったら，なにが残りますか，

たとえスモッグがひどくなっても ，わたしたちス コッ トランド

人は石炭をたきつづけます ， という答えがかえってきた。その

後ロンドンでは燃料を石炭からガスと電力にきりかえて ，スモ

ッグはすくなくなったときく。スコットランド大法院の判事を

父にもち ，夫も弁護士であるかの教養高きラム夫人 l ζ ζ んど会

ったらなんとおっしゃるであろうか。

それから西欧各国の旅行を終えて， 7 月のおわり近くにスウ

ェーデンのス トックホノレムに着いた。まず感じたのは空の育さ

であった。その理由をたずねたら ，スウ ェー デンには石炭を産

出しないので，エネノレギー源はもっぱら石油と原子力と水力に

たよっているという乙とであった。しかしこのスウ ェー デンで

もその後大気汚染がひどくなり ，森林がいたんできたというこ

とである。彼らはその原因は西欧の汚染した空気が流入するか

らだと信じている。

エ ネ ル ギ ー と 経 済

めれわれの経済生活をささえているのは ，物資と エネノレギー

と情報である。われわれの利用可能な乙れらの三要素が多けれ

ば多いほど ，われわれの生活水準が高くなることはいうまでも

ない。 G N P ( 国民総生産〉というのは， ζ れらの三要素の供

給量を価格で表示し たものであって， 経済活動量をあらわす指

数である。とれら三要素の中でもとくにエネルギーの増加率と

G N Pの成長率はパラレ J レに動くものである。過去10年聞に日

本の経済は奇蹟的な成長をとげたといわれるが，エ ネルギーの

増加は，昭和34年の79，501 x  10
1 0

Kcal から昭和43年の234，778 

x 10
1 0

Kcal へと約 3 倍の増加を示している。

では乙のように巨大な量にたっしているエネノレギ ーの構成が

どのようになっているかというと ，つぎの表のとおりである。

乙の第 1 表 に明らかなように ，過去10年間の経済の高度成長 ，

したがって 3 倍にも達するエネルギーの増大の過程において ，

エネルギーの構造と自給度広大きな変化が生じている。すなわ

ち，水力と石炭のウェイトが下がり ，石油のウ ェイ トが著しく

高まり ，全 エネノレギーの66. 5%1とも達している。また エネノレギ

， 



第 1表エネルギー構成比 単位96

ーーーー-ー

昭和 3 4 年度 昭和 4 3 年度

カ 1  9.  0  7 . 8  

原 子 カ
O.  1  

石 灰 4  2 . 0  2  3  .  6  

石 t由 3  2  .  7  6  6 . 5  

天
似と

ガ ス 0 . 9  1  .  0  

そ の I也 5. 4 1  .  0  

国 産 エ ネ ル ギ rll' 6  2  .  4  2  2 . 6  

輸入エネルギ，n. 3  7 . 6  7  7. 4  

メ益、
1  0  O .  0  1  0  O.  0  

注 1) 出典 . 通産者エ才、 J レギ一統計( 昭和44年度版)

2 ) その他には ，亜炭，木炭，薪，輸入コ ークスが含まれる。

ー の自給率は ＶＲＮＴ ｾ ちから ＲＲＮＶ ＹＶ へと急激に低下しているのであ

る。なお最新の推定によると ，石油のウェイトは昭和50年には

7396に達すると考えられる。さらに昭和的年になって，原子力

発 電 が6，000万k w程度に達するとしても ，なお石油の占める比

率 は67. 8労 - 69. 196 と推定されている。その ときの必要石油量

は約 7 億kl と推定されている。これだけの石油を中近東から輸

送するためには， 10万トンのタンカ ーを使用すると ，中近東と

日本の聞に 30キロ おきにタンカ ーがならぶという乙とである。

石 油 と 公 害

乙のように見てくると，エネノレギー と公害の問題は ，現在な

らびに将来の日本にとっては ，すぐれて石油と公害の問題と考

えてよいのではないだろうか。石油を熱源として用いる場合 lζ

発生する pol l utant ( 公害因子) は ，主として， いおう酸化物

( S Ox) と窒素酸化物 ( NOx) である。 もちろん石油の中に重

金属類が含まれているときには ，公害因子としての浮遊ふんじ

んが排出される。また石油を動力と して用いる場合に発生する

pol l utant は，一酸化炭素 (C O) と窒素酸化物である。

わが国では S Ox による公害はあまりにも有名である。欧米

では S Ox がそれほど問題になっていないのはつぎのような事

情からきていると考えられる。第 11ζ 日本は欧米にくらべて，

桁はずれに経済活動の密度が高く ，したがってエネルギー使用

の密度が高い乙とである。たとえばG N P世界ーのアメリカと

比較しでも ，平地面積当りの G N P密度では日本はアメリカの

約 10倍 lζ 達している。第 2 !ζ 欧州では，石炭を大量に産出してい

るために ，最近ようやくエネルギーの重点が石炭から石油に移

りつつあるといった状、況で ， ζ の点では欧州は日本より 10年は

おくれているといわなければならない。第 3 に日本は欧米にく

らべていおうの含有率の高い石油を輸入していることである。

石油の供給は欧米の石油カルテ J レにおさえられているために ，

低いおう石油への転換が困難である。そのうえ ， 日本が独力で

第 2表 原j白地波別・国別平向含硫率輸入量および梅成比 昭和44年度

地 域 |主l |  平均合統率 数
7zhs， t  

総 成lt

サウジアラビア | 1. 90%  29，135 10
'kI  16. 7%  

ク ウ ェ ー ト 2. 52 14 .402 8. 2 

'1 ' 立 地 帯; 3. 42 20. 072 

主 ｾ、 ， 
( 小，0') ( 山L 、j j ううj ) 64. 209 36. 4 

I也 イ 7  ノ 1.48 76. 289 43 .7  

士或
， ヲ、， 

(7) 1血 1. 08 13. 649 7.8  

(小川 ) ( '1' ¥、 J 五ううj ) 89. 938 51. 5  

( '1'，;1") 164.147 87. 9 

イン ドネンア
0. 03 - 0. 09 

19.337 11 .1 
(fl¥: 弘、 j j ううj- )

戸ヲ、
σ3 l也 ( '1' ¥、行う分) I  1.715  1. 0  

/、
174.599 I  100.0  

採掘している中東の石油はきわめていおう分の高いものである

という不利な事情がかさなっている。乙の最後の点は ，第 2表

lζ 見られるとおりである。すなわち ，わが国が輸入している原

池のうち 36. 496が高いおう原油であり ，52. 596が中いおう原油

であり ，わずか11. Hぢが低いおう 原油にすぎないのであ る。し

たがって，筆者が主査をつ とめた経済審議会公害小委員会の報

告書『国民経済と公害問題 J ( 昭和44年12月) によると ，石油か

ら出る S 0 2の排出量は ，昭和42年で3，137x  10
3

トンであり，昭

和50年では， (A)含硫率を昭和42年と同様 とすると 8，263x  10
3

ト

ン(B)極力低いおう化努力を行なった場合は4，984x  10
3

トンと推

定されている。

エ ピ ロ ー グ

さて ，石油精製にさいし ていおう 分は大部分が重油に残留す

る。そして重油の対原油残油率は5096- 6 0S ; ぎである。したがっ

て重油を熱源としている産業が，石油中のいおうの大部分を排

出する乙とになる。昭和42年の実績でみると ，電力業が使用総

重油量の約2596を占め ている 。したがって上記の S02 排出置に

対する電力業の寄与量は年間約80万トンになり ， もちろん全産

業中で最大である。したがって昨年来の公害追放運動の高まり

の中で，火力発電所が大気汚染の元兇としてして告発されてい

るわけである 。その結果，火力発電所の新規立地は地元の反対

でほとんどスト ップしてしまっている。 ととろが過去10年間電

力需要は毎年 ＱＲ ｾ ぢ ＭＱＳ ＹＶ 程度の延びを示している。そして昨年

は需給がギリギリの線に達した。本年はもし' 電力需要が従来ど

おりの延びを示すならば， 8 月のピ ー ク時にはそうとうの供給

力不足が生ずるのではないかといわれている。おそらく エネノレ

ギー と公害の問題 ，ひいては経済の発展と公害の問題は，本年

ζ そ，電力不足をいかK して打開するかという問題として，本

格的 lζ 政治問題化するものと思われるのである。

〈おんだ ま さ み 経 済 評 論 家 Soci o・economi st )
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建築環境と無公害化ビル

田 中 良 太 郎

庶民が形成する国家と国家が，力関係でしか

存在しないのならば，常に庶民は公害に見舞わ

れる運命にある。その場合公害はいくら対策を

こうじても零にはならない。程度を最小限度に

止める努力があるのみであろう 。

公害は，現代の異状に進展した科学技術によ

って発展したのであるから，この科学技術によ

って必ず防止できると，解く学者もある。果し

てどうだろうか。

一人類は滅びるかとたずねたら，滅びるとい

う派と滅びないという派とにわかれるだろう。

22世紀までもたんような気もするーという学者

もいる 。

生物の環境への適応は，単純な因果関係でな

く，かなりの選択性がある。何を選択するかの

予知が不可能であるから，結局，人間の未来は

設にもわからない。

は じ め に

昭和24年のことである 。ようやく経済も立直 り， したが って

工業の発展路線が開通して，生産がのびはじ め， i 造れば売れ

るJ ， i 何につけても生産性向上」とうたわれだしたとき ，工
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場周辺の公害に対する苦情多発から ，その解決策として ，数カ

所の地方自治体が， i 工場公害防止条令」を発足させた。

またその乙ろ ， 海岸線を埋.めたてて ， 臨海工業地帯を造成

し，企業誘致に乗り出すにつれて， しかもそれらの企業が巨大

化するにつれて ，公害は広域化していき ，今日では ，公害の発

生をみない府県は一つもないほどにまでなってしまった。すで

に当初から ， 地場産業を無視した工場の誘致は正常でないと

と，用途地域制の矛盾，とくに宅地開発が無差別無反省に行な

われ，住工混在地区を至るととろに現出させてしまった乙とな

ど， いろいろの指摘があったにかかわらず，地方行財政の立場

か ら，局地的の紛争処理がやっとで，都市計画的対策の手はな

んらうたれないで今日に至っている。それまでに公害基本法に

対する財界側の時期尚早論や「経済の発展なくして福祉なし」

の論が，被害! と拍車をかけた乙ともちろんである。

今日では公害法もできるし ，とくに 昨年末には与野党一致し

ー修整新法案14の公害関係法を通過させたにもかかわらず，庶

民は庶民で行政にはたよっておれず，庶民の団結による圧力で

しか解決の道はないという。 一体乙れはどういうととなのか。

公僕とか主権在民とかはど乙へいったのだろうか。

1970年はマスコミが，それ自身のキャンペ ーンおよびその動

員力にものいわせて ，掘り出した公害情報はおびただしいもの

がある。単行本も数十種におよぶ。医学はもちろんのとと ，経

済 ・社会科学 ・人文科学 ・自然科学 ・工学等々のあらゆる分野

から ，また勤労者 ・財界 ・政界 ・地方自治体 ・学者等々一切の

階層からの発言が出揃ったようである。また「公害専門家」も

育 ってきた 。それでも公害の実体は減少の徴候をみせない。政

府側においても新聞をみれば判る通り ，( 公害白書も 13省庁が執

筆している。〉あらゆる省および庁が，対策を発表しており ，

それを公害対策本部が統括してい ζ うというのであろう。国際

シンポジウムで世界中から「公害の先進国」ときめつけられて

採 った策であるが，実行に対する決意がなければ早期も長期も

実現不可能である。

そういう社会情勢の中でわれわれ建築に関する職域にあるも

のは何をなすべきかが，ヱド稿の課題である。

ユの前 lζ 「公害」の概念について考察してお乙う。

公害から環境破壊へ

公害なる言葉は最初は行政上の必要から初 まっ た用語であっ

た。行政上は具体的な定義が必要であり ，規制対象も内容もは

っきりしていなければならない。 i 何々等」 と等の字を使って

多少拡げられていても ，次の段階の ，例えば法ならば政令で ，

ｾの内容が明示される。なおかつ ， 拘束性は弱くなるが省令，

通達，内示，また条令 ・規則となるに従 って「等」は勝手な拡

大解釈は許されなくなる。そ乙で・かえって抜道ができるのであ

、，



る。( 行政訴訟がもっと活発にでもなれば，その判例が概念の

根本 [ζ 帰っ て決められるのだが，日本ではむつかしい。〉

基本法 ! とは目的として「国民の健康を保護するとと もに ，生

活環境を保全する」とあり ，定義として， i 人の健康または生

活環境に係る被害が生ずる乙とをいう J と示されている。国民

は人の健康または生活環境 !ζ 係る被害が生ずるあら ゆる事業活

動その他の人の活動を対象としてもらいたいと要求し，あえて

「相当範囲にわたる大気の汚染 ，水質の汚濁，土壌の汚染，騒

音，振動，地盤の沈下およ び悪臭 [ζ 限っ て」もらいた くないの

である。

それに加えて ，昨年度の大気汚染国際会議，国連会議， W H  

O 国際会議などの刺戟によって，公害が環境の汚染ある いは破

壊の概念に発展してみると ，従来からわれわれが問題にしてい

る「環境」について ， した がっ て建築環境について の再考察が

必要になってくる 。一般に都市公害 といわれる範ちゅうに ，建

築の関係する問題がは なはだ多いのである。

その一例として，昨年暮! と東京都で行なわれた「建築公害対

策市民連合」があった。単 lζ 日照が奪われたということにとど

まらず，プライパシ ーの侵害，風害，騒音，振動，地盤沈下，

電波障害，交通災害など広汎な被害を問題 lとしている 。日 照権

を含めた環境権を主張しているの である 。公害が，環境破壊に

なる と， 被害が広範囲になるばかりでなく ，内容が拡大 されて

いく。それほど環境汚染が大きくなってしまっているのであ

る。ただし ，法理論では ，現在の公害法は行政法であるから ，

民法上の問題は取扱わないらしい。なかなかに複雑である 。

環 境 と は

環境という言葉が今日ほど広範に使われた乙とは未だかつて

ないと思う。孟母三遷の教え以来，社会環境の概念はあったで

あろうが，現在の環境工学〈くわしくは建築環境調整工学。建

築衛生とか計画原論とはいわなくなった〉でいいならわしてい

る自然環境あるいは室内環境の概念は ，生物学でいう環境から

採っている。生物としての人聞は ，自然環境に依存し 11頁応 しな

がら 進化してきたので，室内環境を造っても完全な人工でなし

できるだけ自然を利用する方向をとってきた。もちろんその場

合はいわゆる原始環境を考えている。空気は清浄であり太陽は

サンサンと輝いて大地は人聞を抱ょうしてくれる 。暖房はも っ

とも古い歴史をもっ室内環境空気調盤の方法であるが，ハーマ

ンの熱学説のみにたよらず，ペッテンコ ーフェノレの換気学説と

の両方を採用し ，かっ企護的でなく刺戟的室内環境説にしたが

ってきた。その方が個体保存すなわち健康保持にも， 種族保存

にも適切であるからである。生物学者デュボスの指摘する「人

間の生命は ，現在自然に作用している環境の力ばか りでな く，

おそらくはも っと 強く ，過去の影響をうけるのである。」とい

う説を信ずべきである。

以上は建築の内部環境である が，そ れと交渉をもっ外部環境

は， 今日 では前述の原始的自然環境と は直接つながら ず，中間的

ないわゆる汚染 された都市環境の存在が無視で きなくなった。

乙の二重のサ ー クJ レは田園と都市と いっ てもよいが，田園 R: .ま

明すでに汚染がひろがり ，その区別がつかないので適当な分類

ではな い。原始的自然環境 と人工的自然環境あ るいは簡単に 一

次環境二次環境といってもよいが，社会環境 lζ 格差があるまま

で，自然環境のみ ，田園と都市の区別がなくなってしまってい

る。 乙の人工的自然環境が汚染さ れ破壊され るにまかせてよ い

のか，その外側の ，われわれが利用することを望む原始的自然

環境との交渉をますます困難に するのみならず ，それさえも固

有の生物学的サイク J レを破壊しつつあると いわ れるのである。

われわれはも はや都市環境から逃れる ことはできない 。だか

らといって成行にまかせておいてよ いものではなかろう。人間

の英知を必要とすると乙ろである 。ふ たたび生物学者デュボス

を想起するが，氏の著書 「人間であ るため! と」には ，わざわざ

建築家お よび都市計画の専門家と名指し て，都市環境K ついて

の意義についてあまたの忠告を与えて くれている。詳し くは述

べないが，傾聴に値する乙とを強調しておく。ついでに ，氏は

文明と文化 について明快な説明をして いるが，文明について考

えるとき ，大いに参考になるので，乙と lζ 紹介してお乙う。同

じく「人間である ために」の38頁に書かれている。( 日本語訳本)

『基本的に 「文明」という 言葉を起源，人種あるいは宗教な

どにかかわり な く，ほとんどすべてのひ とびとに共有され得る

し，ますます共有されて いく価値を示す ものと して私は使 う。

ζ れにた いし ， i 文化」を特定のグル ープに 固有の価値体系，

思想体系および信仰を表わすも のとして使 う。科学それから由

来する 諸技術，また ，ある種の倫理的思想は人類の大部分にと

って意義があり ，世界文明の基礎と して役だつだろう。文化的

価値はグルー プど とにちがい ，時代 とともにかわり ，人類その

ものに内在す る多様性を示している。… … 統一性と多様性と い

うのは人間の本性の相補的なふたつ の側面で ある。』

なお政府側の環境整備に関する 調査も種々発表 している。例

えば，国民生活審議会には ，成長発展する経済社会のもとで健

全な国民生活を確保する方策の， 実現のための基本方策につ い

ての答 申がある。生存環境の確保，快適環境の整備，よ り高次

な環境の創造の三項目につ いての答申であるが，誠 iζ 立派であ

る。また厚生省の機関 lζ 「生活環境審議会」があ り，主として

環境基準の基本案を作製してい るが， 乙れもなか なか立派であ

り，通常は ，法令になるときは，下まわる基準に決定されるの

で識者をして歎かしめている 。それからもっ とも大作は ，科学

技術庁所管の資源調査会の資源調査会報告第52号になった 向調

査会の環境技術特別委員会の調査報告「 ζ れか らの都市生活環

境」であろう。なかなかの労作であるが，只 々実現を願う のみ

である。分析のしかたは大いに参考ーになる 。

37  



ビル管理法について

さて ，厚生省所管の「建築物における衛生的環境の確保に関

する法律」通称「ビ J レ管理法J についてふれておきたい。乙れは

厚生省が，公衆衛生の立場から ，ビルの環境衛生基準を定めて，

一定の国家試験( 大多数は講習会で射がわりされる乙とになり

そうだ) を通った管理技術者をしてビソレの衛生管理を行なわし

めるのが目的である。ご多分にもれず各省間とくに労働省，建

設省からの意見が出てどうも理解しがたいものになったようで

ある。筆者も多くの疑問点をもつが ，いずれ実体が明らかにな

るにつれて， そうであったかと察しがつくだろうと思う。ただ

今日い える乙とは ，厚生省所管の法律には特 lζ 環境衛生につい

ては基本法的なものがないので，その場あたりの ，種々雑多な

統一性のない法令が群立しており，都市衛生としての一貫性が

ない乙と ，それから地方 自治体への政府からの委任業務が，多

くは経費がつかない場合が一般なので ，現業機関が徒らに繁忙

になりはしないかということである 。

現実に ，緊急に望みたいことは，住宅の環境基準であろう 。

とくに貸家法である。リコメンデー ションでもよい。しかしお

そらくは ，厚生省でも建設省でもむつかしいと思う。住宅省の

新設を切に望むものである 。

無公害化ピルということ

最 後 に 無 公 害 化 ビ J レについて。これは二つの場合がある。

汚染された都市環境の中で，自己防衛によって室内を全くの無

公害化したビルの乙とと，ビ J レ自身が公害になる汚染行為をし

ない乙ととである。前者の場合は，質のよい金のかかったビル

ではすでに行なわれており，あまりに人工的な環境におどろく

ばかりであるといえる 。温湿度の変動偏差を極小にした建物，

居室とみなす床に対して建築基準法に定められた通りの窓を取

りながら ，現実にはほとんど殺して使用している建物等々。む

しろ健康よりも ，作業能率あるいは商行為としての必要性が優

先しているが，せいぜい 8 時間しかいないのだからそれでよい

のかもしれない 。しかし考えねばならない ζ とだろう 。

後者の場合はすでに述べたことに示唆があるつもりである。

いずれの場合でも経済面はすべて施主が握っている乙と ，およ

び 建 築 の 設 計 ・施工者は一種の商行為を行なっている乙とか

ら，公害撲滅への参加は，姿勢にのみ終ってしまう嫌いがある。

お わ り に

建築は建てて しまえばそう簡単にやりなおしはきかない。

建てたと とによ って公害が始まらないよう心すべきであると思

つ。

( たなか りょうたろう 大阪市立大学名征教侵)
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建築物における衛生的環境の確保に関する法律に基づく特

定建築物についての届出に自書する省令

第一条 建築物における衛生的環境の確保に関する法律

( 昭和45年法律第20号。以下「法」という。) 第 5 条!il' 5

1項( 同条第 2 項において準用する場合を含む。) の規

定による届出は ，つぎの各号 ( C掲げる事項を記載した届

書を，当該特定建築物( 法第 2 条第 l 項lζ 規定する特定

建築物をいう。以下同じ。) の所在場所を管轄する保健

所長を経由して，都道府県知事， ( 保健所を設践する市

にあっては ，市長。以下向じ。) に提出して行なうもの

とする。

特定建築物の名称

一 特定建築物の所在場所

ー特定建築物の用途

四 建築物における衛生的環境の確保に関する法律施行

令( 昭和45年政令第 304 号。以下「令」 という。) 第

1 条各号 (C掲げる用途に供される部分の延べ面積( 建

築基準法施行令( 昭和25年政令第 338 号) 第 2 条釦 l

項第 3 号lζ 規定する床面絞の合計をいう。以下同じ。〉

及びもっぱら令第 i 条各号に掲げる用途以外の用途に

供される部分の延べ面積

五特定建築物の鱗造設備の概要

六特定建築物の所有者( 所有者以外lζ 当該特定建築物

の全部の管理について権原を有する者があるときは ，

当該権原を有する者〉の氏名及び住所( 法人にあって

は，その名称，主たる事務所の所在地及び代表者の氏

名〉

七特定建築物が使用されるに至った年月日

第二条 法第 5 条第 2 項において準用する同条第 1項の規

定による届出については ，前条第 7 号中「特定建築物が

使用される」とあるのは ， i特定建築物 IC該当する」と

読み替えるものとする。

第三条 法第 5 条第 3 項の規定による届出は，前 2 条の規

定による届出事項に変更があった皆又は当該特定建築物

が特定建築物に該当しない乙ととなった旨を記載 した届

害を，当該特定建築物の所在場所を管轄する保健所長を

経由して，都道府県知事に提出して行なうものとする 。

附 則

乙の省令は，訟の施行の日( 昭和45年10月13日) から施

行する。

「建築物における衛生的環境の確保に関する法律」および

「建築物における衛生的環境の確保に関する法律施行令」

については ， i建築と社会J 1970年 7月号および12月の法

令コーナーに既載。
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大阪市におけるビル暖房規制とブルースカイ 2 号計画

中 野 道 雄

1. は じ め に

現在，大都市の大気汚染は，火力発電所，工場ーなどの生産施設か ら排

出されるばい煙などが排出量としてきわめて大き し さ らに最近におい

てはモータリゼーションの急速な進展に伴って，自動車排出カ‘ スによる

大気汚染も増加してきた。さらに ，冬期においては ，ピルなどの非生産

施設の暖房のための燃焼による大気汚染が，とくにヒツレの密集した都心

部では注目されている。

わが国の大気汚染は，高度経済成長が石炭から石油系燃料への転換を

伴って進んだため ，汚染物質と していおう酸化物が最も重視され，汚染

の指標と しても ，そ の高濃度が大きな社会問題となっている。

乙のため，公害対策基本法の定めに基づき， 昭和44年 2月，大気汚染

物質として初めて，政府はいおう酸化物の環境基準を閣議で決定した。

乙の閣議決定による環境基準は，その前に厚生省の環境基準専門委員

会が答申した，いおう酸化物の環境基準H::: 採用すべきであるとした濃度

レベルに対しかなり後退した内容になっており，批判のあるものである

が，当面の大気汚染対策の目標として設定されただけに ，重要な役割を

負わされている。

乙のような現状のもとに ，当面，いおう酸化物濃度の低減対策が各都

市において重点的に進められている。大阪においては ，10年間で環境基

準を達成しようという政府の方針を不満とし ，昭和47年度末に環境基準

を達成する乙とを目標とした，いわゆる " フツレー ・スカイ計画" なるい

表一 1 大阪市における大気汚染; 量度 ( いおう酸化物温度) の環境基準との比較 昭和43年3月31日現在

昭 和45年 3 月31 日現在

『 ミ ト ¥ 環境基準 I 1時間値0. 2PPm以下 l 日平 均 値0. 05PPm以下 I  1  時間値O. IPP m以下 |  

ｾナ｟｟｟｟ 1 "  . ._- - - - _  1  .  - _  1  均 値¥、- - - - - - - -1 の時間数/ 総時間数 % 1  の 日数 総 日数 % 1  の時間数/ 総時間 % 1  

観測地点 ¥句 41 年度 14吋 4吋 4吋 41 年度 I 4吋 43年度 144年度 41年度 14吋 43年度 144年度 I 41年度 142年度 1 43五 I五 年度

(基 準 値) 9 9 %以上であること 7 0 %以上であること 8 8 %以上であること 0 0 5 PPmを越えないこと

北 区市立衛生研究所 95 .1  I  96 .0  I  95.5 I  ＹＷＮ ｾ ヲ日 ＳＷＮＷ Ｑ 玄可 ｾＸ Ｑ τｾ ｬ 石 下 ［ＵｾＮＳ 0. 08 1  0 0 7  1  0.082 1  0. 072 

此 花 区 此 花 区 役 所 96.7 98. 2 46.2 36. 6 - I  82. 1  I  83.  6  I  - I  - I  0 附 I 0 制

大 正 区 平 尾 小 学 校 94 .4  I  99 .0  I  97 .7 I  97. 4 35 .9  I  26. 2 40 .0  36. 7 引 0 1 84 .5  1  82. 3 83. 8 I  0. 09 1  0. 07 1  0.070 1  0.069 

西淀川区淀 中 学 校 - 1  93 .8  1  98 .8 い5.7 I  - I  38. 2 I  53.  2  I  2川 - I  73. 2 I  89. 5 I  75. 3 一 1 0. 08 1  0 閃 4 1 0

47 .9  42 .4  74 .3 82. 5 84. 4 84. 5 0. 07 0.07 1  0. 064 0.066 

38. 4 41 .9  76.3  83. 7 
目。076 0. 064 

東淀川区東涜川区役所

生 野 区 勝 山 中 学 校

旭 区 大 宮 中 学 校 !  !:::出トー 61 .3 66. 5 87 . 1  90. 6 - I  0.056  0. 050 

域 東 区 聖 賢 小 学 校 | 一 95 .0  I  98.4  I  97 .6  I 一 50. 9 I  51 .5  I  44 .3 I 一 82. 2 I  86. 5 80. 1  O. 07 I  0.061 I  0.069 

住 吉 区 南 陵 中 学 校 | 目 98.5 I  98 .8  I ー - I  54 .0  I  48. 0 I 一 - 1  89.1 88 .7 ー 一 1 0. 054  1  0. 058 

66. 1 I  26 .8  I  77. 0 I  52.9  I  90 .8 I  85 .8 1 88 .  0  0  .  06 I  0.08 I  0.037 I  O. 054 東 住 吉 区 領 陽 中 学 校 I 98 .9  I  97. 1  I  98.  9  I  98 .  4  

西 成 区 今 宮 中 学 校 1 98 .9  1  97 .6  1  97 .7 1  98 .5 

: : : l : ; : 1 41 8 r 6時計 :::
807 I  88 .4  1  0.07  I  0. 07 I  0.072  I  0 附

西 淀 川 区 大 和 田 小 物 1 89 .5  1  96. 1 1  - 1  一

全 市 平 均 I 95 .7  I  96. 6 I  97. 4 I  97 .9  

ｦｾｩｩ＠ 巧 11(1和435ドJ主におい

l  点淀川 lズは 4351'. 5 }  1欠illil

2  大JE、I川淀川、城京区は43.51三4 、 5 J l 欠 iJti l

- I  - I  O. 1  1  1  O.  08 1  - 1  -

41 .4  1  37. 4  I  49.8  1  44 .3  1  75 .9  1  81 .3 84. 0 I  84. 3 I  0. 08 I  0.07 I  0 服 I 0.064 

tu.  1'4IJJ <: Iメ今下.;ql は43 (ド 7 J l よリ愛脱会館から修+ 五

it 2.  Jl di : ，';1メ1)(1場'1 '1立43 (1' 7  ｮ よ り ｦｾｾ 健 所から 移転

ij ニ3. 1向泌川| 正大手11111小は42
5
1'- 6  J l から測定'1' 止

3. ｾ ｉ ＺＮｾ ｦＧ 、刷、Ａｩ ・吉、米 ｉｩ ￔｔｩ 、 ｪｬｇ 成区は ＴＳ 年 Ｔ 、 5 、 6 月欠 iM

4  此イヒ区は 43年 4 、 5 、 6 丹、 44年 2 月仏:;Jti l
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図 - 1 二強化鉛法によるいおう歯車化物漫度 昭和43年平均 ( mg / da y/lOOd )  

物 3.0呼 / day/ IOOom
2

以上

轡 4. 0巧 / day/ 100om
2

以 上

図 - 2 二強化鉛法によるいおう極化物JI 度 昭 和43年冬期 1 月 . 2 月. 12月

4( )  

物 3.0呼 / day/ l伽 2以上

畿 4.0巧/ day/ 100.m
2

以 上

図- 3 ニ強化鉛法によるいおう酸化物漫度 昭和 43年夏期

銘物診 3山 胸/刈d由削a町ザyν川/

曜轡欝 4山0何巧/川d也叫a町y川/川 l川川0∞0師ω刊 2切以上

ｾ Ｕ山 Ｐ何 巧 Ｏ 勾 ､白向 ｡町ザωｹ ν Ｏハ ｩ 伽 之叫ｕ 以μ 上

。 く1. 0

0 1 ト1 . 5

⑫ 1. 5<  



おう酸化物濃度低減計画が大阪府，市および堺市の協力のもとにたてら

れ，その低減対策が現在進められている。

フツレー ・スカイ計画は ，第 1 - 3 号計画によって構成されており，第

l 号は火力発電所をはじめとした大汚染源を対象とし，第 2 号はピJ レ暖

房施設を，第 3 号は中小工場を対象としたいおう酸化物低減計画であ

る。現在，第 1 ，2 計画はすでに作成され，実施iζ 移されており，第 3

号計画は現在検討中で近く決定される見込である 。

2.  いおう 酸 化 物 濃度 の 現状

大阪市におけるいおう酸化物滋度の状態を ，環境基準との関係におい

てみるため，基準に定め られた各条件の濃度を表一 1 tこ示した。現在，市

内において，電気伝導度法によるいおう酸化物の連続常時測定が行なわ

れている，いわゆる大気汚染モニタリングステーシヨンは 12点 (45年度

末にさらに 1点増設) あるが，乙れらの測定者、では表ー l にみ られるよ

うにすべて環境基準を満たさず，全rn的!C高濃度でーある乙とがわかる 。

市内のモ ニタリングステーションのうち，都心部のピJ レ密集地岐を代

表する地点は，北区にある市立衛生研究所であるが，その濃度は高く，

市内でも西淀川区についで高濃度を示している。

大阪市では，市内のいおう酸化物の濃度の詳細な分布状態を調べ，対

策』ζ 資するため， 二酸化鉛法による測定を， 101 :地点で速続 して行なっ

ている。乙れらの測定結果から ，各地境の実態をみるため，昭和43年の

1 - 1 2月の年間平均値の分布図を 図- 1 !ζ 示 した。 これから，西淀川

区 ，此花区，大正，住吉の各区にまたがる西部臨海工業地帯において最

も高濃度を示しており ，北区などのヒツレ密集地域も比較的高いことがわ

かる 。

さらに ，汚染濃度の地威的な特性をみるために ，冬期 ( 12月， 1- 2  

月) と五期 ( 6 - 8 月) の平均鍛度分布図を図- 2 ， 3 に示 した。乙れ

らの図からとくに目 lζ つくのは，冬期は夏期にくらべて全般的にかなり

濃度が高くなるが，とくに北区から東区にわたるヒツレ密集地域ではその

増加が大きい乙とである 。図ー 4は，夏期 lζ 対する冬期の増加率を，冬

期/ 夏期の濃度比の等値線で示したものである。乙の図か ら，市内中央

部のピJ レ街においてのみその比が1 . 5 と最大になっており， 都心部では

冬期 IC汚染の増加が大きい ζ とがわかる 。

乙のような現象の原因については，当然，冬期にのみ排出されるピJ レ

などにおける暖房による燃焼の結果排出されるいおう酸化物の影響が考

えられ，一方では臨海部の工業地帯の影響の増加も無視できないであろ

つ。

3.  ばい 煙 発 生源 と してのビル暖房 施 設 の 実 態

大阪市における昭和42年度の重油，石炭の年間使用量( 表- 2)は，重

油は 184万k t で，そのうち電気，カ' ス事業を含む工場関係で 173万kt ，

ヒワレ暖房などの非生産関係、で 11万kt となっており ，非生産関係で・使用

している重油は市内全使用日の 5. 8%' ζ しかならない。石炭は全市では

年間 159 万 トンで，そのほとんどが電気事業( 火力発電所) で使用され

ており ，非生産関係ではわずかに 2 5ちに過ぎない。

しかし ，暖房を必要とする冬期については，非生産施設の重油使用ー・

は， 10. 4%を占めており ，その比重が他の季節IC比べて大きくなってい

る。とくに ，ピノレが密集した北区，東区，南区，天王寺区の 4 区におい

ては冬期の重油使用量は ，全市非生産施設の重油使用量の659ぎを占め，

褒 - 2 大阪市におりるE 油，石炭使用量 〈昭和42年度〉 昭和42年度燃料使用量実態調査

1. ' 97. 6382 64. 88，2  170 .3 '  1. 098 .1 66. 1S3 6 2 3 . 404 3  

しかも乙れらの地域の面積は，全市の 10. 596であると とを考えると ，暖房

による単位面積当りのいおう酸化物排出量はかなり大きいととになる。

大阪市内におけるばい煙発生施設は昭和42年現在，生産関係で6，191施

設，非生産関係で2，252施設であり ，その煙突数は約5，350本あって ，そ

のうち煙突の高さが20m未満のものが約2，反氾本と約半数を占め，7 0 m以

上の煙突は20本しかなく，きわめて少ない。

なお，ピノレなどの非生産施設ではいおう酸化物は主として暖房用のボ

イラ ーから排出されるが，大気汚染防止法の対象となる伝熱面積10nf 以

上の施設は市内! c 約 1. 3∞ヵ所あり，その約729ちにあたる 940施設が北，

東，南，西，天王寺の各区に存在している。

現在，大気汚染防止法によるい おう酸化物の規制は，生産施設と同じ

ようにつぎのような拡散式のK の値を定める乙とによって行なわれてい

る。

q = K x l Q-3He
2  

ζ 乙で q いおう酸化物排出量 ( OOC ，N m
2

/ 1気圧における l侍)

He: 有効煙突寓度 ( m)

現在，大阪市ではK = l l. 7が適用されているが，ピル暖房施設の煙突

の約90%はK の値が 5 以下であり ，現行の排出基準はビJ レ暖房施設につ

いてはほとんど規制力をもっていない。その上，どJ レについては煙突高

度としてビ〉レ自身の高さが大部分を占め ，煙突自身の高さはせいぜい数

メート J レであるため煙突効果は小さいという矛盾をもっている。乙のよ

うに現行の規制方法は，ヒ勺レ施設に対しては大きな欠陥をもっているわ

けである。

4. ピル暖 房に よ る 大 気汚 染

大気汚染の状態は，発生源の性状はもちろん ，その地域の地形も含め

た気象条件によって支配される。都心部は，冬期 Heat Island といわ

れる周囲に対してより高温な地域を形成しており ，高層ビJ レが密集して

摩擦が大きいため風も弱い。とのような条件のもとに都心部において

は，周辺地峡よりも接地逆転届は発達しにくいが，ヒソレは煙突高度が低

いため逆転居の影響を受けやすく，風が弱く建物による乱れもあって地

上濃度への影響が大きい。

乙のように，ビル暖房施設から排出されるいおう酸化物は冬期，季節

風が弱まった時期には ，都心部の大気汚染への影響がきわめて大きいも

のと考えられる 。 したがって，都心部の大気汚染濃度を低減するために

は，西部臨海工業地帯などにおける生産施設のいおう酸化物の排出量を

低減するととはもちろん，ピル暖房施設からの排出量を低減するととも

重要である。

5. ピル暖 房施設 の燃 料 規 制

いおう酸化物濃度の低減計画として，大阪では火力発電所，生産工場

については ，フツレースカイ計図第 1 号により昭和47年 3 月には42年現在

の405ぢ以上その排出量を低減させる乙とを目標と した改善指導が行なわ

れている。しかし ，都心部の汚染濃度を環境基準まで低減させるために

は，ピル暖房施設からの排出i i J : を減少する乙とが不可欠である。その上

大阪市内における重油使用品の伸び率は， 生産施設では小さいのに対

し，ピJ レなど・については今後かなり大きいものと推定されるだけに ，適

切な規制を行なう乙とが必要である 。そして具体的な方法としては，低

いおう燃料などを使用する乙とにより ，いおう酸化物の排出量を減少す

る乙と以外，現在のと乙ろ有効ではない。

亡7

9' 31 . 0 9 1 0 011 0. 07'  " -7 - ' 4 7  0 0 0  0. 0， '，2  (1凹 00

従来，ピル暖房なと非生産施設で使用されて

いた燃料は，主としていおう含有率約2.265ぢの

いわゆる B 重油であり ，具体的な計画は ，現状

と将来のいおう酸化物の排出量と環境滋度との

関係を確立して立てなければならない。

一 一 一 一 一 一 ・ ー
刷 附 3 989. ; 1開 " 26 制 3 日 152 9 い・068，8目 9 回 目，6  制 6 ，』O 日 I 9  107. 211 I守二竺五三

五 百 53.89 1，43 2 個 目 引 ，26 '  0. 00  0 ，8  ，84 '0000 

昭和44年 7 月24日，大阪市は市公害対策審議

会 lζ 対しピJ レ暖房によるいおう酸化物汚染対策
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について諮問し， 10月24日につぎのような具体的規制方針を骨子とする

答申を得た。

( 1  ) 昭和45年度以降，非生産の法対象施設で使用する燃料!;.，. ¥， '¥おう

分を 1 96以下である乙 と。

( 2 ) 昭和47年度以降においては ，燃料の伸びよりみて，燃料使用宣うま

多い事業場については ，さらにいおう分の少ない燃料( 灯油など〉へ

の転換を検討する乙と。

( 3 ) 今後新設される ヒV レ暖房などの施設は ，経済的ならびに技術的要

素を勘案し ，いおう酸化物を排出しない施設( 例えば電気またはガス

による冷暖房施設) を設置させる ζ と。

6. ブルースカイ 2号 計 画

大阪市は ，公害対策審議会の答申を受けて，具体的な規制方法につい

て検討し ，つぎのような方針でヒツレ暖房施設に対する改善指導に着手し

Tこ。

6.1 第 1次低減計画( 昭和44年冬期)

1  ) 実施期 間 昭 和44年11月- 45年 3 月

2 ) 実施内容 いおう分 1. 0 労以下のA 重油 IC転換するよう，っさの施

設に要請した。

3 ) 対象施設

大阪市関係施設

大阪府関係施設

国 関係施設

1 時間当り 6∞r以上重油を

使用する事業場

その他

34事業場

18事業場

63事業場

30事業場

5 事業場

計 同O事業場

4 ) 計画の成果

上記のような第 l 次計画は，各ピJ レの協力のもとにつぎのような成果

をおさめた。

いおう分 1 5ぢ以下のA 重油 IC転換した事業場 ロ7

45年度から転換する方針の事業場 23 

計 150

すなわち ，法iζ よらない行政指導としての第一次計画 IC対し ，拒否す

る事業場は皆無で，150中127事業場が即座に低いおう燃料 lζ 転換し， 23

事業場は45年度から転換する旨を回答した。

6.2 第 2次低減計画 ( 昭和45年度以降)

1  ) 対象施設 倍O事業場( 昭和45年 9 月末現在)

2 ) 計画内容

(  i ) 昭和45年11月より非生産の法対象施設で使用する燃料は，いおう

分1. 096以下とする。なお，将来においては燃料の供給状況を勘案し，

さらにいおう分の低い燃料の使用を促進する。

( i  i ) 昭和45年度以降，新増設のヒツレ冷暖房施設は ，霞気，ガスまたは

乙れにかわる燃料を使用するよう要請する。なお ，45年11月末現在，

倍。事業場中 ，631事業場 ( 92. 85ぢ) が 1. 096 以下の重油 lζ 転換してお

り，その成果は大きいが，大阪市ではさらに推進中である。

( 3) 市街地区域の再開発，拠点開発などにおけるピルについては，電

気またはガスなどによる集中冷暖房施設の設置を推進する。

6.3 第 3次計画

1  ) 対象施設 30事業場( 昭和45年 9 月現在)

2) 計 画 内 容 昭 和47年 4 月より 1 1涛聞にばDt

以上の燃料を使用する非生産事業場の燃料は，いおう分 0. 2 1' 0 以下とす

る。
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図- 5 ブルースカイ 計画第 2号による環境温度 (50 ，)
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事- 3 燃叫伝換による維持経費 ( 現在自 軍泊使用の場合)

|使用燃料 経費燃料費 |そ の 他 合 計

撚 現 状( 8 重油使用 ) 7.3  I  26. 5 33 .8 

4斗 十一一一一

使 ，1. 0 % 5 分重油 11.2 ， 28. 3 39. 5 

m 一 一 一 -
51経 費 高 ) (3. 9).l.i 1  8) ( 5 Ｗｾ＠

守口 1% 5 介 灯 油 13.6 1  30.1 43. 7 

( 経 貨 高 ) (6. 3)  I  (3  6) (9.9)  

伝 l 現状( 8 重油使用) 11.2 1  40.7  51. 9 

:1 1

1  0 % 5 分重油 17l  i  43 F  606 

4貰 ー一一一一一一一一一

ＱｾＲ＠ (経 貨 高) (5. 9) (2. 8) (8  7) 

守 0. 1 % 5 全空白 1 20 9 1  462 J  67つ

(経 費 高) I  (9. 7)  I  (55)  I  ( 15. 2)  

Ｈ注対象、 ＧｆＢＢ ｉＡＧ政 ＲＵ ｩＱＮ，Ｎｩ平ｾＩ 単位 . 千円

1.  ブル ースカイ 2号 計画の基 礎

大阪市の都心部における燃料使用量といおう酸化物滋度との関係から

推定して，フツレースカイ第 2号計画を実施したならば，図- 51 C示すよう

に，乙の計画が完了する昭和47年 [ζ は，昭和43年度の総排出量 1，417. 5N

rrl' /hr の45. 896減となり ，ほぼいおう酸化物の環境基準を達成するとと

ができるものと推定されている。

なお燃料転換にともなう維持経費の増加の一例を表- 3 1c示した。 B

重油から A 重油へ転換する場合には施設改善の費用を要しないが， 0.2 %

以下の灯油に転換するためには ，そのための設備改善費として，普通の

スケ ールのピルで反氾- 8∞万円を要する。乙のため，大阪市では乙の資

金を融資するために公害対策関係の融資枠として 2 億円を増加した。

[ 注 一般に彊; 由は第 3 石油類，灯油，軽油 l主第 2 石油類( 引火点が70' C未満のもの) 11: .贋し

第 3石油まで i孟20.000Cまで屋内貯蔵が忽められるが，第 2石油類である灯油などは甲種危険物

でこれを貯蔵する場合には地下タンヲ( 貯蔵量制限なし) にするか，平屋建の建物内に指定貯

i' l量2，0∞Lまでの貯臆所を授ける必要がある. c. のためピルなどにおいては燃料タンクを地下

9 ンヲ構造にかえる乙とはもちろん ，バーナーなど段備の一部を改造しなければならない。〕

また消防法では，危険物の取扱いに関する政令の23条に基準の特例が

あり，それによって現在，ピル暖房などでの重油の使用が許可されてい

るが，灯油については許可されていないので，大阪市では消防庁に対し

灯油にについても許可されるよう妥結ーしている。

他方，低いおう燃油の供給については，通産省にその円滑な供給を要

請するとともに ，日本石油連盟に対しでも具体的な必要量の確保につい

て要望し，ブルースカイ 2 号計画の遂行を促進している。

今後，ピル暖房のみならず全般的な燃料の使用状態と汚染濃度との実

態なるびに両者の相互関係を検討し，フィ ー ドパックしつつ実状に応じ

た対策を推進しなければならない。大気汚染防止法の規制についても ，

ピル暖房などについては ，いおう酸化物の排出量で基準を定めるよう厚

生，通童両省 lζ 対し要望しており， その方向での; 検討が進められてい

る。
( なかの みちお 大阪市総合計画局公害対策都主幹〉



都市エネルギと公害

山 国 鉄 男

1. は じ め に

近年の科学技術の発展とそれにともな う産業の伸展，経済の鉱大は，

わが国のエネ J レギ消費を著しく増大させている。 と同時に大気，河)1[ ，

海水，などの汚染が公害として大きな社会問題化し ，中でも大気汚染な

どは住民の衛生上の問題となり ，その生存を も脅かす可能性を持つにい

たった といっても過言ではないのが現状であ る。乙れらの大気汚染は主

として燃料の消費によって惹起されると とは論をまたないが，乙れの対

策は緊急し かっ科学的でなければならないのに，一部ではあまりにも近

視眼的な対策が論ぜられ，また実施されようとしているのは ，問題が全

地域的，否，全日本的 iζ 拡大し，しかもその汚染が国民の健康上重大化す

るにいたっている現状よりして其lζ 遺憾であ る。一刻も早く長期的視野

に立って段階的科学的対策が具体的に高度の政治的判断のもとに立案，

実施せられることを期待するものである。 しか し局所的，短期的解決法

にいたずらに反対する乙とは，問題の解決に寄与しないのみな らず，時

流に逆らう無駄な行為であ るこ とに留意すべきであろう。

本稿では乙の大気汚染問題を中心として. 都市エネルギ問題の将来に

ついて述べる乙とにする 。

2. 日本のエネルギ事情と公害

2  - 1 概 要

戦後の世界的産業の発展と低開発国の工業化は世界のエネ J レギ需要を

急激に上昇させている。 19，ω 年の世界エネルギ消費は42.3億トン ( 石炭

換算) であったものが，1965年には 52.3 億 トンに達したといわれてい

る。中でも日本とイタリヤなどは最も高い増加率を示してお り，日本の

占めるエネ J レギ消費比率は 19ω 年は2.696であったが，1970年は4.096程

度であろうと推測されている。

一方，戦後のエネノレギ消費の著しい傾向は石炭な どの固体燃料から液

体燃料への移行であって，いわゆるエネルギ革命とよばれるものであ

る。日本の場合， 昭和30年において 2096 あまりの石油系エネルギ消費

が，昭和40年には58.496となり，昭和50年度には ，7396程度になるもの

と推測されている( 表一 1) 。その理由としては，世界的な油田の開

発，石油精製能力の向上，石油化学工業の発展によるナフサの需要増

大，燃料としての取扱い制御の容易さなどの技術的理由，以上の各理由

よりくる相対的コストの低下，一方，石炭の生産性伸び悩みによる コス

ト高などがその主な原因である。

一方，原子力のエネルギ利用は 19，ω 年頃より原子力発電所として実用

化され始めたが，乙れが日本の電力供給IC1  096以上の貢献をする のは昭

和52年以後の ζ とと推測されているが，とれとて もウラン燃料の供給問

題が日本にとって好都合に運んだ場合であって，その将来は手放しで楽

観できるものではない。原子力 エネルギの将来は新型転換炉， 高速増殖

炉などの技術開発によってのみ明るい といえるが，その将来 もMH D発

電，人類最後の エネルギといわれる核融合反応などと同じく，確実な更

通しを得るにいたっては t 、ないのである。しかも昭和50年度に おいて総

エネ J / ギ供給量中の ，原子の占める比率はわずかに 2. 45ぢと推測され，

昭和ω年にいたって始めて1096になる ものと恩われている 。

一方，石油系は昭和ω年において7096を占めるものと予想せられ，今

後数十年間にわた ってエネ J レギ供給の主役を務めるものと推測される。

また水力発電はそのダム立地条件地の払底， 建設 コス トの上昇などによ

り，大容量超臨界重油火力発霞11: : 対抗する 乙とはできなくなり ，今後は

総会主主域開発のうちのサブシス テムとしての多目的ダムや，ピークカッ

ト用としての渇水発電の方向に向かうであ ろう。乙の中で海水を使用す

る臨海峯水発包は今後の補助的役割において期待される。

以上の推論の結果，今後数十年間においてわれわれの環境を 19ω年以

前の清浄さに維持 しながら ，場大する エネJ レギ 需要11 : : 対処するために

は，石油燃料の質的改善，利用法の高効率化，排出物質規制技術の確立

以外にはないのである。

しかし現在のわが国のエネルギ政策上， 直接の問題点として公害問題

が祭り上げるれているわけではない様子である。すなわちエオJ レギ需給

上の問題点として，海外依存度の増加， 石油需要の激増とその供給体

制，および原子力問題などがその重要な問題点とされている。海外依存

度は昭和60年度には約切%にも達する ため，とくにその中の主力を占め

る石油については，中近東地域一辺倒を改めないと供給の安定性に関し

不安がともなう。いわんや "ひもっ き原油" が，輸入石油の80%を占め

ている乙とは，供給の安定性のみならず，価格についても国際石油資本

に主導権を握られているので窓に任せない。また，原子力については，

つぎのニネノレギが，原子力 iζ 移行する予測は持っているが，現行の滋縮

ウラ ン軽水炉がそ の技術，核燃料サイク J レの双方にわたって米国に依存

している現状を一日も早く脱却すべ きであると考えられる。

これるの実状よりして具体的政策としては，第一lζ 総合的需給調整，

第二!こはエ才、ノレギ関係技術の開発促進について ，新型動力炉の開発，

MH D発電の研究，超々高圧送電などの エネルギ輸送についての研究，

さらに石油脱硫などの公害防止技術の開発などがあげられている。第三

はエネ ノレ ギ対策財政措置の強化であるが，乙 れは石油関係では海外油田

の開発，民族資本系石油産業に対する助成などを対象とし ，原子力につ

いては海外 ウラン資源の開発，在来炉の国産化，新型炉の開発，燃料再

処乏など‘については財政的助成を行ない ，石炭，水力 lζ 対しては金利負

担の伝減となる財政的措置が必要とされている 。乙れらの政策の指向す

るも のは，国家経済の成長と国民生活の向上が第ーであり ，哀の意味で

の国民の福祉増進につながるためには ，公害の発生を完全κ 抑制できな

ければならない。

2- 2 電 力

わが国の電力事業は公益事業として，九地域に分割，独占営業が認め

られている反面，供給義務が課せられている のが大きな特長である。 近

年の電力需要の伸びは著しく ，毎年 12- 13 96前後の伸び率を示してい

るc 表乏の全エネルギ中』ζ 占める比率27%から昭和ω年度 iζ は34必に上

昇するも のと考えられている 。需要の伸長に対し供給義務を持つ定力会
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袋一 1 わが国一次エネルギ供給量の実績の予測 ( 換算単位 10
13

kc. 1 . 最終有効数字は弘単位〉

( 総合エネルギ偶査会答申昭和42年〉

L 昭 3 0  一 山 一 一 一 一日1l 5  0  |  町 仁一

実 数 換 算 % 実 数 : 換 算 %  実 数i 換 算 : %  I実 数 換 算 %  
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表- 3 世界国別原油埋蔵確毘量と生産量

( W“ 年単位10
3

K t )  ( 石油連盟資料)

ｾｉ 確 認埋 蔵量 ｼ 生産者 可 問

""- I  ( R)  1  ( P) ( R  P )  
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表-， 4 地 織 別 原 油 輸 入 畳 昭 和43年

( 通産省総合エネルギ統計昭和45年)

そ の 他

ソ 連 地 域 815 I  0，6  

48己:

合 計 ! 146，847 1 100. 0 

表- 6 石油中の硫黄分布 ( 石油連盟資料)

ク ヱ ー ト 原 油 カ

得 率 一 「 硫 黄F 可 5 4ι 得

v  Ｅｾ 芳一 ｗ Ｅ %  v  %  

原 油

L  P  G  

ガ ソ リ ン

t丁 ， 由

華1 由

重 油

( ; 威圧霊油)
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表- 5 各地産原油の硫黄含有量の分布 ( %)

( 石油連盟資料)
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社としては ，その供給力確保の努力を払つては

いるものの ，昭和47年夏どろよ り供給力不足の

深刻な事態も予測できるのである。昭和49年夏

どろにはその供給力は現在の倍は必要と見積ら

れており ，大型火力発mのもたらす公害lζ 対す

る住民の反対意識の高錫によってその設置の困

難さが倍加され，将来の安定供給について不安

があるのは事実である( 表- 2 ) 。都市近郊に設

置さるべき火力発電所は立地がますますま遠隔

化する傾向にあり，用地難1 ( 直面している 。都

市近郊の火力については，低硫原油の生焚きあ

るいは L NGの使用によって大気汚染を最少限

にくいとめるべく努力しているが，原油生焚き

については原油の総合的需要ノ、ランスよりみて

わずかしか使用で・きず，L NG については現在

コスト， 供給量の 2 点lζ 問題がある。その他の

対策として高煙突の採用と排煙脱硫があるが.

前者はかえって汚染区域を拡大させる乙とがあ

り，決定的解決にはほと‘ 遠い。後者はまだ実用

化の域1 ( 達していないのが実状である。

以上の諸点より ，電力会社は長近とくに軽水

炉による原子力発電のピッチを速めているが，

わが国独自の原子力アレ J レギ一国民感情や法規

制l もその困難さを増している。また一方におい

て，濃縮ウラン供給問題，核燃料サイク J レのす

べてが外国，とくに米国lζ 1 ( ぎられていている

現状も国家的重要問題である。 一方， m; カの発

生源が大都市より遠隔化し単位が大容量化する

と，送包ロスの軽減化と広域系列運転が必要と

なり ，戦後送電線の高圧化により低下してきた

送電 ロスは，再び今後上昇の傾向となるであろ

う。 ζ の対策として，超々高圧送包，直流送電，

ネットワ ーク， )レープ系統の整備等々を行ない，

その企業合理化lζ 努力する乙とが期待されてい

る。

2- 3 石 油

エネノレギ革命の進展は一次エネ J レギ中の石油

の占める比率を急激に上昇させている。また ，

石油系化学工業の技術開発と大規模な企業化は

さらに石油の消費量を増大せしめている。世界

の石油消費に対するわが国の占有寧は，昭和30

年には1，396にすぎなかったのが，40年には5. 7

961( 拡大し ，乙の 10年間における年平均伸び率

は世界の 7，0 %1ζ 対してわが国の場合は24，596

という高率である。わが国の石油産業は国際資

本の占有が強く，外資系のシェアは精製部門に

おいて約 ＵＷ Ｅ ， 販売郎門において約 ＶＳ ｾ ぢと過半

を占めている。また，資本金についてもカルテ

ックス系 Ｈ ＱＸ ， Ｘｾ ぢＩエッソ系 ＨＲＳ ， ＸＥＩ ，シェル

系 (10.45ぢ〉タイドウォータ 一系 (7，35的 ，

と外資系金体で約ω %を占め ，出光，丸善など

の民族系資本は約 ＴＰ ｾ 彰 ｬζ すぎない。政府も民

族資本による原油開発lζ はカをいれているが，

まだそのシェアを動かすにはいたってはいな

い。

次IC石油の需給事情としては埋蔵量の問題が

ある。一時は地Eまの石油の将来は資源、結渇のた



め暗いかの どと き説がとなえられた時代もあったが，現在では世界の石

油埋蔵確認畳は年々 上昇し ており ，10年前には約 330億 K L であ ったも

のが. 1966年は表- 3 1<:: 示すように約 6'2fJ 億 K L となっている。とれは

探鉱地域の拡大 と探鉱技術の進歩によるものであるが，表- 3 より明ら

かなように ，埋蔵盆のずばぬけて多い中東が世界的にみて主要な石油供

給源となっている。わが国の場合は ，園内産原油はその需要の[0.51%程

度にすぎないので，ほとん と‘ 全部の原油を海外から輸入しており ，昭和

43年度には輸入金額は約21億ド J レ1<::達し ，総輸入額の16.296を占めてい

る。輸入先は需要構造よりくる原油の質，および地理的条件，供給力，

石油資本の国際政策などから ，中東地域への依存度が高く ，昭和43年度

1<:: は全体の卯 37ぢを占めている( 表- 4) 。

と乙ろで現在わが国で問題となっている大気汚染の主要原因である亜

硫酸ガスは石油系燃料中の硫黄分が燃焼に際して酸化し大気中 1<:: 放出さ

れるために発生するのであるが，ζ の汚染を減らすには基本的 1<:: 三通り

の方法しかない。すなわちわが国で使用する原油を低硫のものに切換え

る乙と。次 lζ 燃料中の硫黄分を事前に減じておく乙と。最後は排煙中の

亜硫酸ガスを除く乙と。以上三つの方策乙そが基本的な解決である が，

実際問題としては種々な困難がある。すなわち第ーの対策である使用原

油の質向上 ( 低硫化) であるが，原油中の硫黄分はその産地に より異な

る。 表- 5より明らかなように ，供給力の少ない南米産は別と して ，わ

が国が最も依存している中東産原油は最も硫黄分が多い。ならば硫黄分

の少ない産地の原油を使用すればよいわけであるが，実際は簡単にはい

かない。国際的にみて低硫原油は供給不足で各国とも欲しがっており，

経済的入手がむずかしい乙と。それに国際石油資本の販売政策もからん

でいる。また一方，原油からの "得率" とわが国の需要構造との関連が

ある。すなわち ，原油を精製して製品化する場合，原油の質により決定さ

れる各製品聞の比率がある。乙れを得率といい ，図ー 1 は乙の昭和43年

度のわが国の実績を示したものである。乙の得率は精製方法によっても

多少異なるが，わが国全体の石油製品の需要構造と使用原油の得率とが

ほとんど一致しなければならないのである。したがってわが国のような

"重質基調" の需要鱗造下においては ，重油分の多いオクタン価の低い

原油を使用せざるを得ないのである。と乙ろで低硫原油はいずれも軽質

であり ，重質原油はいずれも硫黄分が多いのである。わが国で最も多く

使用される原油の成分を表- 61<: : 示す。

したがって公害制御の手段としては ，重油脱硫と排煙脱硫が最も重要

な方策となってくるのである。重油脱硫ICは直接法と間接法とがあり ，

脱硫率の点では直接脱硫法がすぐれているが，技術的 ，コ スト的な問題

が大きく ， 今後 ζ の方法の開発実用化をさらに強く進める必要があろ

う。間接脱硫法は一般に普及しているが，硫黄分を充分低くする乙とが

できない点が公害対策としては充分ではない。排煙脱硫は今後大いに期

待できるものであるが，現在までのと乙ろ乾式，湿式の双方式について

技術 ，コ ストの両点よりみて決定的なものが得られていないのが現状で

ある。今後の開発がまたれるが，その必要度から考えて，その開発に対

しては公共的財政援助が強力になされるべきだと考える。

2 - 4  ガス (気体燃料〉

現在わが国で用いられている気体燃料は，都市ガス ，L P G，天然ガ

ス，の三種類である。乙のうちで郡市ガスは公益事業として都市に供給

配管設備を持ち，主として民生用エネルギとして使用されている。

L P Gは石油精製時 iζ 主として副産物的に生産せられているものであ

るが，都市ガス供給区域外周部で主として厨房用として使用され，都市

ガスと相互補完的立場を持っている。また大都市の営業用車輔の燃料と

して経済的理由から大いに利用されている。

天然ガスはわが国内産出量は非常に少ないので，需給関係も小規模な

ものでしかなかったが， 長近になって世界的に天然ガス井の発見があ

り，その輸送手段の開発が行なわれ，公害が少ない点を買われて ，液化

天然ガ、ス ( L NG) として急速に脚光をあび‘ つつあり ，世界に第三の燃料

革命を起 ζ す可能性を持っている。しかしそのためには輸送手段，貯蔵

方式，再ガス化方式などに革新的改良がなされてコス トダウンが計られ

ねばならないのである。また，一方では ，北サハリン ，シベリヤ産なとど

、

の天然ガスを園際間ノパf イプラインで

り，その将来については多くの可能性を持っている。しかしその成分中

に硫黄の比率は非常に低いので亜硫酸カ。ス公害のおそれはないが，その

90%以上がメタンであるため ，燃焼温度か高く窒索酸化物公害の懸念が
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図ー 1 石，由製品の生産系統! 2 l ! と得率 昭和43年 ( 通産省鉱山石炭局資料〉
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考えられるので十分の注意が必要であろう。

都市ガスの原料は石炭系ガスが過去には主力を占めていたが，コーク

スの需要減退とガス製造工程の合理化などの理由でナフサを主原料とす

る石油系ガスが，その主原料として登場してきている乙とに注意しなけ

ればならない( 図- 2 ) 。ζ の石油系化は，いわゆるカロリーアップの手

段ともなっているのであって，供給方式の合理化にもつながっている。

したがって，都市ガスや L P Gを使用した冷暖房方式はまったく大気汚

染を引きお乙さないと考えるのは早計であって，総合的判断が必要と忘

れるのである。しかも都市ガス供給プラン卜は包カの場合よりさらに需

要中心に接近せねばならないので，公害防止の使命は重大であると恩わ

れる。わが国では東京ガス K Kが横浜市根岸にプラントを設けて東包火

力発電用( 緊急時用) およひ、都市ガス用として L N Gをアラスカより輸入

する乙とになっている。計画では年間 13. 5億M3程度であり ，全体から

みれば問題解決にはならないが，その前向きの努力は高く評価されるべ

きである。残念なととは現在のと乙ろ L N G比率を高める具体的計画を

知り得ない乙とである。その理由としては，コスト，用船問題( 特殊冷

凍船で普通タンカ ーの4 - 6 倍の船価であるといわれる) 貯蔵施設( 立

地難，災害が発生すれば大惨事になる可能性があるが実際上は安全で、あ

る) などが考えられるが，コストの点で・は再ヵース化エネルギの多角的用

法の開発( 液体窒素，酸素の製造，食品冷凍，地域冷房，発電コンデイ

ンシング，さらに海水淡化など) と大量輸送のメリットなどにより総合

コストダウンが計られるだろう。

2- 5 石 炭

わが国の石炭埋蔵畳は約 200億トンと推定され，水力電気とともに国

産第一次エネルギの双壁である。しかしエネルギ革命の推移とと もに ，

石炭産業の衰退は著し く，今日ではエネルギ源としての役目は終ったか

にみえる 。わず、かに強粘結炭および・コー クス原料が製鉄用』ζ 使用されて

いるが，乙の種の石炭は逆lζ 供給不足で大部分を輸入にたよっている 。

そのほかには電力事業用が主であるが，とれとても半強制的引取りによ

るもので，その他の需用についてはみるべきものはない( 表一 円 。

3. エネルギの総合利用

3 - 1 概 要

前章でのべたどとく，わか冒の当分の将来のエネ J レギ源は石油系にた

図- 2 原料ガス摘成の変化 ( 全包) ( ガス協会資料)

液化天然ガス

液化石，由カ' ス

揮 発 油 ガ ス

原 油 ガ ス

天 然 ガ ス

そ の 他

石 炭 ガ ス

31年 度 42年度
41年 度
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よらざるを得ず，しかもわが国に輸入される総硫黄量( 原油lζ 含まれて

の) は年々増える ζ とが予想される状況下においての大気汚染防止策と

しては，前述の重油脱硫，排煙脱硫が重要なポイン トであるが，一方自

を転じて，エネルギの有効利用を計って原油消費量をセ ーブするととも

重要である。 一部iζ 地域冷暖房が大気汚染防止の根本的解決法であるか

のように唱える 向きもあるよ うであるが，単なる地域冷暖房のみではな

んら大気汚染防止に寄与しないのである 。 すなわちエネルギの有効利

用，再利用 ，排熱利用などと組んではじめて有効な公害防止冷暖房とな

り得るのである。単lζ 燃料として亜硫酸ガス排出の少ない燃料を使用し

ているからといって局所的解決のみをも って大気汚染防止になっている

と考えるのは早計である乙とに患いをいたすべきである。また将来予想

忘れるエネルギ需要密度の増大により発生するであろう" 熱公害" の解

決まで目ざした総合的エネルギコンビナ ート 的発想乙そが都市エ才、 J レギ

供給と公害制御の最終的解決となり得るのであろう。

3- 2  廃エネルギ利用

現在欧州の各都市で広く行なわれているものにごみ焼却熱利用の暖房

用蒸気または温水の供給があり ，他は発電用タ ービ ンの復水冷却熱を利

用した熱供給である。前者はパリ市のものが有名であるが，公社組織で

あり，市，電力会社などの出資になるものであり ，どみ焼却以外に専用

熱発生ポイラ ，発電機( 背気利用〉を持ち ，乙れらの組合せにより負荷

変動に耐えて経済的運転を行なっている。わが国では どみの発熱量の違

いとごみ中のプラスチック系の混入率の高さなどの問題を有している。

しかしどみの発熱量は次第に欧米型K 近づくものと恩われ，現在ほとん

ど利用されていないどみ焼却熱の利用は今後の大きな命題であろう。

次lζ 熱併給火力〈あるいは原子力〉発電であるが，発電用蒸気タ ービ

ンの背圧蒸気を利用するもので，タービン効率の低下をきたすが，暖房

あるいは冷水( 吸収式冷凍機) 供給を考えての総合効率は趨臨界火力発電

のそれよりもはるかに高くなり ，負荷変動さえうまく対処すれは清い営

業効率を得る ζ とができるはずである。乙の方式で古くから著名なもの

にニュ ーヨーク市のコンソリテーデツトエヅソン社のものがある。岡市

マンハッタン地区の有名な蒸気供給システムは乙の方式によるものであ

る。もちろん夏期には吸収式冷凍機，蒸気タ ービ ン駆動冷凍機などを利

用して負荷の減少を防ぐのは当然である。近代的熱供給の形としては夏

期冷房用冷水も供給できればなお面白いが，経済的 メリッ卜は充分検討

表 - 7 部 門 別 石 炭 需 要 単 位10
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の必要があろう。なお熱併給原子力発電の実例としてはス ェー デンのオ

ーガスタ原子力発電所が有名である。 またソ速にも数例あるように聞く

が詳細は不明である 。乙のような熱併給発信は資源の有効利用， 公害防

止の各点よりみてわが国1 e : は最も望ましい形態であると恩われる 。今後

の普及を真剣に検討すべきであろう。また大都市近郊K 設けられた原子

力発電所により都市エネルギが篭カと熱の両者の形で供給さ れる姿が，

未来の都市の姿の一つを暗示してはいないだろうか。

3- 3  エネルギコンビナート

今後われわれ人類の社会活動，都市生活が高密度化していけばそれに

必要な大量の都市エネ J レギの供給を公害発生を コントロールしつつ行な

わなければならない。そうなると現在のような単一的エネルギ供給手段

図- 3 直接製鉄と発電の多目的プラトンの一例

ヘリウムカ'ス12∞ ℃

300' C 

の重合された供給手段ではまったく対処で きな いであろ う。そのような

事態をもわれわれは乗り越えて発展していかなければならないとすれ

ば，乙乙 1C : われわれは，未来のエネ J レギ需給の立体的 トータノレシステム

を描く乙とができるのである。現在の軽水冷却炉は発電用タ ービ ン! L使

用する蒸気条件が 350

0

C 前後であるため，超臨界圧新鋭火力の効率にも

いたっ ていない。そ乙で，より高効率を得 る乙とのできるガス冷却炉へ

の関心が高まっているが，冷却材lζ へリュウムカo スを使用すると新鋭火

力以上のタ ービン効率を得る C とが理論上可能である。 また一方ガス冷

却炉のガス温度を 13∞℃程度まで上げる こと ができるので，ζ のホット

ガスを直接鉄磁石の還元に使う，いわゆる原子力製鉄の考え方が発生す

る。 図- 3はさ らに乙の大きい熱落差を利用 して発色も行なうものであ

る。さるに ζ の考え方を拡大していけば，総合エネノレギ コンビナ ート の

アイディアが生まれてくるのである( 図- 4 ) 。

4. あ と が き

われわれ人類の叡知は幾多の障害をのり こえて豊かな美しい都市を作

ることができ るだろう か。それは総合的，科学的判断力を政治，技術，

径済活動の上[ζ 発揮するととができる か否かにかかってい るといっ ても

過言ではないだろう。昨今論じられている公害問題の多くが，総合的視

野の点でその論旨がとらえられていないように思われる乙とが多いのは

残念であ る。また都市エ ネJ レギが各建物の エネJ レギとして利用せ られ公

害の原因となっているのも実状である が，とれらの解決は根本的 ，巨視

的思考が必要であるととを痛感する ものである。また各建物個々または

内部におけ るエネルギの総合利用と廃熱利用に関しては紙数の関係で別

の機会にし たいと思う。

( ゃまだ てつお K K竹中工連事庖営業本部役員補佐〉

図- 4 原子力多目的利用によるエネルギコ ンビナートの複式図 (原子力ポケッ トブッウ 昭和45年〉
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海 水 骨や一一一 業種間の移送原料 基づいたものであ る。
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無公害化への方策

中 原 信 生

1. 公 害 ビ ル

15年程前，冷房が広く一般に行なわれるようになった頃，大多数のビ

ノレは冷却源を井水に求めた。明らかに弁水は一年を通して18

0

C前後K 保

たれ，よほど質の惑いものでない限り余分のスペ ースを要求しないので

理想的な heat s i nk と考えられ，冷凍機の成績係数も向上するので運

転の経済性も得られると信じられた。まもなく ，井水を heat source 

としても利用できる乙とがわかり ，ボイラーを用いずに ，冷房用に設置

した冷凍機を冬期はヒートポンプとして用いる ζ とによって，やや巡転

貸は高価になるものの，スペ ースが小さくてすむ利点が強調され，賛否

両論のうち K 技術者の好みのもとに適宜システムが選択された。井水ヒ

ー トポンプ方式は，当然の乙ととして大気汚染問題からはきわめて有益

な手段であるにかかわらず，議論は主として経済性のみに重点を置かれ

たととろに当時の特色がある。

数年後，都市地盤の沈下が加速度を唱し，その主原因が冷房用地下水

汲上げにあるととが判明して，大阪市を始めとし各都市で地下水汲上げ

規制が施行され，ピJ レは幾分の補助金を得て冷却塔への切替工事を余儀

なくされた。効果はただちに現われ，沈下速度が急速に鈍ったものの，

大気汚染予防効果のあった井水ヒートポンプ方式は姿を消し，乙れに代

る heat sour ce としての大気も満足な経済性を見出だせぬまま現在に

到る。

その乙ろ ，吸収式と称する新型の冷凍機が海外から紹介され，物珍ら

しさにメーカー ，技術者が飛ひ‘ ついた。慎重な経済性の検討と耐周年数

に対する不安とからその採用を見合せた技術者も ，論を大気汚染問題よ

りアプローチする者は皆無に等しかった。設置空間の大，ボイラの年間

運転，成績係数の低下，イニシヤルコストの増大をも顧みず，主として

冷凍機用燃料費の減少を錦の御旗に施主を説得し ，技術者たちは C 重油

と称する安物で悪質の池を焚き続けた。

さらに燃料費の減少を目指して ，スチ ームタービン駆動の冷凍機と吸

収式冷凍機を組合せた方式が開発された。吸収式にしろ ，組合せ方式に

しろ，元来エネノレギ一源として蒸気や高温水が供給されている場合には

きわめて効果的K 採用する乙とができ，同じく地域供給されている包気

を用いる冷凍機方式と競合できるのであるが，エネノレギー源自体をピル

内で、発生せねばならぬ時は ，あたかもジーゼ J レ発包装置によって自家発

電を行なってヒソレ内の電気負荷を賄う場合に似て，公害面，管理面で宿

命的な弱点を有するととになる 。とくにコス ト面を重視して C 重油を採

用する乙とになると巨大な汚染源となる。その結果技術者はある種の報

復，たとえば，みずからの冷却溶に多量の煙突排ガス中の亜硫酸カe スを

吸込む結果，冷却水系統の急激な腐蝕 lζ 悩まきれる乙とになった。乙の

乙ろ海の向乙うアメリカでは ， トータルエネルギ一方式と称して幻，ピ

J レ内のすべてのパワーを自家製で賄おうという方式が展開し ，従来の電

気 ・ガスなどの地域エネ J レギー供給方式に対抗するかの印象をあたえた

が，真実のと乙ろ，乙れはむしろ地域冷暖房・プラン ト自体のシステムと

して，しかもエネルギー源としては天然ガスを用いたものに重点が置か

れた。にもかかわらずガス燃焼による大気中のオキシダン卜濃度の増加
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が明らかに認められて，光化学現象による公害が注目を浴びつつある 3) 。

しば らくして，弁水と いう効果的な heat source を失ったヒート ポ

ンプが空気を熱夜、とするととに精力を注ぎ出し ，電力会社の対ガス巻返

し策と合致して，あらためて姿を現わした。 ζ の方式は ，ビJ レか ら大気

へ逃げ去る暖房熱損失畳を，あらためて大気から取り返すもの と考えた

場合，最も直接的な授受関係、であって，好ましいヒ ー トバ ラン スを示す

が，そのためにある種の犠牲，すなわちイ ニシヤ J レコストの増大，騒音

公害を払わねばならなかった。とうしてガスかむ気かという対立テ ーマ

が与えられたお。

2. 電 気 ・ガスの有 効 利用

エネルギー選択における公害を論ずる場合，その影響範囲を考える必

要がある。そのビル単独のエ才、 J レギー収支のみを考えるか，その地域全体

のエネルギー供給網のバランスを考えるか，さらには自然界全体におけ

る有機物循環を生態学的に捉えるかによって議論の発想が異なる。たと

えばピル単独を考える場合，すべてのエネルギー源を電気に頼る ζ とが

いうまでもなく無公害のきわみであろう 2 ) 。冬はm熱器を用い，夏は空

第 1 図 大 阪 K 地区の電力使用量時変動，月変化
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第 2 図 大阪 K 地区の月間ガス使用量
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第 3 図 K 地区に全ガス方式地織冷暖房を施したときのガ

ス使用量月変動
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ついで視野をさらに広く持とう。篭気あるいは都市ガス発生の訟も通

常の方法は重油の燃焼によるものである。非常に低いエネノレギー消費レ

ベルにおいて調和してきた人類と自然とは ，産業革命から第二次世界大

戦 lζi tJ る機械文明の急激な発達にともなって局地的非調和状態を呈し ，

各地の工業地帯において水質汚染，大気汚染が起とった。大戦後のエ

ネルギー革命によってエネルギー消費量は飛躍的に増大し ，毎年 O. I Q

( 1  Q  =  10
18

Bt n) と見積られ山 ，50年後には l Q/ 年に近づくと見られ

る。こうして局部疾患は全地球的規模で広がり極度の環境汚染のほか

に，発生した炭酸ガスその他のガスの影響で大気の ヒートバラ ンスが崩

れ，氷河期の訪れあるいは洪水の危機があるといわれる。乙の奇妙な両

街端{ζ 予想された破滅現象のいずれであっても，あるいは結局パランス

が変るず海水位に変化を生じなかったとしても，人間の数の急増と植物

界領域の後退によって，酸素の不足が生ずるかも知れない。

乙のようにエネルギーの使いすぎは決して良い現象でも何でもな

く，たとえエネルギー供給会社が 一時の好況に手を打ったとして

も，数年のうちに需要過大に悩むのである。したがってガス K しろ

電気!C しろなるべく節約して使用する乙と乙そ長生きの秘訣であ

る。何も寒いあるいは暑いのを我慢して暮せ，というととでなく ，

もっと頭を使 って効率よく冷暖房を行ない ，かっ地域エネルギー供

給網の利用効率を高める方向 IC計画せよ ，というととである。乙乙

目 特訓 前 まで論じてくると ，前述の電熱方式というのは変換効率乙そ 1∞%

に近いけれども ，自然界の熱ノぜランスと環境汚染とからは不利なの

であって ，エア ソースのヒ ー トポンプや太陽熱ヒ ー トポンプに取っ

て代わらるべき性質のものである。もっとも ，発電が水力 ，潮流な

どの自然現象を利用して行なわれる場合は別である。

第 4図，第 5図に電熱器利用の場合と，エアソ ースヒ ート ポンプ

の場合の大気における熱収支と公害度を示すと ，後者が遥かに好ま

しいことがわかる。乙れを蓄熱式とした場合には電力供給の有効皮

が上昇し ，第 l 図~第 3 図と問ーの地域について試算したものを示

すと， 第 6図，第 7図のどとくである 1 ) 。曲線の平滑化は効率上昇

4. 熱 回 収 方 式

第 4 図，第 5 図は小規模建物で冬の冷房負荷が無視される場合の

話であるが，今後われわれの対象とする乙との多い大規棟建物や超

高層建物はインテリア部分の面積が大きく ，また作業環境の向上に

よる照明照度のレベルアップ，事務の機械化による消費電力の増大

などlCよって年間冷房を必要とするスペ ースが必ず存在するように

なる。一方ペリメ ータ部分においてさえ外壁ガラス面積比の増大 lζ

IQ  月 ともない ，冬期 ・中間期の主として両面における日射による受熱を

無視し得なくなるし ，輝度対比の考え方による窓際の人工照明度を

増強すれば，ζ れも一因となってペリメ ータ冷房を要求するよう

になる。

従来の空調方式をそのまま適用すれば，とのような場合，暖房部

分，冷房部分を別々の冷熱源負荷対象とみて個々に負荷処理をする

のであるが，熱回収方式においては冷房スペースから取り去った熱

を暖房スペースへ回すという ， しどく当然の乙とをやろうというの

である。乙の場合，回収される熱のポテンシヤノレ( 温度) はきわめて

低くて冷水の速水温度 ，すなわちせいぜい 15

0

C位であるので，と て

も暖房用にそのまま利用できない。乙れを45

0

C位の温度にレベルア

10 月 γ プするための仲介役を果すのが ヒー トポンプであると考える。当

然，仲介料として動力が必要とされるのであるが，それ自体もまた発

熱として暖房に利用されるので好都合である。もっとも ，レベルア

冷または水冷のm動冷凍機でも用いたらよかろう。次に一段高いレベル

から物事を判断しよ う。最近ある電力関係の記事に，互の包力需要が今

や限界に達しつつあるので，都市 lC建つヒーノレ内 lζ 設置されたジ ーゼJ レエ

ンジン駆動の発電装置の運転を要請するなどという愚論を自にしたが，

そういう話がでるほ ど亙の昼間電力使用畳は多い。 第 1図は典型的な商

業地区の年間電力使用量を示す1 ) 。

一方，ガスの需要状態を第 2図の年間変動グラフに見ると亙は冬のほ

ぼ半分である 乙とがわかる。乙れから得られる答は，夏に包動式冷凍機

を用いるとすれば乙れを夜間蓄熱方式にたよって昼間負荷を夜間に移行

すべき乙と ，互にはガス燃料を用いた冷凍機を利用する方法を考慮する

乙と，である。もっともとれはあくまでガス，電気を都市設備と して地

域供給されている前提においてである。ガス燃料廃気は亜硫酸ガスをほ

とんど含まぬので一応無公害であると信ぜられている。ところでこの地

域に地域冷暖房を施すとして，全体をガス方式て・統一( 夏 ・冬とも) し

た場合の供給曲線を試みに画いてみると ，第 3図1 ) のどとくなり ，都市

ガス採用に偏重 しすぎると ，供給事情が逆転してなお一層有効利用度が

減じ，いずれむ力と同じく夏にお手あげの結果になろうし . それよりも

第 4 図 電熱方式の場合の大気の熱叙支と公害度( カッコ内)
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第 5 図 工アソースヒートポンプ方式の場合の大気の熱収支と公害度
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互の強烈な陽光下における怖ろしい光化学反応による新公害が心配であ

る。 したがっ て， 硫黄含有畳の多い重油追放のためとはいえ，ガス燃料

の夏期使用 は自 ら限度のある ζ とを知るべきである。

3. ミニマムエネルギー

を示す。
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第 8 図熱回収方式の揚合の大気の熱収支と公害度 ( カッコ内)
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2000kcal / h  ( 2. 3kw)  

0. 75k w(645kcal / h  )  

3440kcal / h  

3440kcal/h( 4kw)  

@  

3440 +3225 +  12000 1  8665kcal / h  

+ 汚染物質 ( 12. 0 )

+ 騒音

6085kcal / h  (7. 05kw)  

0 - 一一一-

18085kcal / h  

第10図 エアソースヒートポンプ ( ベリメ一歩用 ) + 水冷式冷凍機( インテリア用 〉の場合の大気の熱収支と公害度

2580kcal / h  

3225kcal / h  

- 騒音

2000kcal / h  (2. 3k w)  

- 2580kcal  'h  
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- 2420kcal / h  

+ 騒音

1000 X  2 . 44 = 2440kcal ，h  

(cop  2. 44 )  

1000kcal  h( I . 16kw)  

3645kcal / h  

(4 .21 kw)  

@ )  

3225 + 3440 +  7200 

- 2420=  11425kcal  h  

ム汚染物質 ( 7. 2 )

一騒音

7200kcal h  

斗ー

汚染物質

10845kcal / h  

魁 削Iffl ll1l l 1l 1l 1U1UIIIIIIIIIIIIIIIII Il IIIIII Jl III Il IIIIIIIIIIII 剛山川町川川刷1 I l l l l l l l l l l l l l l l WIIIIIIIIII Il III 山 川 111111111111川 I UUI UIl UUl l WJ l 且n 柵 . n. nn. ・' " 聞1 ' f t I . nft' l n. nt n岡 田 川 ・_ m n町 間_ mI UWUI J J I U皿U刷 UUUJ I I I I I UI UWW困 問 " 田 健 伺 ・ ・ _ . . _ . 11l1UIIIIIIIII Jll IIIIIII IIII IIIIIIIIIIIIII 川 11111111111111川 川 1111111111.
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ップの度合いが大きければ仲介料も高いのは当

然であって ，しばしば述べてきた エア ソース式

ヒート ポンプの場合は ，前記15

0

C の冷水lζ 相当

するものが，- loC 付近の外気であ るので，仲

介料， すなわち単位出力当りの所要動力( 包

力〉も当然熱回収式よりも大きくなり，成績係

数が低下 して それだけ不経済になる。

乙乙で前節にならって，大気における ヒート

パランスと汚染度合いを比較してみよう 。建物

はインテリアは冷房，ペリメータは暖房を要求

しているとして，図示の瞬時負荷を示 している

としよう。 第 8図は熱回収方式の場合を ，第 9

図は，冷房部を冷却港利用の電動式冷凍機，暖

房却は電熱器による組み合せの場合を示す。 第

10図は，冷房部同上，暖房部エアソ ースヒート

ポンプの場合を示す。なおインテリア冷房負荷

2580 kcal/ h のうち 2000 kcal /  h が照明な

どの竜力発熱によるものと仮定している。説明

するまでもなく，熱回収方式がミニマムエ才、 J レ

ギ一方式であって，大気のヒ ート パランス ，汚

染度合い ，騒音公害のいずれの面からも最良の

イ直を示す 乙とがわかるであろう。

5. 全電化と 電 気 ・ガス 組 合 せ 方 式

与えられたテ ーマは「熱回収方式とm化ヒツレ」

という乙とであったが，建築センターの主催す

る地域暖冷房委員会における論議1 ) や，筆者の

所属する会社の本庖ビ、J レの空調方式決定にいた

る種々のスタディ ーを通して得た箆者自身の体

験に基づいて，論をミニ 7 ムエネルギーと大気

汚染防止効果および地域エネルギー( 電気 ・ガ

ス) の有効利用より進めていくうちに ，熱回収

方式による電気方式とガス方式との組合せ とい

う線が浮かび. 上ってくる。乙の場合ガスの用途

としてJ r 期冷房負荷のピークカット 以外K ，給

湯負荷および冬期の熱回収不足時の補助熱源と

しての利用 も許されよう。理想的には補助熱源、

はエアソ ース式 ヒート ポンプに頼り，給湯熱源

も熱回収によって給湯用ヒ ート ポンプをさらに設置するのがよいが，イ

ニシヤノレコス トの増大に堪え得ない ζ とがある。そ乙は蓄熱式によっー

できるだけ熱をプールできるようにし，補助熱源、稼動を最少限lζ 押志え

た上でなら ，ガス熱を採用しでも基本理念( フィ ロソフィー〉は変らぬ

と思う。なお次の乙 とに留怠しよう。

a  冬期 ・中間期において ，暖房負荷に比し冷房負荷が余剰になると

きは ，その分だけ外気冷房にたよれるように して，冷凍機の必要以上の

運転を避けるとと。

と乙ろで，外気の汚れは非常なもので，都心ではもはや，外気= 新鮮

空気の等式は成立しない。したがって外気導入は炭酸ガス濃度を押 さえ

る最小限にかぎる乙 ととし ，再循環空気とともに高効率のP 過器 と吸収

設備をとおして，亜硫酸ガスその他の有害ガスを十分に除去した後，居

住空間 K 導入するととが必要である。乙うい った方法は，被害者として

の無公害 ビル対策といっ てよく ，今までに論 じてきたような加害者とし

ての立場とあいまって真の意味の無公害 ヒツレを完成する。乙うする乙と

によってミニマムエネルギーを達成するために中間期における外気導入

を自由 lζ 調節できるのである。

b. 超高層建物となると蓄熱開放式は汲み上げ動力が増して不経済遂

転になる怖れがあるので，空調機をできるだけ低い位置にま とめたり，

利用温度差を& 大限度まで大きくとって場水動力と蓄熱槽容量を減らす

算 11図 冷却水 2 管式地織冷暖房方式

冷 却 塔

中央(地織 )プラント

助電熱ポイラ又は、

エア ソースヒートポンプ

ム ムL →」ー

ー一一一」ー |  

ｾ，ｾ 冷水循環ポンプ
¥電動ターボ冷凍機

二次ポンプ

ように努力するととの。

電気 ・ガスの組合せといえば直観的には冬期ガス， 夏期短気と いうイ

メージが浮かぶかも知れないが， ζ とに結論されているのはまったく逆

であるととに注意していただきたい。

6. 地域方式への適用

近年，地域冷暖房の論議がにわかに噴ま しく ，世間の注目を浴び、つつ

あるが，乙 れが公害，エネルギー問題に快刀乱麻の威力を発揮するや否

ゃについてはいささかの疑点がある。地域冷暖房に介在する諸問題につ

いては，その経済性も含めて委員会報告書に1 ) 詳しいが，地域冷暖房と

いうものを従来どおりの狭い意味の蒸気供給，高温水供給，冷水供給と

理解するに留つては乙とが解決しない。昨年4 月ロンドンで行なわれた

地域暖房国際会議において ，鋒者は地域冷暖房の意義の拡大化，すなわ

ち地域エネルギーシステムの定義を次のように提案したω 。

a. 空気調和，暖房 ・給湯のためのエネノレギー源の発生あるいは変成

プラン トのある乙と。

b. その エネルギー源がプラント から顧客まで配管 ( または配線) に

よって連結されている乙と。

乙のように理解すると ，従来個別方式と称せられて地域冷暖房の対立

者であ った もののうち相当数は， 地域エネルギーシステムの名のもとに
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第 12図 電気ガス混用の熱回収ヒ ー トポンプ方式地滋冷寝耳プラント系統図

守

→ 冷水佳

← 鈍

」一一一一ー ー一一一一一一-

1) (，)  

取水平主1 平ンプ

冷

.'1  

冷

温

水

揚

→ 温 水 往

H 送

乙と (あ るいは取ろうとしない乙と ? ) . および比較的余裕のある匂力

会社などは前車の轍を甘んじて踏 もう としている乙 と， などで，いろい

ろな制度上の制約があ るとはいうものの ，もっと流動的な対応策があっ

てもよいと思われる 。

以上，全電化ピノレとい うζ とに捉われず，熱回収方式を中心として.

無公害化への方策というものをまさぐってみた。前述した ，私の会社の

本庖ピJ レ (大阪 ・天神橋，地上32階建. 48年春峻工予定〕は，以上の論

旨を踏まえての ，現状にお ける私な りの結論であるといえる。
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結び‘つけられる乙ととなる。たとえば， 電動式タ ーボ冷凍機方式と， 狭い

意味の地域暖房によって供給される高圧蒸気を用 いた吸収式冷凍機方式

とは，一次エネルギーの供給形態において大きな差異があるであろ うか。

詳しいととは ζ 乙では省略するとして ，地域冷暖房IC適用された全電

気式および電気 ・ガス併用方式の 2 案を紹介しよう 。第11図は冷却水 2

管式と称して ，変電所に冷却搭と補助熱源を設置し ，埋設ケ ーフツレとと

もに冷却水を 2 管敷設する。各 ヒツレ内には個々にヒ ー トポンプを設置

し，負荷要求にしたがって，乙の冷却水をあるときは heat souvce と

して ，あるときは heat si nk として利用する 。変電所単位と仮定した

のは ，乙の範囲が概して地域冷暖房の l プラ ン トκ 含まれる適当な面積

を有している (25 ha 前後) か らであって ，新都心や，市街地改造!ζ 透

した方法である。

第12図は電気 ・ガス組合せ方式の例で複槽蓄熱式を用 いている。

乙れらの方式については，経済的検討が一つの決め手になるが，その

ためには，オフピーク時の電気 ・ガスの低料金制度，すなわち電気にお

いては夜間屯力料金，ガスにおいては夏期料金の設定が望ましい。 事実，

最近は各包力 ・ガス会社とも ，乙の制度を取入れつつあるが，ただ一つ

われわれ計画者の立場として遺憾なのは ，現在のようなピンチ lζ 達す る

もっと以前から強力に乙のような制度を確立して欲しかった乙と ，現在

にいたってなお臨機応変の処置( というか解釈というか) を取り得ない
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単一エネルギ利用( ガス) の冷暖房

河 野 元 昭

世の中のいろいろな動きが，集中化と分散化の両極端にわかれていく

ようである。ピノレ冷暖房の熱夜、方式も同様で，地域冷暖房方式 lζ 見られ

る集中極大化の方向と ，小型冷凍機を内蔵した室内ユニットの開発のよ

うな分散化の方向がはっきりしてきた。乙れらの動きのプレッシャ ーと

しては無公害化，都市設備の有効利用 ，経済性の追求，省力化などのい

ろいろな要素がかるみ合っている。冷暖房エネルギ源、としてのガスの利

用は ，乙のような動きのなかかるいくつかの可能性の場を見出し ，実現

にうつされているようだ。
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1. 無公害! ヒか らの要請と地域冷暖房

大阪市の中心部 (容積地区lζ 指定された場所で，南北約 4 km. 東西約

2  kmの地域) を例にとり，建物が制限値に近くなった場合の ，各ピノレの

煙突から出される亜硫酸ガスにより ，大気がどの位汚れるかを コンピュ

ーターを使ってシュ ミレ ー 卜してみると 図ー 1 のようになった。ス モッ

グ笹報は亜硫酸ガス 濃度が 0.2ppmで 3 時間つづくと出されるので，乙

の汚染状態はたいへんひどい乙とになる。当然い黄分のほとんど含まれ

ていない良質油( 灯油程度) や電気 ， ガス方式への切換えが必要にな

る。 ζ の場合，可能な方法は，良質燃料をエネルギ源とした地域暖房方

式の普及と か，または個々のビルでの良質燃料への切換とかが考えられ

る。地域暖房は札幌市の市街地にみられるように公害対策のーかんと し

て既成市街地に強引に実施にうつされる場合もあるが，一般的普及のタ

イプは市街地の再開発とあわせて実施にうつされる乙とが考えられる。

前記の大阪市の中心部に対 して地域暖房の プロ ックが次々と拡大 した場

合の大気汚染の予測図が図- 2 である 。地域冷暖房の大気汚染防止効果

の大きい乙とを示している。

しかし地綾冷暖房の実現には多 くの困難な問題がともなう。カ、ス会社

は都市設備の有効利用とい う要請因子も手伝ってはいるが，後述するよ

うに経済的問題を多くの工夫でき りぬけ ，その他の問題も次々に解決 し

てガス方式による地域冷暖房を広めつつある。

2. 都市施設の有効利用

近年の都市ガスの需要は年々 1096以上で増加し ，その需要の特徴は夏

は冬の半分程度の需要量とな っている。乙の夏冬の需要較差は年々拡大

の傾向にあり ，ガス供給設備の効率のよい利用という点からは大きな問

題となってくる。ガス会社がガス利用冷凍機の販売に進出したり ，各地

，j .I O  

図- 2 地法暖房化による亙硫磁ガス汚染の逓滅状況) ・ 部分が地域暖房化の区主主)
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めに冷暖房の規模lとより多くの方式が開発されてきている。方式の開発

にあたっては単に効率のよい冷暖房機器を開発するという のではなし

集中化によって経済性を求めた地域冷暖房方式や， 電気設備費，保守人

件費をも含めて経済性を見出した方式など，検討範囲が非常 K 広くなっ

ている。次に計画，実施例をとおして冷暖房規模別にその経済効果を検

討してみる。

の地域冷暖房計画の推進力となっている背景には，乙の季節較差の是正

が大きな因子となっている。

都市のエネJ レギ計画の上からもーたん設備投資された都市施設( エネ

ルギの発生および供給施設) をできるだけ効率よく利用するという考え

方は，エネ ルギの有効利用と同程度に重視しなければならない問題であ

る。乙 の点からも電力の場合の夜間電力の利用 ，ガス の場合の夏期利用

の冷房暖房方式は ，その必然性と可能性を今後も十分検討する必要があ

る。

① 大容量の地域冷暖房の場合 (冷凍容量25500冷凍トン〉

ある再開発計画 (建築延面積 777，2∞) によりケ ース スタディをして

みた。乙のような場合プラント 方式は図- 4 K示すように，都市ガスを

燃料としたボイラーにより蒸気を発生させ，それによりタ ーボ冷凍機や

吸収式冷凍機を運転することになる。

経済比較は図- 51[. 示すようになった。乙乙ではガス料金を自 家使用

として普通の% 程度K して計算しているが，乙のようにいろいろ工夫す?

経済性の追求

1 ， 2 ，で述べたような社会的要請因子を有するガスによる冷暖房方

式は，経済的に従来のもの( 電気で冷房，重油では暖房する方式) と同

じ程度のものものであれば実施にうつされるケースが多くなる 、乙のた

図- 3 全体を地域鰻房化した場合の大気汚染の状況
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図 - 4 大容鑑地主主冷暖房のプラント方式
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れ ば，一般的な方式( 電気方式) とガス方式はほとんど差がない ζ とに

なる。なお地域冷暖房をすると普通多くの集約化のメリットが出て ，各

建物個々に冷暖房する場合よりも経済的になるが，乙のケ ースの場合も

下表のような経済性が出てきた。

冷 水 単 価

( 円/1000Kcal )

蒸 気 単 価

( 円/1000Kcal)

地織冷暖房化の場合 11. 07 5.1 1  

個別に行なった場合 18.26  8.71 

② 小容量の地織冷暖房の場合 (冷凍容量2400i 令，東トン)

人口 5 万人程度のニュ ータウンの中央施設( 公共，業務，購買施設等)

に冷凍容量お∞冷凍卜ン程度の地域冷暖房をガス方式ICて行なうと非常

lζ 経済的になる場合がある。その大きな理由はガス方式を採用するとと

により笥気設備容量が少なくなり高圧受億方式が可能となる。一方，篭

気方式( 電動ターボ方式) は特高受電方式となり受電設備費の点で大き

な差がつくからである。

表- 1に示すようなタウンセンターに対する経済比較の結果を 表 -

2 ， 3， 4 ，図- 61ζ 示す。

③ 個別方式ーガスだき二重効用吸収式冷暖房機C300USRT) の場合

乙の機器は 1 台で冷凍も暖房も行なえる( 機械室スペスが小さくな

る) ，熱効率がよい ，ボイラ ー免許 ・冷凍機作業主任者などの資格が不

要 ，などの特徴で単体でのガスによる 冷暖房方式のエ ースとしてかなり

普及しはじめている 。冷房容島 3∞冷凍トンの事務所について包動タ ー

ボ方式と比較したものを表- 51ζ 示す。結果はほとんど大差なく ，機械

室面積や公害防止設備が不要となる点で有利な面がでている。実施にあ

義一1 某ヲ ウンセンタ 一概要
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用 途 面 積 備 考

住 宅 施 設

公 共 施 設

購 買 施 設

その他事業施設

駐 車 場

59， 152m'  

16，644 

20，236 

9，964 

26，000 

1，250戸 3. 2人/ 戸

区役所、保健所、公民館、図書館等

スーパ一、市場、独立后舗等

事務所、ホテル、映函館 、 ステーションビル等

900台

. 0.  

ロ 言十 131 ，996 

表 - 2 方式別プラント機器複要

三」
器 供給; 令熱媒体 l機

ヵ- ス方式

( ! 重効用吸収式冷凍機(山 R T X 3 )

+ 蒸気ボイラー ( 2，840，OOOkcal h X 3)  

; 令水 6' / 12・c

温水 85' / 75'C  

電気方式

( 電動ターボ冷凍機( 620US R TX 2叩 凶R TX I)

Ｋｾ 星水ボイラー Ｈ Ｔ ＮＲ ＶＰ ， OOOkcal / h X  2  )  

冷水 5' 11・c

温水85' / 75'C  

(但し，住宅建股に対しては緩房のみ計画する。)

方式別建段債の比較

図 - 5 大容量地緩冷暖房プラント方式見1) 経済比披111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111I1111r11111111111L11111111111111111111111111t1111111111111111111111rur
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たっては ， 乙の事務所 の場合，電気方式( 熱回収 ヒー トポンプ+ パッケ

ー ジエア コンディショナ一方式〉の方が空調賃金体として有利 となった

ので電気方式を採用した 。

④ 個別方 式ーガス エ ンジン駆動ターボ冷凍機方式の場合 C370US RT)

乙の方式はガ、スエンジンが冷凍機用とと もに非常用予備電源、に も接続

されて，そ の経済的有利さを見出され実施に うつされるケ ースが大部分

である。 2 ， 3 年前かなり実施されたが，最近は③のガスだき二重効弓

式におされて実施例が少なくなっているようだ。典型的な実施例として

大林組!eて設計施工された東洋ホテルの場合を引用させてもらう 。熱源

方 式として低層部パブリック系統と高層部客室系統にわけ ，それぞれに

いろいろ な熱源方式 を計画 して比較検討 したもので，結果は低層部系統

表 3  方式別建股費 (単位: 1000円)

表- 4 方式別単価 (単位: 円/ 10∞Kc. l )

le ガスエンジン方式が採用されている。 表- 6 ! と示す経済比較において

も，やは り電気設備の点て・経済性 IL大 きな差がついてきている 。

4. ま と め

乙れから の 冷暖房用の良質燃料と しては， 電気 とガスが考えられる

が，そ れ ぞれの長所を有し ており ，経済 的にみても その優劣はケ ースパ

イケースで前後する。防災上の問題 ，経済的問題などを持ちながらも技

術的 な工夫，努力 によ りそ の可能性の範囲を着実に拡大している。優劣

比較の要 素も各分野にま たがり 広 が ってきて い るので，われわれもでき

るだけ広い視野を もっ て常に客観的に検討 して いかなければならないと

思う。 ( 乙うの もとあき 旧〈日建綬針設備部〉

図 - 6 方式別必要年間経常費の比較 (単位: 1∞万円/年)
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- 90. 811 33 .99  凡例 ・
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表- 5 ガスだき二重効用吸収式冷暖房機経済比較

電動タ ー ボ冷凍機

ポイラ (重油だき )冷暖房機( ガスだき )

冷 凍 機 本 体 22，000  

付 属 機 器 設 備 2，500 

電 気 設 備 1，400 

配 管 設 備 3，000 

15，000 

4，500  

2，日00

5，500 

3，000 

建 物 l∞ m'

公 害 問 備 |不要

そ σ〉
他 1

計 28，900 

電 力 料 金 853 

ガ ス 料 金 3，020 

重 泊 料 金

人 イ牛 官量

補 修 消 耗 品 費 200 

減価償却費機材 1，734 

建 物

支 払 利 息

税 金 23 1  

言十 10，455 

58 

180m'  

必要

30 000 

3，099 

726 

1，960 

800 

1，800 

2. 550 

240 

11 ，175 

表- 6ガスエンジン式冷，束機システム経済比較 (空間衛生工学第<<巻第11号)

燃料費: 電気 (夜間料金適用 ，基本料金税込み) 6. 10/ kwh 
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J レビ化力省

省 力 化 の 方 策

ヒツレ設備のうち省力化を目的として行なわれているものには ，その取

扱いに関し ，特定の人を対象とした ピルの保守管理に属するものと ，一

般の人が主として関係する事務作業面での省力化を目的としたものの 2

種類 lζ 大別される。

2. めじlま

2-1 ビル管理の省力化

管理に関係するのは限られた人であるとはいえ，専従者であり ，建物

の規模が大きくなるにつれてその業務 lr. 携わる人の数は相当多数にのぼ

る。また ，ピルの保守管理業務lζ は，それ相当の経験者や熟練者を必要

とする点 もあっ て，人件費の観点か らしても軽視できない問題であり ，

設備計画に際 しては，常にシス テム の最適化とと もに，少数の管理者によ

ってメンテナンスできる方策を心掛ける乙と が大切である。乙と数年，

大規模な ピJ レにおいて，高価な コンピューターが設置せられ，ヒツレ制御

用と して用いられている建物がふえつつあることは ，保守人件費の軽減

や，設備の高度化に伴う保守の質の向上，という 両面から課せられた結

果の必然的な傾向といわねばならない。

(  1  )  計算機制御監視段備

受変電，空気調和，換気，衛生など，建築設備会般の制御，監視，記

録，表示を コンピュ ーターを介して行なうもので，従来，一般的であっ

たリレー方式などに比べて，記憶回路を有し ，プログラ ムによって高度

"'“ 111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111“1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111I 11111111111111111111111l 11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111“自11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111

受変電 配 電設備

冷凍機ボイラ 一等

熱波設備

空調 機 換気設備

衛 生 動 力 設 備

制御監視系統図
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近年，技術部門はもとより ，事務部門に おいても ，労働力不足を反映

し， また作業能率の向上を計るための ，機械化，合理化が積極的 lζ 推 し

進め られている 。作業の合理化は，労働力の軽減 Ir . 寄与するのは もちろ

んの乙と ，より安全に ，より正確に ，より速く作業を行なわし めるもの

でなくてはな らない 。生産部門ではいち早くオ ー トメ ーション化の波 Ir.

よって，数多くの産業において具体化されているが，他方，事務所を主

体とした ピルなど，いわゆる非生産部門においては，いく分乙 の点! こ関

しての取り組み方が消極的であるといえる 。また，その有効な方策を見

い出す乙とは，はなはだ難かしいといわねばな らない。前者，つまり生

産部門での合理化は ， その評価が "生産性の向上" に代表さ れるよう

に， コス トの面で具体的な数字によ ってその効果を明確にできると乙 ろ

が，積極的に推進せられる所以であり ，鉄鋼，石油など主要産業でのプ

ロセス コンピュ ーターによる生産管理は， もはや当然の ζ ととさ れるに

いたっている 。一方，ピルの合理化は生産部門での取り組み方と異質の

ものであり ，現実 Ir . 改良された 乙と が明らかであっ ても，効果を直接数

字で表わす乙とは難かしい場合が多い。一般にピJ レの場合には，保守管

理においても ，また事務管理においても ，熟練者，非熟練者の両方を含

めて，より少ない人材で作業の処理や管理を効果的に行なう乙とを，直

接の目標にする乙とが多いと考え られるので，乙乙では省力化ヒワレと称

し，以下その設備面で:の方策について簡単にふれてみる乙とにする。
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時

その他動力設儀
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な制御や監視が可能となるので，人による作業が大幅Iζ 軽減される。将

来は，エ レベータの群管理との併用や，防災関係への適用も考えられる。

図一 1 に概略の系統図を示す。

機能を分類，整理すると . あらまし次のようになる o

a  制御に関するもの

1  ) 自動発停制御 : 諸動力などの発停を，プログラムに従って自動的に

行なうもので，プログラムは平日，休日，半休などのパタ ーンに分か

れる。

ＲＩ 冷 凍機台数制御 Ｚ 負荷仮Ｎｾで要求される容 ｅ に応じて ， 必要最小台数

の巡転を行なうもの。

3 ) 電力ピ ークカッ ト制御: 契約tE力を趨過して使用するのを避けるた

め，設定値によって予め計画されたプログラム {ζ 従い ，重要でない負

荷を所定時間，停止 吉せる。

4) 停電時，復旧時制御 : 発電機や保安負待の制御 ，エ レベ ータへのア

ナウンスなどを定められたプログラムに従って行なう。

5 ) コンデ ンサ台数制御 : カ率を自動的 IC改善させ，料金の低減と配線

路の効おを上げるもの。

6 ) 変圧器台数制御: 電力負荷 lこ応じて ，必要最小分の変圧器台数を選

び，ロスを少なくさせる。

7 ) その他制御 . 熱源や空調機など，各動力負荷や電力機器の運転，環

境設定条件を許容される範囲内で，高効率，必要最小限の運転を行な

うための予測を取り入れた最適化制御や，ク ー リングタワ ーの台数制

御などがある。

b  監視に関するもの

1  ) 自動走査監視: 受配電の主要点や，温湿度. 圧力などについて ，計算

機に記憶された上下限の設定値と比較し ，単位時間( たとえば 5 分間)

どとに走査監視して軍基報を発する もの。

2 ) コンデンサ運転台数監視

3 ) デマンド監視

c  記録に関するもの

1  ) 自動日報作成 . 受配電，空調関係の計測点について ，単位時間どと

に自動計測し，タイプライターの所定用紙1C印字する 。また ，合計値

や平均値も算出 ，印字する。

2 ) 任意時刻作ぷ : 1  ) と同じ内容のものを任怠の時刻lζ 印字作表する

機能。

3 ) 操作，故障記録 . 主要な操作点の操作記録や故障の内容について，

笹報とともに印字するもの。

4 ) 混度，湿度任意記録

d  表示に関するもの

1  ) 選択計測表示・グル ープや個々の内容について選択釦により任意に

ディジタノレ表示するもので，電力，電圧 ，電流 ，湿湿度，圧力などが

対象となる。

計算機制御による効果は次の 4 点 lζ 集約され る。

a. 少数の保守員で管理できる 。

b. 合理的な経済運転できる。

C . 占有スペ ースが小さくなる。

d. 管理精度の向上と誤動作など，危険防止に役立つ 。

(  2  )  自動検針設備

言，. ill を必要とする短気，ガス ，水道の各メ ーターを定められた時期に

自動検針し，使用置の計算を行ない ，かっ請求書までを自動作成させる

ものである。多数のテナントを収容するピ J レなどでは，従来の入手によ

るものに比べ飛躍的な省力化を期待できる。料金の算定は正確，公正，

かつスピーデ ィiζ 行なえるし ，検針時の卜ラフソレも解消される。 図- 2

k システムの一例を示す。

( 3  )  防犯( 防災) 設備

従来の法令による火災検出や放送設備に加えて，夜間の防犯業務を軽

減させるため ，保安上の主要な位置に 7 イクロ波などによる検出装置を

設けて検出し ，さらに放送系統のスピ ーカ一回路を 7 イクロホン回路 lζ

併用してモ ニター し，現地へ直行する乙となく適切な処置を遠方lζ てと

れるようにするものである。大規模なピルでは ，保安巡回の労力が非常

に大きく . ( たとえば 1人が巡回するものとし ，動線の延距離がフ ロア

ー当り 2∞M とし て30階建とすれば. 6  kmとなり ，階の昇り降りを含め

て約 2 時間ぐ らい消費する。) 管浬の J レールによっては ，無巡回の夜間

管理も可能となる。インタ ーホーン ・システムにおいても ，通話用の子

機として設置したものを通じて聴取し ，一定音量以上の音が入れば警報

を発するものも，設備機械室の管理用として用いられている。

( 4)  自動コ・ンド ラ設備

アメリカで実用化されたと伝えられているもので，近い将来，国内での

開発が十分期待される。従来の入手による窓掃き装置では窓面積 lOOrrf

が l 人 ・1 日の能力とされている。

(  5  )  無線式個人呼出設備

従来ループコイル式のものが，ビJ レ，ホテ J レ，病院などで広く用いら

れてきたが，新らしく 26MHz ;貯の割当てが認可されたもので ，アンテ

ナ工事K よって簡単に設置できる 。ただ し，短波監理局への申請が必要

である。 ヒ)レ内lζ 設置された霞話設備やインタ ーホ ンの通信設備を併用

して，管理者聞の迅速な述絡が可能となる。

(  6  )  その他の設備として，自動アナウンス装置，数台のテレ ビカ メラ

を l カ所でモニ ターできる装置，カー ・ポジションどとの管理ができる

駐車場設備など，種々あげられるが，保守を不要にする " スポット受電

方式 Ｂ Ｓ Ｚ ｾ 1 も前述したもの とは少し異なった方向での省力化である。

l ! i l 受電用しゃ断器を省略した受電方式 ( 22kv) で，都市の大容量需要: まに適用されており ，

今後も増加する傾向である。
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図- 2 自動検針システム
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写真一 1 完全自動復写機

2-2 事務作業の省力化

事務作業の省力化は，まず第一 lζ 文省; 管理の省力化lζ 始まる。その他

のものでは，通信や計算: 業務に関するものと ，速用 lζ 関する設備があ る。

(  1  )  文書管理の省力化

a  作成の機械化一一カナタイプの導入

1  ) カナタイプ文書作成の省力化は文書形式で工夫する乙とが先決で

あるが，いぎ作る段階ではタイプライターの活用 ，とりわけ，カナタイ

プの導入がある。現在では，会計・機， ｾＭｇＺ子計算機など ， 文書の機械化

はすべてカナになっている。その長所としては ，スピ ードア ップと .

間途いを少なくできるのが，和文タイプlζ 比べてすぐれている点で，

手苫きに比べると 一度 lζ 多くのコピーがとれる利点もプラスされる 。

b  文書の複写一一省力複写機の採用

事務省力化の原則は ，転記を少なくする乙とである 。必要な複写は被

写機械で作る乙とになるが，極類は周知のものを含めて非常に多いので

新らしいもののみ記す。

1  ) 完全向動被写機 ' 綾写部数が多くなると手間もかなりま2す。そ ζ で

ｊｊ ［ｲ ｬｬＺＧｾ を装 ｊ Ｇｊｾし，向 ｩ 数をセットするだけで ， サイズを検知して，感光紙

をLI 動的に iきり山し ，被写部数 l セットごとに了合作業まで臼動化し

た機械で ，綴じ込むだけで ，作業は完了する 。写真のものでは 1 ]与1150

頁のものを ，29部まで自動後写できる 。 (写真一 1 参照〕

2 )  1と1動プリンクー・感光紙による複写の経済性は ，50部ぐ らいまで と

され ，それ以上の場合はオフセッ トによるプリンタ ーなどが用いられ

る。新らしい製品としては，オフセット版を屯子式で作成する際に，あ

らかじめプリント枚数を特定の記号で 7 ーキングしておき ，それを版

作り機械とペア ーの自動

プリンタ ーにかけるもの

で，J坂のセット→プリン

卜枚数の読取→プリント

→版の排出 ，のl闘に ，イ ン

キング，給紙などの動作

をすべて全自動で行なう

ものである。現存のもの

では，プリントは50極頬，

4 桁のプリント枚数まで

処理できる 。プ リン ト速

度は， 4∞0- 8C削 枚/11寺，

の高速処理能力がある。

文書の送受一一

搬送設備の設置

会社内の運搬業務，とく

図 - 3 ポッヴス コンベア装置

c  

内

4

a
何

.，

‘

 

思

吋
M

ボックスコンベア

も ' “

に女子事務員の巡搬業務は日常作業の ｾｉ｝

で，多大の時間，労力を賀している。あ

る調査によれば，定常時のエレベータ使

用のうち ，それらのために使用せられる

率が7096以上であると指摘されているよ

うに無駄な労力であるばかりでなく，他 国 騒 騒 膨 鏡 、 ‘ 、

の機能にも影響を与えている。文書の流 艶 ヨ ご7 P 潤戸ーぷー止ぷ ぶ

れは ，正確 ，迅速でなければならず， また秘密を守る工夫も必要であ

る。エアー シューターやメー J レリフト ，ダムウェター，ケースコンベア

など，従来から比較的 ，よく知られているものは省き ，最近，登場した

文書，小荷運搬用のm: 直搬送設備について記す。

1  ) ボックスコンベア: 装置は図- 31 C 示されるように，一方向に連続

して回転するチェーン iζ ボックスを拾う枠が取り付けられており ，送

り出しのレ ーJ レにボックスが載せられた場合は ，空の枠が来た時，シ

ャフト内のスイッチで検出して入口扉を開き， ボックスを粋 IC受け

る。シャフトに入ったボックスはそのカーソ J レIC指示されている階の

降りレールの位置に 自動的に送り出される装置である。降りレ ーノレ! L

ボックスが放置されて送り山すスペ ース のない場合は再巡回する。ボ

ァクスはピノレのメイ ノレセンタ ーを中心! L ，各階のステ ーションに備え

付けのものを置き，到着したボックスは出発階へ戻す。ボックスの標

準サイズは330x5∞ ，童話は10kgであるが用途に応じて寸法は可変で

あ る 。 ( 写真一 2参照)

d  文書の保管一一ファイリングと保管システムの省力化

毎日 ，われわれがくり返している仕事の中で ，文書を探している時間

は案外，多いものである。ファイリングの要領や技術は本題から少しは

ずれるので省くが，乙乙では，保存の技術と文書: 格納の機械化について

の方策をとりあげる 。

1  ) マイクロフィルム: 現代の社会では情報が際1I艮なく入ってくる。そ

れも ，複写機の普及のせいもあってか，コピーを多くとるととが文書

の増大に一層拍車をかける。捨てるととが，保管の合理化! L 結びつく

といってもよく，企業に必要な永久保存文書は ，5 %1ζ 満たぬといわ

れる。残す場合の方法 i ζ 7 イクロフイ J レム ICよる保存法がある。

写真一 3，4は7 イクロフイ J レムの一例( 実物の 1. 15倍) と撮影機であ

り 1台の機械ですべての処理ができる。 l シート( 縦10，5c皿機15cm)

fC60枚の原本がマイクロに扱れ，とれをファイリングして必要に応じ ，

リーダーで拡大して読んだり， リーダープリンターで拡大使写すると

とができる。コス卜は種類によって異なるが，写真のもので l 枚当り

約 l 円である 。コンパク トな乙とが保存のすべてκ 通じる特長であ

り， 1万頁は約 2 cmの厚さに納まる。

2) 電動棚 -フ ァイリング ・キャビネ γ トや P C S オートファイノレなど
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写真一 3 マイヴロフィルム

写真- 4 マイクロフ ィルムの織影機

の小規模なものとは別に文書やパッケージ全般の大量収納を目的とし

たもので，従来，倉庫IC収納していた整理棚の機械化である。種類は

本棚の規模から用途に応じて種々あるが，床のレ ーJ レの上を銅製の棚

がm動で移動し ，作業スペースは 1つのグループζ とに 1 カ所のみ空

けられる仕組みになっているので，占有スペースは従来の% 以下にな

り，空間の高度利用もできる。( 写真一 5参照)

(  2  )  通信，計算業務の省力化

a  電話設備

外部からの着信が中継台を経ないでダイヤノレインする乙とによって，

交換業務を省略できるセントレックス設備( 電々公社の直営設備〉があ

る。加入者集団などの制約はあるが，ダイヤルインの率が高くできる特

定の通話先が多い場合は有利である。さらに一昨年より登場したプッシ

ュホン( 押釦式電話機) は従来の通話としての機能のほか，データ通信

装置の端末装置としての用途がクローズアップされている。端末装置と

しては，ボ タンを押す乙とによって . 2 周波の信号をセンターへ送る入

力とし ，機能ボタンと数字ボタンの組合せで数字，文字，記号を送る。

出力は受話器IC音声で戻る。 m話計算システムでの計算は ，加減乗除，

複利計算，数値積分などライブラリ ・プログラムの範囲内で可能で，料

金は度数計で電話料金に加算される。

b  その他設備

給与計算，その他事務計算のための計算機・ンステムのほか. ' i l ! 公々社
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写真一 5 電動翻

のデータ通信回線によるオンライン ・リアノレタイム計算システム，また

文書の作成と通信の両方 IL機能がわたるものに，テレックス ，ファクシ

ミリなどの設備がある。

(  3  )  運用 に関する省力化

巡用面では比較的よく知られていると恩われるが方策の項目のみ述べ

る。

a. 会議室など，室使用ならびに予約など，管理表示装置

b  在席表示設備

c. スライド，プロジェクター ，オーバーヘッド ・プロジェクター ，笑

物投影機なと・会議講演などの表示装置

d  テレビ電話システム

e . 特殊カード( 身分証明書) による購入，貸出の計算機管理

3. お わ り に

省力化の方策について ，以上簡単に記したが，技術の向上と時代の要

求によって，今後ますます改良せられ新らしいアイデアのものが出現す

るものと思われる。とくにピノレ管理面での省力化についていうならば，

省力化がシステムの機械化のみに通じるのでなく ，それぞれの機器や，

装置自身での信頼性や性能を向上させ，個々のものを無保守にしていく

方向での努力が，なされなくてはならない。

( なかやま かっとよ 阪大林組陵情節)



日 本 万 国 博

跡地開発計画|

T E A M BA R K  

14 ( 最終回)

T E A M B A R K  

奥 f呆 多 聞 ・ 奥 保 建 築 事 務 所

小 北博 一 ・ 双 星 社 竹 腰 建 築 事 務 所

徳 田 昌 吾 ・ 集 団 常IJ 作 建 築 事 務 所

木 内 俊 明 ・ 国 土 館 大 学

北 山 孝 二 郎 ・都 市 科 学 研 究 所

佐 久 間 照 弥 ・集 団 制 作 建 築 事 務 所

佐 野武 仁 ・ 桜 井 設 備 研 究 所

清 水正 俊 ・ 黒 川 紀 章 建 築 都市 設 計 研 究 所

芝 野 孜 ・設 備 計 画

長 崎 哲士・ 現 代 芸 術 研 究 所

中 森 孝 紘 ・磯 崎 ア ト リ エ

キ市 井 武 一 ・ 千 葉 大 学

松 田 隆 ・双 星 社 竹 腰 建 築 事 務 所

山 本 良 介 ・双 星 ヰ 土 竹 腰 建 築 事 務 所

中 東 達 男 ・ 平 田 構 造 研 究 所

中 村 守f呆 ・設 備 計 画

第 5 章 具体化への提案一 一

構 造 ・ エ ネ ル ギ ・ 空 間 ・緑

図 5 ー 1 - 1 ジャイアント・トラス( 縮尺 1 :  600)  

s  
a  

3  

彩、遠の跡地1) f. 1発の黙秘笑を締めくくるに当り、 z  

ｦＮｙｩＮ造ＭＧｾの ｦｪｴｚ 長すなわちジャイア ン ト ・ トラス の

具体 ￓＨｊｴｻｾ 長と、それに ｊｌ づく空間の姿を ｾｉＧＨｩ き、

前章の環境装置計間にあ，e< 、故事? 焔訟の電気設

備の計画データを務理11し、駄の都市 への JJ Il ij づ

けを策定した。

5  - 1 ジャ イア ン ト・ト ラス の提 案一 一

高層業務ゾーンの構 造

設定された高府業務ゾーンは延床而制約 242万

州 、地下 Ｒ 階、地上 ＳＰＱ 培、 Ｑ 阪は中間縦 Ｑｾ 道を跨

いで 360m、長さ約1 . 2kmの巨大怨築である 。

われわれはこの構造を、ｾｩｉＧ，階 Ｔ 層から Ｘ 府を

単位とするメガ・ストラクチャーを梢成し、そ

のr:ll(/) 、4 屑を持集:J 形式によって区切り、メガ

ストを順次m重ねて全体を椛成する 。 このメガ

ストはジャイアント ・トラスと称する 。( 図 5 -

1  - 1、5 一1 - 2参照)

われわれがこれに至るため設定した条件は、次

のごとくである。

( 1 )  TiHill 可能であること

(  II ) 桃造材料の低減

( 山) 構造材利i の制限ー少科大 iil 生 産一現場工

法の単純化一工費低減

(  IV ) 高層建築の変化および長周期振動の jf[ J1!i JI

( V ) 夜来工法との技術的、続前自(J な栴差に立

脚する新工法の確立

これらに簡単な説明を試みる 。 ( 1  ) に関して、

この規桜の建造物では数年間にわたって数JYI に

発注されることを予想し、また、粁{ 却の機能変

化に対応可能なこ と。 ( II )に |具l して 、ifd立低減

は似霊能率に関連して非常に重要であること 。

( 111 ) についてはすでにいい干甘されたことではあ

っても厳として存在し、条件の有平Jj な超高府建

築においても現枚では全〈解決されたとはし、ぃ

図 5 - 1- 2ジャイアント・トラスによる Proj ect706

一一¥

. 9. 9 .  

縫 い。

， 

ι 三凡

dシ

./ク

わ れ わ れ の工 法 に お い てはメガストには多少

の部付 の純獄を必要としても、そ の内宮11の 4 }帝

のミニ ストラクチャーは、メガストの弁j習に

わた って同一規絡が可能である 。( IV ) について

建物 の 平而形、 ｾ Ｇ Ｚｪ さ、 ｪ 荷数に つ いて内々異なり、

また、風の問題もあ っ て、阿 Ｍ Ｎ ｾｉＨｊ にいえないけ

れど、いわゆる柔梢iEが柔 らかくなればなるほ

と' 地震動による入力が減少する反而、変伎はm

大 し 、 ｬ ｴｬＡｾ誌 の 長周期 ｬ の 常時微 ｪｦｩ Ｉｪにも ［ｪｬ ｾ Ａｽｾ される

ことを巧えて、 ( その限界を見きわめることが閑

Mf I としても ) 入力が多くな っても変位の少ない

柿造物を F I l 氾! として、このメガストを立体トラ

スによることとした。 ( V ) についてはお祭り広

場の大 l iHHにおける巨大公柿 の刷工技術を育て

あげることによ って可能てあると! 日ずる 。 すな

わち、メガス ト、 ミニスト の組立て、1 l J j j f ( 、資

料の 各j号て'の j1Vi') 1きなど の紋術、また、五日，fifl .f，'i
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度、施工精度、施工能率など、 tt 重な経験から ても当然特高受屯である。( 当初シンボルゾーン

さらに技術、予算面での改良は可能であり、ま 受変電設備としての負荷答誌の氾! 定は4 ，000K V A

た、このE X P O- CI TY程度の規桜では予算j [ L j とした。) 以後順次、負荷の状況が多少明石産化

では非常に有利である。

今、跡地では鉄槌の破壊音が響き、が干を競っ

たパビリオンは打ちくだかれて瓦礁の山と化し

つつある 。46年 3 月には、シンボルゾーンと数

例のパピリオンを残して宴の跡はまさしく姿を

消し、もとの大地にもどることであろう。

残された建物群は、現時点で使用目的も確定せ

ず、保存するのみとしても適切な保守Z管一裂がな

されなければ老朽化は加速度的に進行する 。大

衆の利益のための具体的な跡地開発が一五IJ も早

〈開始されることを念願として、われわれの投

じた一石が波紋を起こすことを祈る次第である 。

5  - 2 電気設備計画について

まえがき

日本万国1専の協会恭斡施設のうち、シンボノレ

ゾーン関係の屯気設備の計画 ・設 計 ・監理をれ i

当し、設備の特長ならびに主旨を述べ 、今後の

同科.プロジェクトおよび跡地計画等に多少でも

参考に供すべ〈紹介をする 。 また現在までに電

気設備の紹介記、J¥. として、昭和145年 6 月号「fE設

工業」に協会問問英幸氏による記載、昭和45年 4

月号「屯気と工i:j'; j に近屯工、外山祝氏記載、昭和1

45年 6 月号「東芝レビュー」、伊東孝、大森徹氏に

よる記載、その他近畿屯気工不技術資料集の万

博特集記載などがある 。 ここでこれら各パート

に記載されていない、計画上今後プロジェクト

として、あるいは設計資料として役立つであろ

う諸項目をできるだけ簡単に述べる。( 但し、エ

ネルギ関係のみとする 。)

電力施設

1  ) 負荷への電力エネルギの分配と変電設備

表 5 - 2 一1 に示すごと く、目的による必要

なる各設備、すなわち照明、' ; I ! : 力、約報等、す

べてこれらは計画11寺、設計H寺では詳細! な資料が

入手困縦であり、かつ竣工後も、 Jll i ' l 次改修があ

り得るものとして設備しなければならない。 し

たがって施設のテー? としては、

(1) 負荷の状況に応じてフレキシビリティの

あるｾｉＡＺ力供給ならびに配線

Ｈ Ｒ Ｉ 工 ｪｾｪ の短縮を計るための機株のプレハプ

化ならびに工法

Ｈ Ｓ Ｉ 工事中のｾｬＡＺ工不足を予期した人工の節減

を 考 @: した工事方法

(4) 経済的な邦地殻と機能本位の設備

(5) 後日の機{ f f i : の転用と使用中の補給

(6) 安全であり、かつ保守人員の省化カ (保

守点検の簡易と運転の集中化)

以上の大方針のもとに、言諮名

を進めた。 したがつて、 これらめ3訪者一I項買目 lは立 一般

麹恕: 物の場千令干と主んら変りな〈仁、 万1博L噂刺yり古施白設に jlE限i艮t つ

たことでで与は主いと忠忠、J う。 今後、持建物もデザイ

ン、構造もさることながら、とくに建物の機能

が重要視され、向性能が要求されつつある。

万博施設の配ｾ｛ｌ計固ならびに変屯計画を行なう

場合に、お祭り広場関係施設は一 つの街作り℃

あり、小さな都市計画的要素ーがあることを念頭

におき務、 ｪｾ の検討ならびに比較を行ない、決定

し作業を進めていった。

2) 受電 と配電 電圧

受fEについては一般地殻と同じく、規模におい
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し最終答設としては6 ，000K V A とな った。受屯方

式についてはスポ γ トネ y トワ ー 7 受氾と、本

線予fnH*Ji!の 2 回線受' 屯の 2 方式が検討された。

i'l 荷の状態ならひ' に受変fE設イ'i1Hの経済比較を再

度検討した結果、本線、予備料! の 2 回受屯とし、

向w7J 切替えによる方式を操作するにコEった。

また、今回施設した変屯設備 の供給範囲は、

長さ 600 m で幅 100m 、地上 30m におよぶもの

で、容量的にも 一 つの団地あるいは小さな町に

匹敵するものであった。 したが って変屯所も 1

カ所に集中させず分散方式とした。 分l枚方式に

ついて次に少々述べると、中央屯気王寺ミより各負

荷の 11'付近へ高圧 6 K V ( 3 K V と 6 K Vのおのお の

の' 屯圧についても、 2方式の検討を行ない、今回

6 K Vとした。) で供給し、その場所より必要屯圧

に ｼ 除圧した 。 配 ｭ はループとし、名変ｾｉＡＺ室 Ｈ ｔｒ

ANS  B OX) 内部で自由にループ解除可能とし

た。このループ配屯は、配電路および主しゃ断i援

の故障、その他事故による停ｾｉＡＺを巧ー庖して、そ の

信頼度の問題であり、笑際にはあまり考え られ

ないもので、したがって、 fl 荷のフレキシビリ

ティの方がより重要ー視され、ル ー プ配fE を行な

ったと考えてよい。上記変屯笠設備を今回トラ

ンスボ ックスと呼ぴ、 一般変屯設備と区別した。

トランスボックスの形式としては、 パ ワーヒ

ュー ズ、泊入| 苅間然を設けたもので、機能本位

に考えたものである。容量的には75K VA ( 実際

は80KVA. . .・・ パナパッ クの規格品 ) と150 K VA  

の 2 tf¥類にし、その他は一般的な変屯設備とし

た( メインゲート用と太陽の椛ITJ )。 これらの考

えは、ユニ ッ ト化した一 つのカプセル ( エネル

ギ) とし、故障あるいは負荷沖l容量によるフレ

キンピリテ ィを考1¥' i i :して製作された。但し、実

際には、建物の性格上、ほとんど交役あるいは

明結はなかった。 この分散方式の考え方は、た

とえば屯力会社が屯力を、町ゃ村へ供給する場

令、: f'l 荷の附近に柱上変圧1fit を設湿して、数キ

ロにわたる稿用家へ供給をしている方式を建物

内へ導入したに過ぎない。 したがってトランス

ボ ックスは極力コンパクト化し、また、安全の

みを考慮したメカとして考え、 ｾＱￏ 圧母線より の

分岐も簡単に行なうべきと検討された。但し、

高圧ケープ J レの T 分岐あるいは並手Ij 分岐などの

分岐ソケ y トの開発が間にあわなかったので、

分岐はすべてトランスポ y クス内で π 分 l岐を行

なった。( 図 5 - 2 - 1、5 - 2 - 3 参! ! (¥)

負 荷 の 状 況 に 応 じ て 、 そ の 中心部に配置を行

なうことにより、負荷 の 未定喜ｾＪに対して、比

較的容易に供給でき、低圧1111J の配線豆長の短縮

により定圧降下、屯k; l j ! 品、その他工費等の諸点

を有利とした。

Ｒ 次側 Ｈ 低圧倒 ｉｊ Ｉ の 自己 ｾｉｉ l ( ! . 圧は、 400 V 級、 3

キ113 線 2 0 0 V 、主幹相 3 線100/ 200 V と各種検討

されチェ ックし、最終案として、 3 世4 W 100V ・

3再3 W 200V の共用取出し可能なる変圧器( パナ

パ Y ? 一一松下屯産商品名 ) をtrun し、変圧税

容量内で自由に屯圧が選べるようにした。但し、

欠点としては、各テナントなどで 3 世3 W の200

V と 100 V が必要な場合は最低配紙! として、 5

本以上 ( 容益によっては 7 本 ) もっていかねば

ならないことである 。
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図 5 - 2 ー 1 トランスボ ックス配置図 ( 大屋銀)
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図トランスボ ックス

図 5 - 2 - 2 トランスボ ックス配置図( 地上部)
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ち、都市と自然、という 一見相反する概念は実は

逆説的に 、深い l関わり合いをも っている 。 日本

の都市群は札幌を除き、常緑広葉樹林帯にあり、

全総の中央地帯と西南地帯とオ ーバーラ ップす

る。世界の都市群の連絡平野は、夏緑広楽樹林帯

5 - 3計画の方向づけ一一緑の都市

日本列島の土地利用形態一一都市群 の空間配

列は、植物の生態的空間配列と深い関係を もっ

ている 。 すなわち、日本列島の級生図 f 図 5 -

3- 1) は、全国総合計画図と 一致する 。すなわ



お、 M物Mr高 の 秩 序 あ る 生 態 配71
J と、盟かなオ

ー プ ン ス ペ ー ス を 持 っ て い る 。 西 南 地.}ti が海と

12かな ilit 伴線と常緑広葉樹林干wを 保 持 す る 配 列

は 、 東 京 を 中 心 と す る 札 幌 か ら 徳 間 ま で の 2000

k mの 主 袋 な 幹 線 に 直 交 す る 幅 250k mにおよぶ

自 然 の 体 験 と 健 康 の 回 復 と レ ク リ エ ーションと

の ネ ッ ト ワ ー ク を 予想 する。( 図 5- 3- 2 参照)

都市空1 / り のお 密 度 化 は そ の ネ ッ ト ワ ー ク の 巾で

オープン ・ス ペ ー ス の バ ラ ン ス を と る べ き で あ

ろう。

1970年から 80年代にかけて、都r J i の 物 的 環 境 が、

ほとんど繋備されるとするならば、 12か な 文 化

を 生 産 し て き た 自 然 の 生 態 的 秩 序 に よ る 同 土 計

阿 を再検討しなければならない。

者11 TIi の イ ン フ ラ ス ト ラ ク チ ャ ー は 、 エ ネ J レギ

ー ・的朝日物質 の結 合 か ら解 休 に 到 る 燃 焼 過 程

を 支 え て い る 自 然 の 生態 的 秩 序 を 、 長 い 時 1m系

列 の ｲｬ｝ で什車 ｾｬ みとしている 。

万 博 の敷 地 は 、 江 戸 時 代 よ リ 、 竹 林 に お お わ

れ 、 そ の 樹キ11は 竹 林.75% 、 あ か ま っ 15% よ りな

っていた 。 そ れ は 栽 ば い さ れ て い る 人 為 的 向 然

であった 。

t('; 3  ｩＧｾの土地 利 ｭ ｲＮ Ｑ ・画を千ｾニュータウンお

よ び 万 l司jiJ j の 土地機能配分と比較すると、 表 5

- 3 - 1 となる。

勝 尾 寺 周 辺 に 残 存 す る 自 然 樹 林 と つ ら な る 、

オ ー プ ン ス ペ ー ス を 含 む 、 大 阪 閣 の紋 の デ ザ イ

ンのもとに 、EXPO- CI TY は 性 格 づ け な け れ

ば な ら な い。 初r J i と 自 然 の 共 存 は 、 人 Il fJ の廃 史

の文 化 史 的 表 現 で あ る 。

跡地開発 ｩｾ I間的処突を進めていくに. ' . 1' ，' ) 、紙 l師をfjl 供し、

何々の御sIJ : 1 を聞いた、日本建築協会編集部的特憾の御1'7-

立に感，，1I の J 紫をささげます。

2400 日 T
1

365日 T
2

120日 T
3

30日 T
4

7日 T 5

24時間 T
6
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表 5 - 3 ー 1 土地利用 計画

跡地開発計画 %  万国博 %  千里 ニュータウ ン

道 路 22  22 .4  

公 園 緑 地 31 24 .4  

業務 、公共、文化施設 18 シンボルゾーン、管理、サブ広場 6.9  商工業施設

諸 施 設

大学 16  パピリオ ン 12. 9 公共施設

住宅 13 遊園地 5 .9  共同住宅

駐車場、 サブゲート 27 .5 個人住宅

面 積 25 1  ha 100 251 ha  100 11 60 ha 

図 5 - 3 - 1 日本列島の自然植生図

ー 高 一 帯 ( イ7 … モ モ ト ウヒ クラス域)

夏緑広葉樹林帯 ( ミズナラ、プナクラス域)

常緑広葉樹林帯 ( ヤプツバキクラス減)

図 5 - 3 - 2 遊び - 空間・ 時間

万国博、金婚式、オリンピ y ク、海外旅行

いろはかるた 、年賀状、百人一首、旅行、登山、双六 、博覧会

都おど町 、顔見せ、名作展、海水浴、運動会、墓参り、花見、秒濃町、 スキ ー

文楽、交響曲、謡、遊園地、古寺、植物園、水族館、動物園、ミュ ージカル、ハプニング

T V 、流行敬、体操、スベリ台、ブラン コ、パチン コ、キャッ チポール

P 1  1000km' 国立公園

大雪山 ( 2319km' ) ←→山陰海岸 ( 90km' )

P 2  1000ha 固定公園

ウィーンの森( 7475ha )←→ 明，古の森箕面 ( 963 ha)  

P 3  100ha 自然的都市公園、海中公園、

ハイドパーク ( 142haト→服部緑地 ( 94ha) ' ー ・日南海中公園 ( 56ha)  

P  4  10ha 運動公園 海中公園遊園地

宝塚ファミリーランド ( 15 haいー今天王寺公園 ( 23 ha) ←→昭和山公園 (1 1ha)  

P 5  1  ha 広場 ・児童公園

EXPOサブ広場 ( 1ha) ←一寸大都市平均児童公園 (0 .3 - 0 .5同)

P 6  0 . 1  ha プレイロン ト

%  

22 

24  

4  

6  

23 

21  

100 
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戦 後 の 建 築 運 動 史

関 西 に お け る 2 5 年 の 歩 み

N  A  C 建 築 運 動 史 部 会
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V  社会と建築のつながり - 2 -

V - 3  民主化シリーズ

職域における建築技術者の実態とその民主的なあり方について，深 く

追求しようとしたのが .1965年の主な活動であった。 N A C として，第5

回総会の運動方針の具体化をはかるにあたって，設計事務所，大学研究

室，それに官公庁の三つの職域をえらんで，建築技術者の活動の指針を

えようとした。それぞ‘ れの職域には，それぞれの条件があるが，その特

殊性をふまえた上で， ぶつかっている技術上，創作上，その他の問題を

とりあげ，職場の民主化をはかるためにはどうすべきか，とくに. N A  

C 会員として，それぞれの職場で. N A C綱領をどのように生かして，

地についた活動をしていくかがとりあげられたのである。設計事務所，

大学研究室，官公庁( 行政) の三職域をえ らんだのは ，当時の N A C会

員の磁波分布は，設計事務所分野43.796. 大学研究者 14. 696. 官公庁公

務員 19.896と他の職域1[. 比して圧倒的に大きい比率をしめていたからで

める。

そ乙で， まず，第一部として「設計事務所の民主化の方向一一新建会

員が企業に どのよ うに影響を与え，どのように動いていったか」という

テー7 で. K 建築事務所の報告をめぐって討論した。株式会社としての

企業の理念と存在の条件と. N A C会員として綱領の精神をどうそれに

反映していくか，その相互の問題をどう内面で統一するかの努力 ・学習

から始めた という貴重な経験がのべられた。社会的環境が変化し ，所員

がふえ，企業が大きくなっても ，しょせん中小企業としてのわくをでな

い設計事務所にとって，きびしい苦しい面も生じていきているというあ

らたな条件のなかで，企業の経済的な基礎をつくりあげる設計 ・計画の

理翁や技術をよく 学び，内面から N A C精神を貫くよう努力したいとい

う報告をめぐ って， みな身近な面 もあって，討論lζ 花がさいたものであ

った。株主，経営者，所員との関係はどうか，住宅技術，建築設計技

符，宅地造成( 都市計画) 技術をどうたかめていくか，つまり経営と技

術蓄積の問題はどうか， さらにその民主々義的な運営のあり方はどう

か. というかなり具体的な問題までつっとんだ討論であった。

つづいて，第二部として. r研究室の民主化の方向」と題して. r① 

どのように研究テーマをえ らぶかJ r②どのように研究組織を運営して

いる かJ r③どのように研究の成果を社会 lζ 還元しているかJ をめぐって

例会で討論 した。研究室として， 京大 ' N 研究室，京大 . K 研究室，京

工大 ・I 研究室の三つをとりあけ町，都市計画を中心とした研究室，耐震

構造を中心とした研究室，設備原論を中心とした研究室のそれぞれの立

場から報告された。教授一助教授ー講師一助手一博士課程→彦士課程一

研究生といった関係から，教育 ・カリキュ ラム ・ゼミのあり方，委託研

究のあ り方 も含めて，上記 3 点を中心iとし て，討論さ れたものである。

さらに ，第三部では . r官公庁における建築技術者の民主的活動」を

めぐり ，とくに 「計画のきめられ方」について，大阪府企業局，大阪市

建築局の実状を中心にして報告 ・討論された。自治体は住民の自治組織

でありながら . 3割自治といわれる実状にある。そのなかで，建築技術

者は，いかにして建物の建設計画と地域住民との相互影響を調べ，それ

をいかに計画にフィ ー ドパックさせるか，それが日頃の仕事に結びつけ

た長主化の活動であるという報告がさ れた。しかし官公庁技術者と市民

団体との市民の婆求をうけとめる組織がほとんどない。その点. N A C  

のような組織が重要で必要であると強調された。また ，ニュー タウン建

設でも，計画段階では「緑と太陽の町」とか「大阪府の住宅難を一挙に

解決J というキャッチフレ ーズであったが，現実 lζ は，施設も計画どお

りいかなかったし ，家賃も高くはねかえってきている点もあるし ，よい

町を作ろう とした技術者の努力は，キ ャッチフレ ーズとして利用された

たけで，内容はすりかえられてしまっている点など批判もでた。また ，

計画案の研究委託が一種の産学協同の形でなされているが，その本質は

何かといったような乙とも含めて，官公庁技術者の社会的責任を討論し

たものであった。討論のなかで，神戸市，京都府，尼崎市の例などもも

ちだされ，設計外注方式の是非も問題になった。

月をあら ためて . r政労協企業体における建築技術者の民主的活動」

として，日本住宅公団労働組合住宅政策委員会の活動の報告をめぐって

例会をもった。 r政労協」とは. r政府特殊法人労働組合協議会」の略

称であり ，日本住宅公団労組( 日住労〉もそのひとつである。住宅政策

委員会( 住政委〉は . 1962年の総評の大会で，政府の住宅政策転換遂動

をしようという 乙と になって ，日住労のなかに設けられたものである。

いままでに ，革新の立場にたって住宅専門家から住宅政策転換運動に寄

与する問題. 1  L Oの勧告にある企業内住宅( 給与住宅) の是非をめぐ

る問題，公団の政策を労働者の立場から 批判し正しい方向へ向 ける問題
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などをとりあげて，往政委はとりくんできたが，そのなかにおける建築

技術者 ・計画者の民主的な活動がいかK 大切で・あるかが討論された。

乙うした一連の「民主化シリーズ」 の例会を経て，設計，研究，行政の

各職場にいる技術者なり NA C会員が，どのように相互関連をもって活

動していけばよいかを考えていくため，総括例会ともいうべき「建築技

術者の民主的活動の方向- N A Cの綱領を職場に生かすために一一」

をとりあげた。乙の「民主化シリーズ」は， NA Cが企画した例会のな

かでもかなり白熱した会であり，若い技術者の入会も増えたし ，あとあ

とまで，いわゆる「民主化シリーズ三部作」としていつも話題になった

ほど注目すべき例会であったといえる。 i建築生産における技術者の役

割」という例会もあわせて行なうなど，1965年は，職場における技術者

の実態と役割をあきらかにする上で充実した年だった。

Y - 4  社会と建築のつながり

1967年になると， NA Cの運動方針として ， i最近の主要な特徴にあ

らわれている反人民的な傾向を批判し ，新建としての提案を建築ジャ ー

ナリズムや講演会を通じて社会に発表するとと」の具体化がはかられ

た。例会と部会で，社会から何をまなんで，何を社会へかえしていくか

を検討していった。 i国土利用論」のシリ ーズもそうであったが，とく

に， i社会と建築特別部会」を設置して ， i社会と建築とのつながり 」

とは何かを追求して，雑誌に発表したりした乙とは大きな活動のひとつ

であった。

すなわち， i社会と建築特別部会」に参加した NA Cのメンバーたち

は，当時，政府が建国記念日としておしつけた67年2 月11 日の休日を逆

に利用して ，意義ある討論の日として第 1回目の部会をもった。以後，

数回にわたる部会での討議を通じ ， まとめたものが， i建築と社会」

1967年4 月号IL発表された「社会と建築とのつながり 一一新らしい地域

の計画科学をノ」であった。参加したメンバーは，岩本尚三，上村ー，

川下晃1E . 畑中成雄，広原盛明，松井昭光，三輪泰司，向井正也，蓮仏

亨である。

乙の部会で強調された乙とは ， i社会の認識J ， [ " 建築と社会との接

点の多様性」とその接点における矛盾の指摘であった。それが「社会生

活構造と建築空間」との関係の解明へと進み，さらに「地域要求」の分

析が必要になってきた。乙れらの討論を通じて，新らしい「地域の計画

科学」の樹立の必要性をうちだしたものであった。

もちろん，最近の国土の荒廃化と都市化弊害 ・環境破壊に対する N A

C としてのひとつの提案を試みたものであるが，とくに ，未来学的発想、

でなく ，将来像のプランニングとして ，極楽図= プラス型のプランニン

グ，地獄絵= マイナス型のプランニングの提示を強く主張している。乙

の乙とは ，建築家 ・計画者 ・技術者と ，地域住民 ・社会との間を結ぶパ

イプとして，技術の形象化をどのように考えられていくべきかを訴えた

ものである。最近の建築学の腐敗化に対して ，新らしい建築学の創造

一一住みよい環境をつくるため一ーをねがって ， i社会と建築とのつな

がり」を考察したものであった。

同じく 67年4 月lζ は，乙の「近代建築の変貌と建築学の腐敗現象」を

追求するため ， i新ファシズム下の現代建築」の特徴と性格を討論した

( 講師 : 向井正也) 。さらに ，7月lζ は，建築生産の発展や職能 ・職域

の変化にともない，社会と建築との接点も多庖イじされてきている折柄，

それをもう少しつつ乙んで討論するため ， i建築組織論の立場からみた

社会と建築との接点J ( 講師: 巽和夫) について討議をした。生産組

織，住宅生産の工業化，システムピJ レディング，コ ンソシアムの例示か

ら，施主，設計者，建設業者，部材製造業者，それにシステム ・デザイ

ナー，住民との相互関係について理解を深めたのであった。

Y - 5 万 博 問 題

1965年 9 月，日本万国博が大阪千里丘陵を会場K 開催される乙とが正

68 

式IC決定された。同月にテ ーマ委員会が，10月には日本万国博協会が発

足し ，11月ICはテー 7 も「人類の進歩と調和」と決定され，日本万国博

の準備は急テ ンポではじめられた。 70年問題をのり乙えるひとつのテコ

にしようとする政府のおもわくもあって ，""'< スコミによって「万博ムー

ド」は大いにかきたてられた。

NA C も，万博問題ICは，その当初から大き な関心を払っていた。短

期聞に約 l 兆億円という巨額の資金が投入され，建築投資だけでも し5∞

億円という万博は ，国民生活に重大な影響をおよぼすと とが予想され

た。だれのための万博なのか，われわれ建築技術者にとって万博と はい

ったいなにか。 i社会の発展とつながりのなかで」建築をとらえようと

する N AC とって ， 乙れはみすごすととのできない大きな課題であっ

た。とくに ，地元大阪でひらかれるのであるから ，問題はいっそうみじ

かであった。 66年から 70年にかけて万博に関連した取り組みを示すと，

以下のようになる。

1966年6 月例会「新建として万博をどう考えるかJ ( 討論会)

6 月例会「万国博会場計画の姿勢」

〈上回篤，三輪泰司〉

1967年11 月第 8 回総会，特別議題「万博問題」

1969年6 月例会「万博の意義の再検討J ( 吉田光邦)

1970年 7 月例会「万博跡地利用を考える J ( 奥保多聞)

まず， 66年lCは，2 固にわたって万博関係、の例会がもたれた。最初は

討論会形式で，新建として万博をどうとらえるかをはなしあった。まだ

当時，万博といってもいささか雲をつかむような状態であったが，いま

記録をふりかえってみると ，すでに ，中国の参加問題，安保再改定，ア

メリカ大資本の日本への進出などの政治的な動き ，地方財政の圧迫やこ

の万博が真に国民のためのものかどうかといった問題点が数多く指摘さ

れるとともに ，ア ジヤで最初 IC関かれる乙との意義，未来都市のコアの

モデルとしてテーマにふさわしい万博とすべきだとの意見がだされてい

る。ひきつづ‘ いて万博の会湯計画について，作業! とあたっている上回 ，

三輪両氏から話をきく機会をもっている。ちょうど乙の乙ろ ，京大の西

山教授を中心とするグループで第 1 次案，第 2 次案の作業がほぼ完成す

る乙ろであった。

67年には ，第 8 回総会で，とくに重要な問題として「万博問題」をと

りあげ， 特別議題という形で討論した。当日だされた提案( 議案警に収

録) は，とれまでの万博の歴史を述べながら ，それが技術を発展させる

ひとつの原動力になった点などを評価しつつ ，すでにその準備の過程を

つうじてあらわれはじめている問題，すなわち ，①建設業界における独

占化の促進，②国民生活におよぼす悪影響，③敷地買収にからむ土地問

題および跡地利用問題，④地方自治体財政圧迫などの点を指摘した。乙

の提案は，討論のすえ全員一致で採択された。

と乙ろで一般に万博に対しては ，賛否さまざまな議論がなされてい

た。たとえば，一部の「 トロ ツキスト」または「新左翼」などによって ，

万博は実力で粉砕すべきだという主張がなされ，建築関係のなかで- も

「建築家' 70行動委員会」なるものも生まれたりしてとうした動きを示し

た。また，一部には ，万博を無批判 IC うけいれ，乙れを賛美するイデオ

ローグも多く存在した。 NA Cでは ，うえに述べたような討論をつうじ

て，万博を粉砕したり ，開催そのものに，反対するという態度をとるの

ではなく ，たとえば， i アジヤ最初の万博」といいながら ，中華人民共

和国 ，朝鮮民主々義人民共和国などを除外した不完全なものであり ，国

民より独占 IC利する危険など多くの問題点を指摘するとと κ 努めた。 ζ

れは ，基本的に正しかったといえよう。

乙のあとも ，69年6 月には， i万博の意義の再検討」というテーマ

で， 70年 7 月には，跡地利用問題を中心にさらに討論を深めた。 70年 3

月15日開幕した万国博は ，予想をはるかに上回る 6 千万人以上の入場者

をのんで 9 月14日その幕を閉じた。現在いろいろな面から ，総括，評価

がなされつつある。しかし ，万博跡地利用をはじめ，けっして問題が終

了したわけで・はない。今後とも注視すべき課題といえよう。



1  9 6 4 年 ( 昭和39年) 年 表 ( 例〉は例会 東京のうどきは主要なもののみ。

関 西 の う

・大阪 (NA C ・その他) .. . .日中建築交流センヲ ー

き 関 連 事 項
『

』 |  東 京 の う ご き

. 仮事事建築家集団

. 1 . 講演会 U I A大会とキューパの建築( 西山知三〉

.... 2. 第 i 回北京シンポジウム( 以下> P.  S と略す)

代表派遣倣備会

. 2.  ( 例) 社会主義建築様式とは何か( 団代正尚) > 建築の基礎における振動工法の応

用 ICついて( 水谷裕)

・ 3. ( 例〉海外の都市再開発( 寓安秀雄〉

‘ 3.  P.  S 代表派遣司自備会

. 4.  ( 例〉京都計画( 西山知三，三村浩史J

.... 4. 第 3 回総会 開講演「中国へ行ってきて J ( 北村修〉

.... 4.  r北京シンポジウム代表派遣について」懇談会

.5.  ( 例) 建築デザインの再検討( 山口文象〉

. 6. ( 例) ‘ 恐るべき公害‘ をめぐって( 岩本尚三 > ｂｾ 郎卓弥 ， 蓮仏亨Ｉ

.... 6. 北京科学シンポクウム怠加捻文報告会

日本における建股産業とそ の矛盾{ 訟井昭光)

‘ｾ＠ 6. 中国建築家麟啓洪氏案内 ・惣談

.... 8.  P.  S代表派遣歓送会 (N A Cと合同)

・ 8. ( 例〉京都書生育文化センタ一見学と京都タワ ーICついて協駿

京都ヲ ワーについて声明書各方面へ発送

・ 8. ( 例) 大阪市の公害対策( 編本 ，中辻〉

・ 9. ( 例) 鉄道駅舎の都市計画的関節( 神涼恭介)

‘ｾ＠ 9.  ( 例) r中国のエ渇建築について J ( 石原正雄〉

・10. ( 例〕北京科学シンポゾウムと中国の建築事情報告( 松井昭光〉

( 共催 日中遇策交流セ" / ? ー〉

. 11. 第 5回総会 ( 宝嫁在)

間前夜祭 北京科学シンポグウムと日中建築の交流( 必井昭光〉

. 3. 仮称建築家集団

最初のうどき

I ソ連東欧建築報告会」

( 三輪泰司 > )11上玄ほか〉

. 5. 日本建築総合民験所役立( 大阪)

. 6. 第 2 回例会「新制作盛見学会 J ( 近蕗正一〉

. 8. 北京事ヰ学シンポジウム〈於北京)

. 9. 第 3 回例会「災害と建築技術苦

一新潟地震から学ぶものー」

( 大崎煩彦，早川和男，佐藤文夫) I  ・10. 新幹銀営業開始

・10. オ リンピッ空東京大会開く

. 11. 佐議内羽成立

1  9 6 5 年 ( 昭和40年〉

関 西 の う

. 大阪 ( NA C ・その他) ....日 中建第交流センヲー

• 1- 6 民主化シリ ーズはじまる

・ 1. ( 例) 設計事務所の民主化の方向( 三輸泰司〉

. 2. ( 例〉研究室の民主化の方向( 石原正雄，鈴木有，三村浩史)

. 3.  ( 例) 官公庁 IC右ける建築技術者の民主的活動( 片寄俊秀，白砂聞こ〉

‘ 4. 中国物理自陣器代表国との怒談

・ 5. ( 例) 建鍍技術者の民主的活動の方向( 坂内幾男 ，水島笹子，岩本尚三〉

・ ι 〈例〉政労協企業体における建築技術者の民主的活動( 湯川利和〉

. 7.  ( 例) 建築生産 ICおける技術者の役割( 総弁昭光)

.... 7.  J匹4 回総会 . Qt 演会 「歴史学者から見た中国事情」

m. ! l i 禎ニ) r政治学者から見た中国事情J ( 古川腸弘)

・ 8. ( 例) 奈良計画実地見学と大和ハウス奈良工場見学( 扇田信〉

.8. ベトナム問題応対する声明酎11

・ 9. ( 例〉千里ニュータウン近隣施股の利用状況( 多胡進)

・10. ( 例) 奈良計簡について( 溺回信，足立富士夫)

....11. r中国のホ ール建築について J 12) ( 黄進興)

・11. 第 d 回総会 ( 農林省共済組合東山荘)

間前夜祭 . ヨーロッバの風土，住宅，街( 上林縛雄〉

『

』 き

会

-

例

-

ふ

る

・

4

・

)

圃

例

-

(

圃

項事連関

. 5. 第 4 回例会 I 北京シンポジウムから帰って」

( 松井昭光，稽永勇雄) I  ・ ι 自信共同声明

. 7 . 第 5 回例会「出来上った建築癖としての都市」

〈徳永勇経〉

. 11. 溜債発行

・11. 京都科学シンポジウム

. 12. 日本科学者会峰役立

1  9 6 6 年 ( 昭和41年〉 ( 例〉は例会

関 西 の う ｾ＠ き う ｾ＠ き 関 連 司瞳 項

- 大阪 ( NA C ・その他〕‘ 日中建築交流センタ ー . 仮称建築家集団

‘ 1 . 第 5 回総会
. 1. 青森県三沢大火

.... 2. 肪中帰朝報告 f 中国の建築と大学J ( 石原正雄〉

. 5.  ( 例) オランダ地取開発とその現状( 三村浩史，角橋徹也〉

. 6.  ( 例〉新述として万博をどう考えるか

. 6.  ( 例〉万国博会場計閣の姿勢〈上回篤，三輪泰司〉

. 7.  (例J 西山研の「国土における生活空間の精思」検討( 岩本尚三)

. 8 .  ( 例〉丹下健三著「日本列島の将来像」の検討( 大海一雄) . 8  中国文化大革命厳化

. 9. 第 6 回例会「松代群発地震第 2 次肉筆報告 」

. 10.  ( 例〕本年度新l : I ! 活動そのなかでの国土利用ヴィジョン輸をめぐって( 上持博雄〉 ( 藤井陽一郎，清瀬永ほか) . 10 日本建築センター資料館完成

. 11 . 第 7 回総会 ( 北縦山荘〉 . 10. 日本建築学会創立80周年記念大会

間前夜祭 ヨーロッパ都市とぴあるき( 坂内幾男，飯田精次郎) . 11 第 2 回京都科学シンポジウム
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プレハプ集合住宅・ー住宅公団別分田口団地建

築その他工事

設計監理 日本住宅公団大阪支所

施 工 大成プレハプ株式会社

神戸三宮市街地改造事業の内第 3地区 1丁目

東ピル 「さんプラザ」新築工事見学会

12日 l  時半- 4 時半

参加者 30名

設計監理 神戸市都市計画局再開発課

株 式 会 社 日 建 設 計

株式会社竹中工務庖工施

17日 6 時- 8 時 於 太 閤 園

恒例により会員有志より多大の賛助後援を受

けて盛大に開催，寄贈景品も多数に上り ，余

興も盛りたくさんで盛会をきわめた。

当日の出席者 450名

会 員 忘 年 懇 親 会

12白 11時半- 12時半於綿業クラブ

出席者中沢委員長ほか 4 名

議 事 昭 和46年春の叙勲候補者について審議

表 彰 候 補 者 推 せ ん 委 員 会

各種説明会 「住宅の電気，ガス熱源によQセ

ントラルヒーティングについて」打合会

8 日 正午- 2 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 説明 会 社 関 西 電力 大 阪瓦斯

委 員 会 三 宅 幹事ほか 4 名

議事(1)プログラムについて

(2) 説明題名，説明者についー

忘年会懇親会小委員会

10日 6 時- 8 時半 於太閤園

出席者大橋副委員長ほか14委員

写真グループ2 名

余興，ホステス関係者 3 名

議事(1) 忘年懇親会実施計画 lζ つf 、一

(2)そのほか

委 員 会

17日 4 時半- 5 時 於 太 閤 園

出席者北垣委員長，大橋，岡本，窪田 ，

三品副委員長，柏岡，三宅幹事，

ほか10委員

議事(1)各小委員会の事業報告ならひ‘ に企画 lζ つ

いて

(2)明年 1月- 3 月の事業企函について

(3)そのほか

日本建築協会 〈

月間の動き

建 築 6 団体事務局長打合会

2 時- 3 時半

於日本建築学会近畿支部

出席者 6 名

議事(1)昭和46年6 団体合同新年交礼会について

(2) 第2 回日本建築祭収支決算報告

(3)そのほか

4

2

 

3 日委員会と忘年懇親会

8 日 5 時40分- 8 時 半 於 北 京

出席者間橋委員長ほか19名

議事住宅委各小委員会の主査及び、小委員選任

委員会終了後同所において忘年懇親会を開催

口昭和45年12月分口

| 理 事 会 |

5 時- 5 時 半 於 太 閤 国

東畑 ，塚本，松村，横尾正副会長

ほか11理 事 五 十 嵐 監 事

議事(1)通常総会開催の件

(2) 1月定例理事会休会の件

(3)事務局職員採用の件

(4) 事務局職員退職承認の件

(5) 昭和46年春の叙勲候補者援せんの件

(6) 入退会者承認の件

(7)報告事項

| 出 版

建築基礎工法と実例幹事会

2 日 61侍- 8時 於 会 館 集 会 室

出席者 山屑委員長. 多々見幹事

議事(1) 宣伝方法について

(2)出版工程と作業につ、、て

しと 規

委 員 会

3 日 12時15分- 2時 於 会 館 集 会 室

出席者福田委員長ほか20名

議事(1) f 建築蕊準法特集」の件

ロ) 政令 ・条令改正の動き情報交換

し 三 一塁 委 員 会 |  

展示会小委員会

3 日 6 時- 7 時 半 於 会 鎗 集会室

出席者窪田副委員長ほか 3 名

議事(1)第 8 回展示写真について

(2)第 9 回以降の企画につ f 、一

(3) そのほか

見学会小委員会

3 日 6 時- 7時 半 於 会 館 3 階会議室

出席者 山野副委員長ほか 2 名

議事(1)1 1月に実施した見学会の報告

ロ) プレハブ住宅 iζ 関する見学会のアンケー

ト集計について

(3) 本年度 1 月以降の見学会企画について

(4) そのほか

各種説明会 「住宅のユニ ッ トシス テムについ

て」打合会

4 日 正午- 2時 於会館集会室

出席者説明会社東陶機器，日立化成，

松下電器 委 員 会 三 宅 幹 事

議事(1)プロ グラムについて

(2) 説明題名 ，説明者につい一

17日

出席者

員委宅住

. 6.  

=  
ｾ＠委

喜

美

史

一

亨

孝

一

制

雄

本

岡

本

本

仏

宮

山

山

山

一

連

郎

佳

雄

怠

純

善

正

貞

照

村

岡

本

本

創

商

事

、

変

藤

松

5

 
郎

孝

勉

夫

男

湯

ト

一

俊

人

田

原

木

山

村

湘

太

奥

泉

永

西

12月 の 入 会 者 ( 敬称略)

( 氏名省略)

設計技術者

付帯斎藤建築設計事務所

(往築，没JI. . 監FI'

大阪府茨木市双葉町2-1号ギルド茨木3 F

T E し (0726) 26 - 2101 (代表)

委 員 会

11 日 3 時- 5時 於 会 舘 集 会 室

出席者掘内委員長ほか 9 名

議事(1) プラスチックのサッシについて

(2)委員会今後の活動について

会 |

委 員 会

14日 4 時- 6 時 於 会 鎗 集 会 室

出席者鳥田委員長ほか10名

議事( 1 ) 正月号= i 住宅一ω年代の総括と70年代

の展望」特集経過報告

(2) 2月号= i 都市エネ J レギと無公害化 ピル」

特集報告

(3)3月号=i 建築基準法」特集幹事会案審議

(4)4 月号=i 都市生活環境」編集幹事会の件

(5)そのほか

作品作風小委員会

14日 6 時半- 8 時 於 会 館 集 会 室

出席者近藤主査ほか 5 名

議事 2 月号の作品について

4月号特集編集幹事会

18日 3 時- 7時 於会館集会室

出席者近藤公夫特別幹事ほか 4 名

議事 4 月号特集「都市生活とみどり J の企画

執筆者選定

会 |

P C工場とプレハブ集合住宅建築工事見学会

5 日 12時半- 5 時半

参加者 61名

会

編

員

ｾ＠

委

委

材

集

建

4

2

 

員委

5 名〕〔准会員

声 同

寸『見
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， 

建 材 の 頁

信用み 5技術ど伝統の

7X771LトZ事専 業 大J吉

誓言矢保商由

大阪市北区真砂町 5 番地 電 話 大 阪 364 代 表 0 2 0 6 - 9

内 装 資 材 専 門 庖

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸 di 生田区北長狭通 4 ー 1 (英手11 ビル )

直i凶 屯 訴 対l戸 ( 33) 0881- 3  

支 j苫 大阪市北区絹笠町50( 堂 ピ ル 5 階 502号室)

直J j f i ' ; - j J : 話大阪 ( 364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市立介区八幡通 1 - 5  (屯話 @2 9 2 3)

陸屋根防水には 奥 山 式 特許 絶 縁 工法 を

前 ＮｹｬｩＭ 悶ｾ帯

) 亨 ヲ q イ ト
新 工 法 /

プ レ ノ テ ク ト 吹 付 工 法

奥山化工業株式舎紅

本 社 東 京 都 中 央 pi 銀座 8 - 4  - ]] 電話 (571)2703- 4・2370・4064・0264

大 阪 出 張 所 大 阪 市 都 島 区 都 島 中 通 り 2- 3- ] 電話 (92] ) 2  4  9  7 ・(922) 7  2  8  0  

名 古 屋 出 張 所 名 古 屋 市 南 区 若 草 町 3 3  電話 (811) 3  6  6  0 ・ 3 1  0  4  

札 幌 出 張 所 札 幌 市 北 三 条 来 四 丁 目 電 話 (231) 7  5  1  1  

| 問 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー |

( 電動式並固定型各種)

岩元式ベンチレーター A 型・ B 型・固定型

岩元式連塔換気装置( コンチニヤス・ベンチレーター)

新 型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/ 特殊装置による風量増幅1

新 型 換 気 塔 S Fスーパー l  l  

L換気扇の能力を倍増する/

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

スカイライト工事・通風ルーパー

スチール及アルミサッシュドアー・各種シャッター製作施工

其 の 他 曲加工一式

岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区大今里2丁目 5番 22号

電 話 ( 981  )  0  6  1  5  - 061 8  
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冷 暖 房 Y  各 柿 サ ァ シ

給排水、衛生水道 ｾ＠ 環 境 衛 生 施 設

電 気 1 =、荷 役 巡 搬 機 械

厨 房 T 一一『司「 化 学 鉱 山 機 械

三 機 工 業 芸 芸 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 大 前 玉 男

取 締 役 支 庖 長 樋 口 勝 栄

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 番地 包 括 大 阪 (202) {'I;必3071

本 底 東 京 ・ 日 比 谷 ・三倍ピル

支 底名古屋、福岡、札刷、広島、仙台、富山

出 張 所愉浜、金沢、静岡、高松

空 調 設 備 の 頁

空 気 認 手 日 ・ 冷 暖 房 設 備

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 ・ 施 工

郡 朝 日 三 業 社

東京都港区芝浜松町 2 - 7 電話 ( 434) 6171 ( 大代)

大阪市東淀川区加島町 375 電話 ( 302) 2 2 7 1  ( 代)

北 海 道 ・ 仙 台 ・ 名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

釧 路 ・ 函 館 ・盛 岡 ・横 浜 ・ 静 岡 ・ 京 都 ・ 神 戸

本 社

大阪支社

支 庖

営 業 所

空 気 調 和 設 備

設 計 施 工

衛 生 設 備

三建設備工業株式奮社

大 阪 市 都 島 区 都 島 本 通 4 - 1 0 - 3 0  電 話 ( 922) 6251 ( 代)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 蝋 殻 町 2 - 2 2  電 話 ( 667) 3431( 大代)

名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 幌 ・広 島 ・福 岡 ・ 金 沢 ・ 新 潟 ・ 横 浜

，φ  

大 阪 支 唐

本 社

支 社

電 気 ・空 調 ・給 排 水 ・衛 生 設 備 ・設 計 施 工

大阪電気暖房株式会社

取 締 役 社 長 菅 谷 知 巳

本 底 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 1 - 6 0  電話 ( 441) 8231大代

支 庖 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡

営 業 所 札 幌 ・仙 台 ・ 金 沢 ・ 神 戸 ・ 広 島

出1健 所 京 都 ・ 岡 山 ・ 高 松 ・ 熊 本 ・ 横 浜

新 潟 ・ 富 山 ・ 福 井 ・ 笠 図

00 

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

。
三 発 空 調

社 大 阪 市 北 区 沼 田 町 16 番 地 電 話(363) 犬代表 1371

庖東京都千代田区神間小川町 2丁目 l 番地 電話( 292) 代表7751

広品市紙屋町 Ｑ 丁目 Ｒ 番 ＲＲ 号電話 Ｈ ＴＷ Ｉ 代表 ＴＵｾＵ

福 岡 市 大 名 1 丁 目 8 番 12 号 i l!.訴 ( 76 ) 代表3795

名 古 屋 . I. J 山 神戸・福井・京都. . f i ' : 江

設 計 施 工

生

気

水 ・ 衛

房 ・換

排

冷

給

暖

1. 式会社

本

支

所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・ 電 話 大 阪372局7 l 51( 代)

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 都561局4945( 代)

神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通 六 ノ ー ・電 話 神 戸34局 5 8  9  2  

' 7' cr 

プし
阪 城 口 研大

式

社

株

会

所s
Jミ

i

 

p

J

 

出

社

ム、

Z ミ業 株 式賀須 工
1: 1; '1':;干.nn ・ 空 気 調 和 設 備 ・ 給 排 水 衛 生 設 備 ・ 塗 装 設 備

・ 蒸 気 噴 射 式 冷 策 機/ 設 計 ・ 製 作 ・ 施 工

建材社

株式

会 社曽宣言喜平
衛 生 設 備

電 話 441 - 5l 7l

空 気 調 和

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 丁目 1 4  

広 一 東 京 ・ 大 阪 ・ 名 古 屋 ・京 都 ・ 神 戸 ・福 岡

営 業 所 広 島 出張所ー北九州

本社 ・東京支庖= 東京都中央区銀座 6 - 6 ー 7 ⑨ ( 572) 7411 代

大 阪 支 庖 = 大 阪 市 北 区 中 之 島 2 - 2 2 ⑧ (203) 3721 代

名古屋支臨= 名古屋市中区錦 2 - 2 ー13 ⑧ ( 211) 1535 代

出張所= 札 腕・仙 台・盟 回・金 沢 ・神 戸

広 島・松 山 ・福 岡 ・ パ ン コ ッ ク

(ぎj

支

冷 凍 冷 蔵

⑧ 括 研 ; 告 綴 繍:aa' I

地 盤 凍 結

社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3 番 丁 6 8 番 地

( オートセンターピル 2 隣) 郵便番号 542

電 話 大 阪 (06) 761 (代 ) 1141 - 8 番( 直通)

東 京 営 業 所 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 2 丁目 2 番 5 号

( 九段ピル 8 階) 郵便番号 102

電 話 東 京 ( 03)  262 - 3  2  4  1  - 4 番

空 気 調 和

本

水 道 ・衛生・日愛冷房・其{ 也管 E 事

設 計 並 路 工

( 旧斎雌久孝事務所)

斎 久 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 常 安 町 1 1 番 地

電 話 大 阪 ( 443) 5  0  4  1  - 5 番

東 京 本 社 東 京 部 千 代 田 区 大 手 町 2 の 8 /l H 也( 日本ピ Jレ)

1笠 J孟 東 京 ( 270) 7  4  1  1  1!!' ( 代 表 )

ｾｾｩｩＧＺＺ［Ｂｾ 所川見市南太通語 Ｔｔ 円 Ｑ ｾｾ ＩｬｩｬＱ ｭ ピ ｊ レも ｬ ｬｩ 礼申ＧＩＱ 2jJ S7S6 

ｾｩＯｾ ザー業所金沢市花 ｩ 品 ｊ ｾｦ＠ 2  ｾ昨 ｦ ｾＶ＠ i } Ｇ， ｻ￼ ｩ［金 ［ｊｾ 2112  

悩 Jrl l¥帰Jij庁 焔 Jt di i，釦 ｾ＠ 2  の i  ￯￼Ｑｾ 雨対必 Ｒ
ｉＨＮｾ Ｎｦふも ｾｉￆｬｩｪ 庁 .. 百 十.J: rli 2  吊ニ r  9  '，'l1ui ［ＺｾＺｾ＠ ｾべ ￡￵
ｼ品 ｬ 山出帰 ｉｾ 庁岡山市大 Ｈｊ｜ 3  8  0 の 1 ，i Ui; illjili Jy f，.i il6 

創 業 暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 温 湿 度 空 気 調 和 設 計

大 正 二 年 病 院 諸 設 備 ・ 給 排 水 衛 生 ・水 族 館 設 備 施 工

25 斎 藤 省 三 高 庖

東 京 腐 東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 2 の 2 丸ピル 6 7 6 号

電話 ＲＱＲＨ 代 ＩＳＷｾＱ

大同ピル 6 1  6 号

電話 443代 3361

札 幌 庖 札 幌 市 北 十条西 1 8 丁目 3 6 番地 電 話 61(代)4371

名 古 屋 唐 名古屋市中区栄 3 の5 番 2 9 号千代田ピル 5 1  4 号

電話 261 (代 ;0641

京都市南区西九条春日町 4 8 番 地 電 話 681 (代) 1781

温 湿 度 調 整 装 置 、 暖 房

冷 房 、 水 道 、 搬 送 機 設 備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

.. 
大 阪 市 北 区 日 悶 町 3 0 ｭＺ ｲ ｾＮ 舌 ＨＳＶＴＩ 6  6  6  1  ( 代)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 3 - 3- 1(新東京ピル)

包 括 ( 211 ) 8  5  1  1 ・ 8 5  6  1  ( 代)

仙 台 市 菊r ＱＺ云Ｎｬｊｾ (1汀 6 0  

m .f青 ( 21) 4  4  9  1  

名 合 屋 市 東 区 京 門 前 町 3 - 6  

m 青丹 ( 971)  3  6  2  1  

大 阪 高 大 阪 市 西 区 土 佐 姻 通 l の l

仙台支r . t i

名古屋支府
京 郡 鹿
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空 開 設 備 の 頁

平山互業株式会社@  

設 計 ・地 工

ヰ土本

大 阪 市 西I文江戸劫I!j 凶2 の 2T  E  L  ( 441 )(f勺 1994. ( 443)  ({り0331

空 気 調 和 . 'i:亘1旦 恒 湿 ・冷 凍 ・冷 蔵

給 排 水 衛 生 設 備 設 計 施 工

暖 ・冷 房 ・空 気 温 温 度 調 整 装 置

設 計 施 工

Qう に 鱒 工 業3綜舎紅

品ｾ

一←
妻子1Ｖｾ＠高回

大阪市南 IKJII J 1鹿町 2 - 5  0  屯話 261- 2436(it) 

東京郎大田区内馬込 1 - 2 - 1 '，!L話 773ー 1231(!¥:l

銀 座 浜 松 ・ 京 都 神 戸 田 制 岡

本 底

東京支后

営 業 所

大 阪 市 北 区 怖 回 8 番地( 新阪急ビル 8 階)

電 話 大 阪 ( 312) 4  5  2  1  ( 代表)

東 京 都 千 代 田 区 神 岡 駿 河 台 4 丁 目 2 番地

大阪支庖

ネ土.<j;: 

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 環 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

Cf，UO.  空気調和装置、各種冷凍機

設 計 ・ 製 作 ・ 施 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

社

阪 市 i岳 民 京 町 綱 1 丁目 6 2  l1i.，eio( 443) 代 必8161- 9  

名 古 座 rli III 村 区 水 主 町 l の 1 2  11i.話(541 ) 0966( 551) 1665 

東京m港 区 亦 坂 2 丁目 3 - )  2  

赤 坂 ピ ー ク ピ ル 5 階 電 話 (583) 1  4  6  7  

神戸市生田[ X " 北長狭通 7 丁目 l の l 電話 (34) 1778 '  4386 

A

Q

一

A
式株業エ回山

本 社

支 応

出張所

大 阪 市 北 区 堂 白 浜 J J ! i 1  - 2  5  ( 新大ピル)

電 話 大 阪 (344) 1  5  1  2  ( 大代)

社 東 京 都 中 央 区 日 本 締 本 石 町 4 - 2  (三11' 第二別館)

I苫 東 京 ・名 占 1: 1 1 出 張 所 九 州

場 情 玉 県 北 足 立 L ' s 点 京 占jl 足 立 区

本

支

℃
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孫
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川
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庁
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制
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川
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f

・

ク

7

4

F

十
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E

房

・

ド

施

一

'

代

谷

代
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代

仙

暖

一

、

千

株

駅

阪

神

京

仰

京

令

タ

一
ツ

f

;

湘

大

区

東

ゆ

東

-

u

一

五

機

p

r

r
屋

置

;

ミ

十

;

問

俳

袖

装

t

ル

日

【

同

府

京

州

知

・

7

設

A

F

重

大

東

以

ド

ン

レ

知

ァ

ト

空

フ

ス

空 気 調 和 設 「

日 一 設 計 施 工

換 気 ・ 除 塵 己 又 備

c: : : : m哩胆コ

理 研

大 阪 支 庖

東洋空襲工業織式会祉大賊安ｾ

本社・工場

空 調 事 業 部

T  E  L  ( 443)  8  0  7  1  

T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

大 阪 市 西 区 京 町 堀 4 丁 目

本 社 東京都中央区京僑 2 丁目 9

支 唐 名 古 屋 福 岡

古名庖支

2舎町震H副 S

Ci"'O. 

温湿度調整・暖冷房・換気幸吉 ＱＱｾ 水・衛生設備

設 計 並 施 ・ 工

日 本 管 工 業 株 式

代 表 取 締 役 市 川 繁 雄

会 社⑨ 圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃・ ｆ 可ＺｾＺｾ I 唱 : 1

ー・l=....ー....
" . . . . 、 東 洋 キ ャ リ ア 工業( 株) 製品販売! 苫 ・特 約 工 ' FI汽

CX) 日本冷熱工産株式会社

文 Y 本 社 及 大 阪 鵠 所 認 裏 献25明 1fJ 勾 11ピル)

京 都 市 南 区 西 ) L 条 n 田町 2 0 番地内 1

mu舌(681) 5  1  0  1  - 5  夜間1専 用 ( 691) 1045 

大 阪 市 北 区 天 満 繍 筋 1 - 37( 天満備北詰)

包 括 ( 352)  3  5  0  1  - 3  

四 日 市 市 浜 田 向 末 広 町 電 話 ⑬7431 - 3  

大津市打出浜 13 - 15 世話 0775 ⑫ 9 7  3  8  

津 市 栄 町 2 ー 1 1  1  電話③ 3 6  1  0  

ヰ土

大 阪 営 喋 所

本

四日市営業所

大 海 出 張 所

建 営 業 所

エレベータ・リフト・カーリフト

計 ・ 製 作

冷 房 ・ 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 装 置

換 気 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 北 同 心 町 1 丁 目 5 7  

電 話 ( 351) ( 代表) 2  8  0  8  

東 京 都 文 京 区 本 郷 1 丁 目 1 2  - 5  

電 話 ( 814) ( 代表) 5  1  5  1  

支庖出張所 名 古 屋 ・ 福 岡 ・ 札 幌 ・仙 台 ・ 高 松 ・広 島

給 ・排水・衛 生 ・消 火 ・ 暖 冷房 設 備

お 諮 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庄

長 尾 正 大

本社 大阪市大淀区天神橋筋六 (天六阪急ビル ) ( 35 1) 4927代

大阪営業所 ( 351)  4927代 サービス事業所 ( 328)  0364代

東京営業所 ( 822) 0995代 工 渇 ( 328) 0363代

電話大阪 ( 458) 3531 番

高[1 福 岡

大阪市大淀区中 ilt 南.iJIJ 4Tr l l l

出 張 所 = 京

73 



電 気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

気 株

代表取締役 山 本 博 三

大 阪 市 北 区 中 之 島 3 の 3 朝日ビルディング

T E L 代 表 (448) 1  3  6  1  

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 り 4 の 8

T E L 代 表 (448) 1  3  6  1  

京 都 市 右 京 区 西 京 極 郡 三 反 田 町 1 1 の 5

T E L  代 表 (311) 1  1  8  5  

電 気 工 事 設 計 施 工

直司昌 .t: := "- "" - A  ... 合 』

竜 文 " ' 1ホエl 云

締役社長 浅 海 正 雄

阪 市 北 区 老 松 町 1 丁 目 2 2  

謡 大 阪 (362) 8  7  0  1  

京 都 新 宿 区 戸 塚 1 - 9  5 ー 7

話 (200) 5  9  1  1 代 表

古 屋 ・ 札 幌 ・ 福 岡

川 ・ 横 浜 ・ 浜 松 ・ 姫 路 高 松

種

各

海
最

弐

電 気 設 備 の 頁

社

A

S

A

 

式電

I7E葺

甥

キ士

営 業 所

朝

本

社

取

大

電

東

電

名

旭

社

東京支社

本

営 業 所

支 庖

営 業 所

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

支 社 長 姉 川 正 男

大阪市東区間胞続五丁同二八番地屯話大阪 (202)0325- 9番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 l 丁目 4 番 地 5 号

支 社 札 税 ・ 仙 台 ・ lL / 内 ・名 古 屋 福 岡

出 張 所 旭 川 ー 白 河 ・横 浜 静 岡 ・富 山

社

気 工 事 設 計 施 工

事 株 式

締 役 会 長 西 村 庄 市

締 役 社 長 小 林 四 郎

大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 1 - 2  

T E L (06)  452- 1  1  5  1 (代)

大 阪 市 此 花 区 恩 i ' t 南 之 町 7 3  

T  E  L  (06)  462- 1  3  0  1  ( 代)

A

Q

E

 

工藤

電

エ

才

K

3

K

E

E

W

司

V

H
勺

剖

U

太 陽

本

電力工‘ l玉本部

社

設 計 - 施 工

A

Q

一

A
式

司書

ネ来
と
一
川

電 気 工 事

理巴

唱，本中

気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

電

取締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 市 城 東 区 n 江 東 之 町 三 r 日 一 IL

'，'U: ，i.fi 大 阪 (931) (i: 1< 7  3  4  1  - 5  

0 3 8 8 ' 2 1 9 3  

大阪市岐点区野江東之町そ丁円ーー 屯ぷ大阪( 則1)7(X).1

4寺山県御所市御同通り :l 6  0  '，ll ぷ御所: 1 2607 .  ｾＲＮＧｩリ

本

社

A

Q

一
品式

英信

株

原

業

粟

エ

締 役 社 長

原

取

栗6詮

区 高 垣 町 1 6 番 地 ( 来 阪 急 ビル)

阪 (313)  1  1  0  1  ( 大代)

. 名 古 屋 ・舞 鶴 ・大 阪 南 ・神戸 ・広 島 ・九州、|

大 阪 市 北

電 話 大

支 底 東京

資 材 倉 庫

奈良営業所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工 ・ 制 御 盤 製 作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 柏 里 町 1 丁目 1 1  0 番 地

電 話 大 阪 (472) 代 表 1 1 0 1 - 7

東京都品川区西五反田 6丁目 25番 11号 ( 福 島 ピ ル )

電 話 東 京 ( 491) 1746 (492)0182 ・0350

北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 師 町 2 3 番 地

電 話 小 倉 (56) 5  6  6  5 ・5 8  1  8  

馬 ・干 葉 ・ 和 歌 山 ・ 名 古 屋

電 工施

血

〈

敏

計
ん

又事工

信

一

川

社

1苫

本

支

社

取締役 林

阪 市 北 区.m笠岡r 5  0  (堂 ピル 7 階)

，i孟; W 3  6  7  1  ((i:) 

京 邸 中 央 区 日 本 矯 箱 崎 町 3 丁目 2 Ii.l也

Jii 0)  1  4  7 .  8  ( 代)

崎 ・4目 僕 原 . J!fI. . 福 山

夫

一
一
一

株 式 会 社

代表

大

電

東

電

川

キ土本

営 業 所

庖支

群出 張 所出 張 所

宝 電 機 株 式 会

役 社 長 嘉 納 伝 三

市 北 区 絹 笠 町 五 O ( 堂 ピ ル 三 階)

2舌 (364) 1  4  7  1  ( 代)

邸 中 央 区 明 石 町 6 - 2  3  ( 辻孝ピ J レ)

2舌 (542) 5  6  4  1  

屋 市 北 区 城 見 通 二 丁 目 二 0 番 地

話 (991) 5  1  3  1  - 3  

市. 1! f I . 市・ 高 槻 市 ・ 姫 路

電 気 工 事 設 計 施 工

令富士電業株式会社

社

- 唖 冷 房 ・ 空 間 工 事 設 計 施 工電 気

S込

}と

大 阪 市 西 区 北 堀 i.I I:J邑 1 丁目 6 G  

電 話 大 阪 (541 ) ＰＵＶＴ ｾ＠ Ｗ ・ ＷＱＴＸ ｾ Ｙ

東 京 ・名 古 出 ・1.1; 品・悩/ ; 司

lt 111  取締役社長

社本

鵬

阪

電

京

電

・

+

白

電

大

東

名

干上

宇土

営業所

本

支

営業所
市

戸神出張所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株 式 会 社 ヤ マ ト 電 気 商

山 本 永 造

阪 市 北 区 西 居 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 (364) 代 3 0  5  6  

東京都港区新格 5 - 3  4 - 6  相馬ピル 5 階

電 話 東 京 (434) 3848 ・(431) 8435 

大阪商 ・札脱 ・名古屋・ IJq 日di . 絞山・徳山

工 事 ・ 計 装 工 事 ・ 設 計 施 工電 気

A

Q

一

A

取締役社長

社 大

東京支1 ; 1 ;

本

社弔 気 工 業 株 式

締 役 会 長 今 村 騰

締役社長 立 石 行 男

市 北 区 梅 ケ 枝 問r 5  6 番 地

話 大 阪 大代表 (312) 8  8  8  1  

- 名 古 屋 ・ 四 日 市 ・ 神 戸 ・ 和 歌 山

. 京 都 ・草 津 ・静 岡 ・水 島 ・ 福 岡

A

S

A

 

軍聖、

取

取

阪

京

山

央

大

電

-東

松

中

ネ土本

支 庖

営業所
所張出
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9与

建 材 ・ そ の 他 の 頁

奉 仕 感 謝 の 庄

タイル工事蒐主l

特 許 申 請 中 ・ 完 全 滑 止 タ イ ル

サ ン エ ス

5 5 5  タイル新発売

( カタロ グ進呈)

⑪住J 1PR業R S

窓掛、鍛1媛、日際、壁紙室内装飾級降、舗床材一般

東洋リノリュームの東リf 1 - ぺ. Vト発売元

⑥ 亀 井 株 式 令 市 土

⑩ 

大阪市東区南久宝寺町四丁目( 心斎橋筋)

電 話 大 阪 (251)1353 ( 代) - 6 ・9996

営業所 名 古 屋 ・ 福 岡

ト弓 1 ・ヒューム宅

ベン手しーヲー・ミ〉オャlレ

タ練式会社

主 宰 商 曾

. 内f ; ltfl内 ゴ ー レ ッ ク ス 防 水

・ 化 粧 壁 材 ソ リ ジ ッ ト ス タ イ ン 吹 付

. 樹 指 砂 壁 エ パ ー サ ン ド 吹 付

. 樹 指 蛭 石 ヱ パ テ ッ ク ス 吹 付
Standard Board&Sl ate 

本社営業所、大阪市東住吉区駒川町 3 - 54 電話(702)代7814- 6  

特約代理庖・東 京 ・ 名 古 屋 ・ 金 沢 ・ 広 島 ・ 今 治 ・ 福 岡

大阪) マ区 zpfX需 大l m61~2

K A N D A N  

・ 空 気 調 和 設 備 ・ 給 排 水 衛 生 設 備

・各種送排風機 設計施工

4l D/ 由服軒持持錦

75 



建 材 の 頁

• • • • • • • 責 任 施 工

実 111化冬季の

もメント吻ｾｾく

製 造 発 売 元 ・

語 黒 川 化 学 工 業 所

本J ; l i 工局神}irldi 滋[>([1市東町 2Hl 5- 15 T E  ｌ￟ｾＲＷＲＳ＠

特 許 ニ ッ ポ ン 防 水 液

ニ ッ ポ ン 防 水 液 B 号

ニ ッ ポ ン 急 結 液 壱 号

ニ ッ ポ ン 耐 寒 剤

ニ ッ ポ ン 防 水 目 地 材

ビ ル コ ー ト

標準包〆ント防水斉11

N. G. C. 式

各 種 シ ー ト 防 工 事 責 任 施 工

新 防 水 材 リ ベ ッ ト ル ー フ 責 任 施 工

内外三業株式会結

大 阪 市 東 住 吉 区 桑 津町 3 丁目 16番地工場

。〉

サ ッ シ

カ ー テ ン ウ オ ー ル

ド ア ー• 

ガ
ン

一

ノ

今

一

ツ

ア

ヤ

ド

、ン

ス チ ー ル

) 7) レミ

ス テ ン レ ス

• 

套22 三 高 製 作 所

本 社 ・ 工 場 尼 崎 市 神 崎 五 反 回 2 8 0 岳 地fbT K ミ

ぺ

ステンレス・アルミニウム

防火シャ" ，9 -武/1¥ 1莫※守寺言午

品

詔

/1¥俣シャ11/9- 工業株式会社大阪支庖

工

イ乍

施

言十

製

近代建築の要求す る
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建 材 の 頁

キ
--

つ

社

ｾ＠
:z:t 

j歴柏 原

電 話 大 阪 ( 471) 1493- 4 ・8267

電 話 大 阪 (471 )  
2  4  

。

大 阪 市 西 淀川 区 御 幣 島 東 2 ノ 5

大 阪 市 西 淀川区 御 幣 島 西 3 ノ 99

本 社 工 場

第 二 工 場

漆

喰

支

な

し

ド

ロ

マ

イ

ド

プ

ラ

ス

タ

ー

セ

メ

ン

ト

モ

ル

タ

ル

下

地

+

洛

ち

な

い

塗

り

良

〈

塗

面

が

強

く

や

小

円

い

沖

沼

/

¥

(

特

長

)

全国有名建材I古文は当社へ

@  

墾 新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

年畏 大 阪 市 住 吉 区 粉 浜 本 町 4 丁目 2 6 番 地 T E L 大 阪

元 ( 株 ) 九 州l 新 興 建 材 工 業 所

-

十

，

畠

e

・

・

す

ジ

か

・

.

新

い

す

ぶ

・

四

香

・

・

七

{

玉

・

・

鎗

卸

紛

帆

・

・

王

座

-
-

革 新 塗 料

毛見，る

繊 維 塗 料 の

レレ3

ソレ ｊｾ

q ィ5，z，

コート
( 特長)

付議

青 株 式

塗吹f呆防

-

耐

ア

ル

カ

リ

而す耐

イ寸

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

大 阪 市 西 区 南 堀 江 通 6 丁目 39番 地 T E L 大 阪 ( 538) 2951 - 5・( 541) 5757 - 9  

営 業 所 東 京 ・ 高 槻 ・ 明 石 ・ 姫 路 ・ 四 国 ・ 中 国

イ寸i星音水火
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建 材 の 頁

モ ル タ ル ・ コ ン ク リ ー ト 用

ご一報次第

カタ ログ進呈し ます

燃 え な い

才コ才L 右ご、、

寄 ら 右 ご い

カ タ ロ グ 御 請 求 下 さ い 。

78 

本

キ マ ノ ー ル 防 水 剤 は セ メ ン ト の 加 水 分 解 生 成 物 で あ る 水 酸 化 石 灰 と 化 学 的 に 結

合 し 、 硬 化 機 構 を 妨 げ る こ と な く セ メ ン ト 粒 子 に 披水 性 を 与 え て 毛細 管 の 表

面 張 力 を 低 下 さ せ 、 吸 水 性 を 減 少 さ せ ま す

寧 A E 効 果 に よ り 適 量 の 空 気 を 巡 行 し 、 気 孔 を 閉 塞 す る こ と な く セ メ ン ト ・プ

ラ ス タ ー 及 び 砂 の 粒 子 に 対 し 分 散 性 を 与 え ワ ー カ ビ リ テ ィ ー を 向 上 さ せ ま す 。

ま た 特 有 な 粘 着 ' 性 に よ っ て 材 料 分 離 、 レ イ タ ン ; え の 発 生 を 防 止 し ま す

* セ メ ン ト と 結 合 し た 生 成 物 は 永 久 不 変 質 の 物 質 で 、 水 や 空 気 中 の 塩 類 、 酸 類

も 作 用 せ ず 、 セ メ ン ト の 中 性 化 を 防 ぎ 、 鋼 材 、 木 材 等 の 腐 蝕 ・l寓 朽 を 防 止 し

て 構 造 物 の 耐 久 性 を 高 め 、 そ の 防 水 ・|坊 温 効 力 は 恒 久 的 で す 。

その他マノール製品

急 結 剤 ・ 接 着 剤 ・ 剥 離 剤 ・ 早 強 剤 ・ 防 凍 剤

Z Z: : I - I - (セメント起泡剤) . %" . : 11・ 品 納打ち杭エ〕

/  滋添加A l J ノ

関 東 営 業 所

東 北 営 業 所

盛 岡 営 業 所

大阪営費量所

セ メ ン ト 混 和 剤 ・ 助 材 綜 合 メ ー カ ー .

株式 ｾＢＧｂｾｉＢＧＢ ・唱 ｆ ・咽・ ｾι
会社. . . . . 司園唱・- ' .... _  

東 京 都 品 川 区 大 井 1 - 15一 1 哩E
東 京 (774)  4111代 表

茨 城 県 土 浦 市 大 田r 1  2 1 3  哩E
土 浦 ( 21 ) 5 1 8 9  

福 島 県 福 品 市 下 野 寺 宇 述 原 tI'  福 島 (  34 )  7  1  1  1  

岩 手 県 盛岡 市 南大 通 3 - 12- 50 官膏 盛 岡 (  24 )  0  2  1  3  

大 阪 rli 京 成 区 米 中 本 2 - 17- 2 6  
哩E 大 阪 (971)  4  7  6  5  

長 尺 物 ・ 色 彩 自 由 ・ 責 任 施 工

オリエンタルメタル ( O. P . M)

品 種 オリエンタルスーパーメタル ( S . P . M)

オリエンタルカラードメタル ( C. P . M)

カラースーパーオリエンタルメタル ( C . S . P . M)

t皮キ反先見;j i J1き S 小 波 S 大 波 V 波 ボ ッ ク ス 波 W ジ ャ ン ポ 波

用 途 平板・波板・棟包・雨押類・昔樋・竪樋・軒樋

通風器・排気ダクト・モニター

オリ工 ｾＧｊｾ￟ｾ ｊｾ 製造株式会桔
キ土 兵 庫 県 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 26絵 本 ピ ル 電 話 大 阪 ( 412 ) 5131代 表

東 京 支 社 及 工 場 埼 玉 県 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号 電 話 蕨 ( 42 )  3115- 8  

大 阪 支 社 及 エ 喝 兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 4 4  電 話 大 阪 ( 488) 1081代 表

九 州 支 1吉 及 工 場 福 岡 県 遠 賀 郡 水 巻 町 頃 末 包 括 八 幡 ( 69 ) 2831 - 4  

名 古 屋 支I吉 及 工 場 名 古 屋 市 中 村 区 泥 江 町 1の 24第 2中経ビノレ 電 話 名 古 屋 ( 581 ) 2781 - 4

e  



石

の

上

に

も

初

年
a・

一 口 に 30年 と い っ て も 、 サ ン ド イ ツ チ パ ネ ル に つ い て 色 々 の 変 遷 が

あ η ま し た 。 ど ん な に 時 代 が 変 っ て も 私 た ち は 常 に 最 良 の 品 質 を お

届 け す る こ と を 心 が け て い ま す 。

一 年 一 年 の 実 績 は 石 に き ざ ま れ た 年 輸 の 如 く 着 実 に 伸 長 を 示 し て お

り、 各 方 面 ヵ 、 ら 「 旭 化 工 板 の サ ン ド イ ツ チ パ ネ ル 」 と ご 指 定 い た ゾ

い て お η ます 。

Z ニ見__*- t : - …板

白砂量-z，

ｐ ＺｉニｾＺＺＺＮ固 防 火 吸 音 大 型 板

軽 量 断 熱 板

色 彩 耐 火 板

六函プレス高紐

木 毛 セ メ ン ト 板

K C民 事 跡

ベニ克E，

鹿ーヲイト

内ホヲイト，. ホ，1，. - 軽酎鰍

化 粧 断 熱 板

万 博 三 菱 未 来 館

( ユ ニ オ ン ボ ー ド S 型 使 用 )

場 尼 崎 市 下 坂 部 久 々 生 目 前 2 3  5  

T E L  大 阪 (06) 4  9  1  - 6  7  8  1  ( 吠)

東 京 営 業 所 東 京 都 台 東 区 駒 形 2 - 3 - 5 ( 駒 形 武 蔵 野 ビ ル )

倉 庫 T E  L 東 京 ω3 ) 8  4  2  - 9  2  5  1  ( 代)

名 古 屋 出 張 所 名 古 屋 市 中 区 丸 ノ 内 3 - 18 - 12 ( 大典ピル)

T E L  名 古 屋 (0 5  2) 9  6  1  - 5  9  4  0  

福 山 出 張 所 信 山 市 松 浜 町 1 - 1  - 4  ( 福山不動産ピル)

T  E  L  徳 山 ( 0849) 2  3  - 1  4  9  1  

場 鈴 鹿 市 三 日 市 町 1  8  5  9  

T  E  L  鈴 鹿 (0 5  9  3  8) 8  - 1  1  6  5  _  6  

宇土・エ本

⑥ 

旭化工板製造株式会祉

ヨこ

79 
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日本建築協会優良証明

J I S合格品

御一報次第型録並仕様書進呈

ウォータイト式防水工事代行庖

安 藤工 事 T E. L 福 岡 ( 28) 5207 

川添商庖 T E L鹿児島 ( 51 ) 0001 

大三工 業 T E L高 松 ( 51 ) 6811 

伊 東工業 T E L徳 島 ( 52) 6880 

豊永建材 T E L広 島 (61 ) 6371 

東邦防水 T E L札 幌 (82) 3133 

セメント硬化促進増強防水剤

-'i"lt-q.ィトB号

合成樹脂系防水剤 スーパーウオータイト

合成ゴム系防水剤 ウオータイト K

合成ゴム系防水剤 ウオータイト U

( ポリウレタン系)

25 日本セメント防水剤製造所

大 阪 事 務 所 T E L 大 阪 ( 941 ) 2 6 2 6 ・2 6 2 8

宝 塚 市 高 台 T E L 宝 塚 ( 86 ) 2  1  5  3  

名 古 屋 出 張 所 T E L 名 古 屋 ( 331) 1 5 3 1

仙 台 出 張 所 T E L仙 台 ( 23) 0  7  2  1  

東 京 出 張 所 T E L 東 京 ( 431) 8  6  4  8  

T A I P 工 法

に は ハ ン マ ー 不 要 で す

く完全無音無振動既製杭工法〉

従 来 の 既 製 杭 を 利 用 し て 杭 打 施 工 時 の

振 動 ・騒 音 を完全 に 追 放 し ま し た .グ

・ 主 な 特 長

1. ネ ジ 込 力 を 杭 tl l' 込ブJ に 変 え る の で 完 全 無 振 動 J1喪服 TT で す。

2. 出 入 長 さ が 長 〈 安 定 し た 支 持 杭 が地 工 11¥米 ま す。

3. ス ラ イ ム の 沈 引 は あ り ま せ ん。

Ｔ Ｎ 完全に支持層に岩府させるので大きな支持ブ ｊ が ｊｾｗｦ ｬｬ｜ 米ます 。

5.何 米 で も ヤ ト イ 杭 で 納 め ら れ 地 下 雫 の あ る 挫 築 に 最 適 で す。

ｾ＠ ＮＮｾｾｾ［ｲＫＧ［Ｚ己 ｅ 集回ー官ーマ［ｾｉＱｩＢ
く可 ｩｶ 株式害事主証可 ｾｅ ヨー ｌｾ 負 ｰｮ

. 本 社 大 l坂 "i*  1><: "r， Il iHi冊 2 の 20( ，¥石間新ピル) T  E L 大| 仮 (202)3233({ 1:)

. 名 古 屋 支 l盲 Ｔ 片山 Ｑ ＱＧ｜ ＢｩＢ Ｎ Ｇ Ｑ 正 ｪｾ ｜ Ｑ Ｍ Ｓ Ｍ Ｒ Ｈ 航路ピルＩ

. 福 岡 支 l苫 n-，¥I，V，j  "i ，)1'1))( 1 ー 15- 33( 第 一 弘j 防 ピ ル )

. 営 業 所 以 fif . ，1
1予l凋..，s山 ・lぶ Jゐ ・熊 本 ・胞 児 J斗 ・ 工 場 大 阪 . ＺｉＧ， Ｎ ，ＮＮ，Ｍ，，ｾ Ｎ 鹿児 μ



三宰シシグ' ‘ ， は

優 雅 な 造 型 を

実 現 す る

格 調 高 い 造 型 美 を つ く る

屋 根 仕 上 材

‘  

千 里 山 教 会

田 島 応 用 化 工 株 式 会 社 田 島 ル ー フ イ ン グ 株 式 会 社

東 京 営 業 所= 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町3 ・11 ・13 T E L  866- 6101 本 社 = 東 京 都 足 立 区 小 台 1 ・ 3 ・ 1 T Eし 912ー 1131

大 阪 営 業 所= 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 ・ 74 T E L  441 - 5951 神 国 営 業 所= 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町3 ・11 ・13 T E L  862- 8531 



建築と社会“ AR CHI T E CT UR E A ND  S OCI E T Y " 第52輯 第 2 号

・昭和 46年 2 月25日発行( 毎月! 固25日発行) ・昭和 24年 3 月19日第 3i 重郵便 物認可

- 回 転 軸 部 に ナ イ ロ ン ベ ア リ ン グ を 採 用 し た 耐久 品

- 本品は特 に千千百11品 の材料 を11今l床 し、表部があ!i

び な い よ う ポ ン デ ラ イ ジ ン グ加 工 を 施 し た 卜ー

に防錆塗装 をしております。

・焼付塗装仕上製品の他に、他の持出 し吊の腕

苦I1 ( 吊込後砕から露出する部分) に s U  S  27 

(18. 8) ステンレス製へアーライン仕上の化粧

カバーを 十] けであ ります。

・回転音11分 に ナ イ ロ ン ベ ア リ ン グ 及 び ス ラ ス ト

ベア 1) ングを i伏 入 し て あ り ま す。

・ ｾｉｪ製 の設計製 作 をも 歓迎 放します 。

- 弊 社 製 工E枠 付

ピ ポ y ト ヒ ン ジ

1;1:. 

実 用 新 実 登 録

第 517316号 の

立 枠 に は 何 ん ら

低 触 致 し て お η

ま吃士I v 。

三 後 建 材 工 業 株 式 会 社

本 社 大阪市生野区巽矢柄町 151 f i (06 )751 ー 3653- 5/ 東京出張所 東京都墨田区本所2 ー 11ー 11 f i (03)623 - 7677 

型

ラ

O

イ

O

ボ

8

P

 

M

 

世

一一 ボ イ ラ 効 率90 - 8 8 %一一

くそ の 他 の 営 業 品 目 〉

0 熱 媒 ヒ ー タ

0 染 色 排 水 処 理 装 置

0 排 液 処 理 装 置

来 式

界 言をF る
セントラル・ヒーテイング

の決め手

住 宅 向

温 水 ボ イ ラ

ウエル- マケレーン

本 社 大 阪 市 大 淀 区 大 淀 町 北 1 ー 11

T E し ( 06) 458- 8681 ( f t )  

東 京 ・ 名 古 屋 ・福 岡 ・ 札 幌

米国 ウェル・マク レーン ヰ土・鋳鉄製

14 . 000Kc a l / h  - 550. 000Kc al / h  

ガ ス ・ A • ;由 ・灯 油 ・ 転 油

特 長

0 鋳鉄製により 寿命は

永久的

0 タ ン クレスヒ ー ター

の使用により 1 台 で 給

湯暖房 が同時に可能

0 コンノ マク ト な タ イ フ。に

より据付面積は小 きい

o他に類をみない静か

な運転音

. ご入会の お申込は・社団法 人 日本建築 協 会 干 541 大 阪市東区北浜3 - 37 電 話 大 阪( 06 )231 ・9648 .  9649 ・9640 振替口 座 大 阪39975番
定価 300円 ( 送料共)


